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　ドアを開けてマンションの廊下に出ると、たちまちむわっとした空気に襲われる。

　八月が終わり、月があらたまっても唐突に涼しくなってくれるわけじゃない。

　地球さんはカレンダーに従ってくれないのが困る。

　僕は、肩に掛けたカバンを背負い直す。

　新学期二日目。聖せい華か台だい学院高等部では、容赦なく今日から授業が始まる。

　もっとこう、少しずつ学校にならしていくべきだと思うけどなあ。

　この夏休み、僕はとある奉仕活動に従事してた一時期を除いて遊び回ってしまった。

　猫カフェでバイトをするつもりだったのに、それも忘れていたし。

　というわけで、今日から夏休み前と同じく学業に励めと言われても無理な相談で。

　それでなくても、夏休み最終日のアレのおかげでちょっと困ったことに──

「あ」

「あっ!?」

　意を決して暑い空気の中を歩き出したところで、お隣のドアが開いて変な声が響いた。

　長い茶色の髪、薄めのメイク。

　胸のボリュームがよくわかるカットソーの上に、薄いピンクの長袖シャツ。

　それに、膝より少し上までの白いスカート。

　以前着ていた軽かる井い沢ざわのお嬢様風ファッションを、さらにカジュアルにしたような服装。

　ヤバい、可愛かわいい。キレイ。正直言って凄すごい好み……。

　このお方はお隣の住人にして、聖せい華か台だい学院高等部の英語教師にして、僕の担任にして、そして──

「おっ、おっ、おっ……おっぱい！」

「なに言ってるんですか!?」

　真ま香か先生が、朝一番のさわやかさからかけ離れた台詞せりふを口走った。

「ま、間違えたわ……お、おはよう、彩さい木ぎくん」

「お、おはようございます。今日はその……ちょっと珍しいファッションですね」

「始業式はスーツ必須だけど、今日から平常授業だもの。カジュアルで決めてみたのだけど……ど、どうかしら？」

「……と、とてもお似合いかと」

　ちょっと好みすぎて、真香先生を正面から見られない。

　教師としての慎みを余裕でクリアする範囲で、それでいて堅苦しくなく、ふわふわと柔らかいイメージ。
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　夏はずっと女性教師感強めの白いブラウス姿だったけれど、日常的ファッションもいいな。

　この人、黙って立っていれば良家のお嬢様っぽいんだよなあ……。

「あ、ありがとう。ところで……その、今け朝さはずいぶん早いのね」

「ええ、縫ぬいが課題を写したいから早く来てって──おっと、これは内緒だった」

「教師としては聞き捨てならない発言だけど……まあ、いいわ。天あま無なしさん、去年は半分しかやってない課題を堂々と出したらしいものね。この際、人のを写してもいいからちゃんと一通り埋めて提出してほしいわ」

「ずいぶん物わかりがいいですね」

「もちろん、どの程度自力でやったか確認した上でお説教から追加課題のプレゼントと、フルコースを用意するわ」

「ぜ、全然物わかりよくないですね。一度泳がせておいて、ガツンとやる気ですか」

「天無さんの場合はそれくらいやらないと、理解しないでしょう。教師には時に厳しさも必要なのよ。というか、君は天無さんを甘やかしすぎじゃないかしら」

「す、すみません……あれ？　ところで、さっき口走った妄言はなんだったんです？」

「はっ……!?」

　ぴーん、と真ま香か先生が背筋を伸ばす。

「わ、わたしもう行かないとまずいわ。一緒に登校するわけにもいかないし、彩さい木ぎくんはあとで来てね！」

「それは当然ですが……どうしたんですか、本当に？」

「い、いつもと変わらないわよ。聖せい華か台だい学院の高たか嶺ねの花はな、藤ふじ城き真香先生よ」

「……自分で言いますか？　なにかあるなら教えてくださいよ、真香ちゃん」

「なにもな──って、真香ちゃん!?」

「ああ、前から詩し夜やちゃんのちゃん付けを気にしてたみたいですし、今ならちょうど区切りもいいから呼び方を変えてみようかと」

「ま、真香ちゃん……って、ダメよダメ！　たとえ人前でなくても、ちゃん付けなんてされたら……わたし、爆散するわ！」

「原形保ってますよね!?」

　むしろ、一度見てみたいよ！　死なれちゃ困るけど！

「さすがのわたしも粉こな微み塵じんになったら死ぬと思うのよ！」

「どこまでなら不死性を保っていられるんです？」

　真香先生、ありがちな言い方をするなら〝殺しても死ななそう〟だけど、この人でもケガをするってことはちょっと前に確認したっけ。

「と、とにかく……ちゃん付けはダメ！　学校でそんな呼び方されても困るし！　彩木くん、うっかり呼ばない自信はないでしょう!?」

「詩し夜やちゃんを羨ましがってた割に、いざとなるとダメなんですね……」

　わかっちゃいたけど、なんて面倒くさい人だ。

「だ、だいたいそんなことになったら、わたしだって彩さい木ぎくんを……ま、まこ……まこ、まここここここ……そんなの無理よ！　いやらしい！」

「いやらしい!?」

　もっといやらしいことを平気でやってたよね、この人！

　というか、僕を名前で呼ぶのがいやらしいってなぜ!?

「ああ、遅刻しちゃうわ！　この時間だと道路が混んでるからフィアットは出せないし、もう行かないと！」

「え、ええ。いってらっしゃい」

　僕は慌てて手を振って真ま香かちゃん──じゃない、真香先生を送り出す。

　フィアットはできればマンションの駐車場で眠っていてもらいたい。永と遠わに。

　真香先生は、不自然なほど背筋を伸ばしたまま、ロボットみたいなぎくしゃくした動きで歩き去ってしまう。

「……ねえ、あんな姿、教え子に見られたら人気ナンバーワンから転落しちゃうんじゃない？」

「まあ、マンションを出る頃にはモデルウォークしてるでしょ」

　突然の声に、僕はそちらを見ずに答える。

　歯ブラシをくわえ、ぼさぼさ髪の美み春はるがドアから顔を出していた。

「ていうか藤ふじ城き先生、どうかしちゃったの？　声はひっくり返ってるし、あの可愛かわいい格好といい、なんかあったの？」

「さ、さあ……？　新学期が始まって疲れてるんじゃないかな」

「先生、疲れると挙動不審になんの？　ホントに変わった人だね」

「美春に変わってるって言われるのは相当だね……」

「……ふーん。変わったのは藤城先生だけでもなさそうだね。ふーん、ふーん」

「な、なに……」

　美春が、じっとりした目つきで僕を舐なめ回まわすように見てくる。

　もう美春には、真香先生の正体がほとんどバレてるんだけど……。

　僕と真香先生の、新たな関係まで見抜かれているような気がする。

　僕のカノジョ先生──

　馬鹿みたいな関係だけど、カノジョでも先生でもないお付き合い。

　春から始まった、真香先生の僕への猛アタックの結果、こんなことになってしまった。

　こんなことって、最終的には僕から先生に告ったような形だけど。

　意外と、僕らの関係は変わらないんじゃないかとも思ったら、今け朝さの先生の態度を見たところ──あちらは緊張されているのかも。

　まさか、事あるごとにするすると脱ぐような真ま香か先生が、付き合い始めたというだけで照れるとは思わなかったよ。

　といっても、僕も真香先生とどう向き合ったものか迷いはある。

　カノジョとの付き合い方もわからないのに、カノジョ先生なんて怪しげな人とどう向き合えっていうんだろうね。参った。
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　私立聖せい華か台だい学院の教室はもちろんエアコン完備だ。

　夏でも冬でもケチらずに冷暖房を動かして、生徒たちに快適な学習環境を与えてくれる。

　高い学費を払い、寄付金を納めている家庭も少なくないのだから、それくらいはしてもらわないとキレる。親が。

　そういうわけで、夏休みが明けて数日。〝残暑〟なんて言葉では生ぬるい地獄の季節が続いているけど、教室にいる限りは汗をかくことすらない。

　ただし、いくらこのご時世に潤っている聖華台高等部でも、グラウンドまでは冷房の恩恵は届いていない。

「あっつ……」

　新学期が始まり、授業も普通に行われるようになって数日。

　そんな日に、僕はなぜか朝も早くからグラウンドにいた。

　聖華台高等部の体操着である、無地の半袖シャツにハーフパンツという格好だ。

「はっ……!?」

「うわっ！　なっ、なんですか？」

　急に後ろから声をかけられて、跳び上がりそうになってしまう。

　現れたのは──真ま香か先生だった。

「さ、彩さい木ぎくん……そんな格好で大胆な。ジャージくらい着ておきなさい……」

「この暑いのにそんなもん着られませんよ。体育では、みんなこんな格好でしょ」

　聖せい華か台だいでは男女の体操着は同じだ。女子もこれとまったく同じ服装で体育の授業を受けている。どこも大胆じゃない。

　僕が腕や足を出したからといって、誰が喜ぶんだ。

　真香先生は喜んでる……照れてるみたいだけど。

「……真香先生もその格好、お似合いですね」

　真香先生は、薄いピンクのジャージの上下という格好だ。

　学校のジャージと違い、地味ながらもオシャレなデザインだ。

　うわぁ……この人出るところは出てるのに、全体はすらっとしていて背も高めなので、こういう身体からだにフィットする服装をすると凄すごくかっこいい。

　中身をよーく知ってる今でも、外見に騙だまされそうになるんだからなあ。女の人って怖こわい。

「なにか失礼なことを考えてる顔ね」

「そ、そんなことは……」

「まあ、いいわ。よく来たわね」

「僕は初等部時代から先生に呼び出されること数知れず、一度たりとも呼び出しを無視したことはないんですよ」

「自慢にならないわよ。初等部から続いてる申し送りにあったけど、彩木くんを呼び出したことのない担任はこの世に存在しないみたいね」

「真香先生も、その記録を更新してくれましたよ」

「たぶん、来年も記録を更新しそうね。わたしは、一度や二度の呼び出しでは済まないでしょうし」

「来年も真香先生が担任になるとは限らないでしょ」

「え？」

「え？」

　……えー、もしかして来年も担任になる気満々なの？

　この人の場合、どんな手を使ってでも僕の担任になりそうだね……。

「ま、それはまだ当分先の話よ。それより、時間もないし始めましょう」

　真香先生は、両腕を上げてぐぐっと伸びをする。

「体育祭まであと少し。がっちり鍛えておかないとね」

「え～、体育祭だからって張り切って練習するのは体育会系だけですよ」

　聖華台学院高等部では、体育祭は秋開催──

　秋というのは九月から十一月というのが一般的らしい。

　このクソ暑い九月の、どこが秋やねん。

「文句言わない。体育祭で活躍するとモテるわよ？」

「それは小学生までですよ！　体育祭なんて、みんな惰性で適当にやってます！」

「今時の若い子たちは淡泊なのね……ふう、困ったものだわ」

「若い子って」

　真ま香か先生が僕と同じ高二だったのは七年ほど前。

　七年前なんて僕から見ればはるか遠い昔だけど、今年二十四歳のはずの真香先生にとってはそこまで過去でもないのでは。

「でもこれ、ちゃんと教頭先生にも許可を取ったのよ。彩さい木ぎくんの更生プログラムの一環で、体育祭に合わせて今度はスポーツで君の根性を叩たたき直なおすって」

「僕って、身体からだで言うことを聞かせないといけないほど難アリなんですか？」

　マダムー、この人に変なお墨付きを与えないで！

　ウチの教頭先生、重度の猫好きでここらの猫カフェでは〝マダム〟と呼ばれる有名人。

　このネタは誰も知らないみたいだし、僕も触れ回るつもりはなかったけど、有効活用してやろうかな……。

「彩木くん、まず教えておくわ。Ａ　ｓｏｕｎｄ　ｍｉｎｄ　ｉｎ　ａ　ｓｏｕｎｄ　ｂｏｄｙ．よ」

「健全な魂は健全な肉体に宿る、ですか……」

「Ｇｏｏｄ　ｗｏｒｋ！　彩木くん、ちゃんと勉強してるわね！」

「それくらいは、僕でもわかりますよ……」

　と言いつつ、間違ってないかとちょっとドキドキしてた。

　この唐突な英語クイズは何度経験しても、未いまだに心臓に悪い。

「さ、準備運動を済ませたら走るわよ。一時間もあれば、十キロはいけるわね」

「十キロなんて、美み春はるの年間移動距離に匹敵しますよ！」

「わたし、高等部時代は毎日それくらい走ってたわよ？　テニス部を辞めたあとも」

「僕、先生とは耐久性が違うんですよ……」

　この真香先生、硬式テニス部でインターハイ全国制覇の経験がお有りらしい。

　そんな人の物差しで僕のトレーニング計画を決められても困る。とても困る。

　と、僕の抗議など軽くスルーされて、真香先生は僕に念入りに準備運動をさせたあと、本当に走り始めた。

　体育会系の友達から聞いたことがある。

　聖せい華か台だい高等部の周りをぐるりと回る、ちょうど一キロの〝外周〟と呼ばれるコースがあると。

　周回数で何キロ走ったかすぐにわかるので、とても便利らしい。

「えーと、先生。これって外周コースですよね？　ちなみに何周ほど……？」

「もちろん十周よ。大丈夫、わたしの計算では授業開始までにクールダウンして軽くシャワーを浴びる余裕もあるわ」

「僕の体力、計算に入ってます!?」

　僕はこれといって運動は苦手ではないけど、得意とも言えない。極めて普通レベル。

「一時間で十キロってかなり遅めのペースよ？　それに、ちょっとキツいくらいじゃないと、わたしと彩さい木ぎくんがキャッキャうふふと走ってると思われるわ」

「グラウンドにいた人たち、〝あー、彩木やられてるなー〟って顔してましたけど」

　まだ朝早い時間帯でも、部活の朝練で登校してる生徒は少なくない。

　グラウンドにはサッカー部や野球部、陸上部やテニス部の姿があった。

　みんな、珍しくグラウンドに校内一の美人教師がいたので興味津々みたいだったな。

「むしろ、そう思われないと困るでしょう。君もわたしも。わたしたちの関係を疑われても、もう誤解とは言えないのだし」

「そんなズバリ言わないでくださいよ……」

　カノジョ先生、というかろうじて曖昧な関係にとどめてはいるものの、付き合ってないとは言い切れない。

　バレたら困るというのもあるけど、なによりめっちゃ恥ずかしい。

「……というか、真ま香か先生はどうして平然としてるんです？」

　マンションの廊下では、あんなに照れてロボット真香ちゃんと化してた人とは思えない。

「学校にいると自動的に〝高たか嶺ねの花はなモード〟になるみたいね。自分でも知らなかったわ」

「便利な身体からだですね……」

「ええ、こんなおとなしい格好でも彩木くんを誘惑できるしね。どうかしら？」

「…………っ」

　僕の隣を走っている真香先生を、ちらっと見てしまう。

　ジャージの薄い生地に包まれたたわわな胸が、走るたびにたゆんたゆんと揺れている。

　ただ走っているだけでエロい。それが我が校が誇る藤ふじ城き真香先生。

「ふふふ、今なら余裕たっぷりで問題児をビシビシ躾しつける先生を演じられるわ。演技ばかりしていたのも無駄ではなかったわね」

「人生の先輩らしい、含蓄のあるお言葉ですね」

　学校の外では、もちろん通勤中のサラリーマンらしい姿をけっこう見かける。

　唐突に現れたジャージ姿の美女に驚き、振り向く人が続出してる。

「まあ、外でわたしに見とれてると危ないし、ほどほどにね」

「僕一人で走れば、その危険はなくなるのでは？」

「彩さい木ぎくんは真面目だけど、先生の言うことは聞かない子だからね。わたしが併走しないと、サボるでしょう。ああ、彩木くんと二人きりで朝のトレーニング……！」

「……真ま香か先生もトリップしてると危ないですよ」

　この人、堂々と外で僕と一緒にいられる機会を心ゆくまで堪能する気だ。

　僕も真香先生と一緒にいられるのが楽しくないわけじゃないんだけど──

　どうせ二人きりなら、カフェでのんびりお茶しながらがいいなあ。

「君は、こうして定期的に誘惑しておく必要もあるしね。ＳＩＤシドにはわたしたちのことは話してないんでしょう？」

「今度は、ちょっと……嘘うそじゃないだけに言いにくいというか」

　僕を好きだという物好きな女子のみなさんが結成した組織──〝死んでもいいわ同盟〟、略して〝ＳＩＤ〟。

　真香先生がカノジョ先生になった件については、ＳＩＤメンバーには話していない。

「じゃあ、ＳＩＤの子たちは彩木くんがフリーだと思っているわけね。ＳＩＤの再攻勢はどうなってるの？」

「今のところは……新学期が始まったばかりでドタバタしてるせいかもですけど」

「彼女たちも体育祭の準備があるものね。無む垢くさんは暇があっても、初等部だとなかなか会いに来られないでしょう」

「小学生だって、夏休み明けはバタバタするんじゃないですかね」

「まあ、話さなくていいわ。秘密の関係ってワクワクするし。それに、彩木くんだって成長したんだから、ＳＩＤの子たちもあしらえるでしょう？」

「え、ええ……」

　しまった、また嘘を。嘘は嫌いなのに。

　ＳＩＤメンバーたちに唇を奪われたことは、まだ話してない。

　美み春はる、カレン会長とのキスは真香先生にも目撃されてるけど──だからといって、縫ぬいやくー、詩し夜やちゃんともキスしてますとは言いにくい。

「っと……！　わっ、あっ……！」

「ちょっと、彩木くん……！」

　と、ＳＩＤメンバーとのキスを思い出したせいか──動揺して、つまずいてしまう。

　真香先生が、転びかけた僕の身体からだに横から抱きつくようにして支えてくれる。

「あ、危ないわね！　彩木くん、気をつけないと！　もうあなた一人の身体じゃないのよ！」

「それ、妊婦さんに言う台詞せりふでは……？」

　僕って、妊婦さんレベルに危なっかしいの？

「本当に気をつけないと、体育祭どころじゃ──あっ」

「え、どうかした──あっ」

　真ま香か先生があらぬ方向を見ている。

　つられて、僕もそちらに目を向けると──

「ひゅーひゅー、まかまかもさいっぎーも熱いね熱いねー」

「ひ、ひより先生！　今時その言い回しはないわよ！」

　我が校の国語教師、恋れん紅くひより先生が楽しげに踊りながらからかってきた。

　黒髪ショートカットに、男物のシャツと膝丈スカート。左手薬指に謎の指輪。

　この人は、元から僕と真香先生の関係を疑っている節がある。

「わ、わたしは彩さい木ぎくんをスポーツで鍛え直してるだけで！」

「そんな熱い抱擁をかわしながら？」

「彩木くんは小さいんだから、ちゃんと守ってあげないとダメでしょう！」

　真香先生が、僕を抱いて支えたまま、わけのわからない言い訳をする。

　僕は高二男子にしては背が低いけど、小さいって……。

「ていうか、真香先生。そろそろ離してもらっても大丈夫ですけど……」

　真香先生の88センチのご立派なバストが僕の胸に当たって、天国のような柔らかさが伝わってきて、どうにかなりそうです。

「あっ……ご、ごめんなさい。つい……離したら君が倒れちゃいそうな気がして。大丈夫なのね？　ケガはないわね？」

「だ、大丈夫ですって」

　真香先生は、慌てて僕から離れる。赤くなっているところを見ると、やっぱり恥ずかしいらしい。

　油断して高たか嶺ねの花はなモードが解けると、照れ照れ真香ちゃんになってしまうのか。

「ちょっと、まかまかー。甘やかしすぎー。さいっぎーの更生を任されてるんでしょー」

「全然甘やかされてません。真香先生、外周十周とか言ってるんですよ」

「外周十周？　それくらい普通じゃないかなー？」

「しまった、この人も体育会系だったんだ！」

　ひより先生、高校時代は水泳部で、〝聖せい華か台だいのノーチラス号〟の異名を取ってたんだっけ。

「そうよね、ひより先生。彩木くん、さっきから文句ばかりなのよ」

「いかんねー、今時の若者は運動不足だよ。やっぱウサギ跳びに空気椅子に腹筋と、ハードなトレーニングもこなさないと、その先に成功はないよねー」

　僕は運動関係は詳しくないけど、ひより先生が挙げた三つのトレーニング、今はあんまり効果なかったり逆効果って言われてるヤツばかりでは？

「ああ、しまったわ。ジョギングの最中だったわね。歩くのはいいけど、止まるのはダメ。さあ、行くわよ、彩さい木ぎくん。明日に向かって走るのよ！」

「えー……」

　ひより先生の乱入で、ジョギングがうやむやになるのを期待してたのに。

　どうも真ま香か先生はやる気満々──というより、トレーニングをしてないと恥ずかしくて僕と向き合えないとか？

　それはそれで、とても迷惑な話な気がするけど……張り切ってる真香先生を僕が止められるわけもないよね。







「うー……ね、眠い……」

「ちょっと、彩さいくん！」

　休み時間──机に突っ伏して唸うなっていると、唐突に天あま無なし縫ぬいが僕の前に現れた。

「なに、縫？　悪いんだけど、君のコントに付き合ってる余力がなくて」

「めっちゃ疲れてるね。でも、ダメだよ。授業中に居眠りするのはあたしの特権なんだから、人の属性を奪うのは彩くんといえど許さぬぞ」

「特権とか属性とかおかしいけど、突っ込む余裕もない……」

「突っ込んでるじゃん。あ、そうじゃない。話はそれじゃなくて」

　縫は僕の机に両手をつき、屈かがんでくる。ブレイク中のグラビアアイドルの、豊かすぎるおっぱいが机の上にどっかりと乗っかった。

「朝っぱらから真香ティーとジョギングしてたってマジ？　マジなの？」

「耳が早いね」

「〝遂ついに真香先生も身体からだで言うことを聞かせることにしたのか〟って、校内じゃ密ひそかな噂うわさになってるんだよ」

「僕は口で言っても更生できないと思われてるの？　それで、こんな状態になってるんだよ。先生、十キロ走るとか言ってたんだよ……その半分で僕がギブアップしたけど」

　部活にも入ってなくて、普段から特に運動してない僕には五キロが限界だった。

「あたしは元気だけは有り余ってるけど、別にスポーツ得意じゃないからなー。十キロは死ねるね」

「でしょ。そういうわけで、縫の相手はしてられないから」

「ふーん、真香ティーとはホントに一緒に走っただけなんだね。それならいいか。むしろ、あたしまで巻き込まれないように距離を取りたいレベル」

「なんのレベルだよ……というか、ちっともよくない」

　僕は、はぁとため息をつく。

「体育祭のために鍛え直すとかおかしいでしょ……僕、活躍したいわけでもないのに」

「まあ、体育会系の人でもないと、あんま張り切らないよね。お遊びの種目が楽しみなくらいかなあ」

　縫ぬいはポケットから折りたたんだ紙を取り出す。

「えーと、彩さいくんが出場するのは一〇〇メートル徒競走、騎馬戦、二人三脚の三つだね」

「あー、そうだったっけ」

　そういえば、二学期が始まった直後に種目決めをやったんだった。

　徒競走は出場者が多いし、僕が騎馬戦に参加させられるのは中等部時代からおなじみだ。

　やや小さめで軽い僕は騎手に選ばれやすい。

「私とコンビ、二人三脚。いつの間にか決まってた、却下不可」

「あ……そ、そうだったね」

　貴き宗そう天てん華かさんもふらふらやってきて、文句ありそうに僕を睨にらんできた。

　まあ、この人は普段から愛想悪いけど。

「先に天てんちゃんが選ばれたんだっけ。身長差があるとやりにくいからだろうね」

「勝手に決めた、あいつら。名前は忘れない、永と遠わに」

「永遠に……」

　天華さんはおなじみ、今時珍しいキーボード付き携帯電話にぽちぽち書き込んでる。なんか怖こわい。

　天華さんは、女子の中でもかなり小柄だ。小さめ男子の僕が相方になるのはやむをえないだろう。

　しかし、天華さんと二人三脚とか、得体の知れない緊張感がありそうだ……。

「全員参加の綱引きとか、大玉入れもあるし、彩くんけっこう忙しいね」

「わざわざ鍛え直すほどのことはないと思うけどね……縫はなにに出場するの？」

「あたしはすべての競技を捨てて、応援合戦に全力を投入する！」

「めっちゃ縫らしいなー」

　お祭り騒ぎとなったら黙ってられない。それが天あま無なし縫という女。

「中等部までは陰キャだったとは思えないハイテンションぶりだね」

「彩くん、一言多いなー」

「昔は地味くさかった、そういえば。急にオシャレになった、この女。怪しい事務所に騙だまされてるとばかり思ってた、グラドルになったとか」

「そんなひどいこと思ってたの!?」

　縫が、天華さんの容赦ない発言にぎゃーぎゃーわめき始める。

「そういえば、天華さんって初等部からの持ち上がり組？」

「違う。中等部から、聖せい華か台だい」

「ああ、そうなんだ。まあ、高等部からの編入は珍しいけど、中等部からの人はけっこういるもんね」

「そっか、天てんちゃん、真ま香かティーが高等部の先生になるの知ってたの？　真香ティーなら、大学生の頃から進路をかっちり決めてそうだもんね」

「なんの、話……？」

「いやほら……天ちゃん、真香ティーの妹さんなんでしょ？　お姉ちゃん大好きっ子みたいだし、真香ティーが教師やる学校に通いたかったんじゃないの？」

　縫ぬいが僕らだけに聞こえるようにボソボソと言った。

　騒がしさにかけては他の追随を許さない縫がヒソヒソ話をしたのにも驚いたけど、まさか──真香先生と天てん華かさんが姉妹だと気づいていたとは。

「ぬ、縫？　えーと……？」

「私、言ってない。気づいたの、どうして？」

「え、だって真香ティーと天ちゃん、クローンレベルでそっくりじゃん。確信したのはこの前のＢＢＱバーベキユーのときだけど」

「……おかしい、天あま無なしは見た目と性格はいいけど、馬鹿。私の認識」

「その認識は合ってるけど、意外なところで鋭いんだよ」

「ちょっと、そこ！　ボソボソ言ってもこのまなっしーには聞こえてるからね！」

「わ、悪かったよ、縫。でも、気づいてたのに黙ってたんだね」

「あたしだって言っていいことと悪いことの区別くらいつくよ。いくら馬鹿でもね！」

「思いっきり根に持ってるね。その、縫。僕が言うのもなんだけど、できれば……」

「わかってるって。この縫ちゃん、言っちゃいけないことは、たとえムチ打ち拷問にされてもしゃべんないよ」

「打ち首獄門と間違ってないかな……？」

「おかしくはない、文脈的には。でも、助かる。ありがとう、天無」

「もーっ、天ちゃんってば、一緒のお布団で寝た仲じゃん。ぬいぬいでいいよ！」

　また新たなあだ名出てきた。

　同じ旅館の同じ部屋に泊まっただけなのに、誤解を招きまくりだし。

「ぬいぬい、姉には仕事のことがあるから隠さなきゃいけない。私はともかく」

「大丈夫、真香ティーが困ることはしないよ。あたし、真香ティーのこと大好きだもん。むしろ、ちゅーくらいなら余裕でオッケーだね」

「狙われてる、クラスメイトに姉の唇を……」

　天華さん、すっごく微妙そうな顔をしてる。

　他の人が言うならまだしも、縫が言うとマジっぽいもんね……。

　しかし、ちゅーって……ああ、夏休みに突然縫に唇を奪われたのを思い出す。

「まあ、私も心配はしてない、ちゅーはともかく。いぬいぬ、今後ともよろしく」

「わんっ!?」

　……二人とも仲がよさそうで、けっこうなことだね。

「あ、そうだ。天てん華かさんも僕と一緒に真ま香か先生の拷問……じゃない、トレーニングに参加しない？」

「参加しない。忙しい、私」

　ふらふら～っ、と天華さんは自分の席へと戻っていく。

「そういや、天てんちゃんってすっごいバイトでもしてるのかな。ＢＢＱのときに着てた服、七、八万はするめっちゃ高いヤツだよ」

「へー、いぬいぬも女の子だけあってブランド物にも詳しいんだね」

「わんわんっ！　だから、犬じゃないよ！　でもあたしの見立ては間違いないよ」

「ふうん……」

　僕の二人三脚の相方にして、カノジョ先生の妹さんにはやはり秘密がありそうだ。

　まあ、ＳＩＤシドでもない天華さんにまで翻弄されてたら身がもたないから、あまり深くは追及したくないけどね。

「おーい、ぬいっぴー。アレの話、そろそろ採寸もあるから詰めとかないとやべーよー」

「あ、そっか！　ごめん、ごめん、もう進めないとね」

　謎のあだ名で縫ぬいに呼びかけてきたのは、クラスの女子。

　リア充感溢あふれる女子で、確か体育祭の実行委員だったはず。

「えーっと……うん、大丈夫だよね」

「え？　なにが？」

　縫が、なぜか僕をじろじろ眺めてから、うんうんと頷うなずいた。

　僕の疑問には答えず、縫は実行委員女子のほうへと行ってしまう。

　秘密があるのは天華さんだけじゃないのかも。

　みんな、忙しそうだね……。







　多額の寄付金をふんだくってつくった学食の料理は、今日も美お味いしかった。

　ふう、満足満足。久しぶりに付き合いの浅いクラスの男友達ともたくさん話せたし、よかったよかった。

　奴やつらは、僕が真香先生とどんな特訓をしてたのか、根掘り葉掘り聞き出すのが目的だったけどね。あの野郎どもめー。

　適当にはぐらかしておいたけど、こんなことだから口が上う手まいとか言われるんだよなあ。

「こら、彩さい木ぎ慎まこと。またネクタイが緩んでる。相変わらずだらしないな」

「あ、カレン会長、どうも」

　突然、陣じん所しよカレン会長に声をかけられて手早くネクタイを直される。

　そんなカレン会長はいつもどおり、きっちりと制服を着こなしてる。まさに生徒のお手本だ。

「ふー、まったく……この忙しいのに余計な手間をかけさせるな」

　そう言いつつも、カレン会長はなぜかちょっと嬉うれしそう。

「忙しいって、勉強は一段落したんじゃ？」

「ああ、そうだ。彩さい木ぎ慎まことには言おうと思ってたんだ。例の全国模試だが──」

　カレン会長は夏休み前に金髪に染めるというヤンチャをやらかしたせいで、特待生の立場がピンチ。

　聖せい華か台だい学院大学に特待生資格をとって進学するためにも、全国模試でトップクラスに入るという実績が必要になってしまった。

　夏休みに模試を受けて、その結果待ちをしていたわけだけど──

「……すまない。私の努力が足りなかったらしい……」

「えっ……」

「できる限りの努力をしたつもりだったが……六位だった」

「全国六位!?」

「なんてことだ……いつもおまえに偉そうな口を利いておいて、この有様。ああ、罵ののしってくれていい。なんなら、いやらシスター服でおまえに神が目を背けるような淫みだらなご奉仕をしてもいい」

「マ、マジですか……って、そうじゃなくて！　全国模試で六位って凄すごすぎですよ！　むしろ、聖華台大学に進むのがもったいないくらいですよ！」

　聖華台も名門だけど、国内トップってわけじゃない。

　全国で六位なら間違いなくもっと上の大学に行けちゃう。

「だが、私は一位を獲とると豪語したのに、トップ５にも入れなかったんだぞ？」

「目的は充分果たしてますよ！　カレン会長マジ凄い！　天才！　聖女！　大統領！」

「……なにを言ってるんだ、彩木慎？　疲れてるのか？」

「精一杯の慰めなんですよ！　語ご彙い力りよくについては突っ込まないで！」

　とりあえず、一安心だ。

　ひより先生によるとウチの生徒のトップの人でも全国模試だと二桁順位どころか、三桁もありうるらしいし。

　六位を獲ったなら、カレン会長の特待生枠は百パー安泰だろう。

「おめでとうございます。本当によかったですよ」

「そうか、彩木慎が言うなら素直に受け取っておこう。ああ、忙しいのは別口だ。私の本業のほうが仕事が多くてな」

「本業というと、生徒会のお仕事ですか？」

「実は、体育祭の目玉だったイベントが中止になったんだ。ほら、去年引退した五ご卒そつキヨというプロ野球選手がいるだろう。実は彼は聖せい華か台だいの出身なんだ。五卒選手をサプライズで招待して、野球部のエースと一打席対決してもらう予定だったんだが」

「へえ、それは盛り上がりそうですね。ウチの野球部弱いのに、プロになった選手がいるなんて知りませんでしたよ」

「大学時代に才能が開花したらしい。だが、その五卒選手がケガをしてしまったらしくてな。ポイ捨てされてたタバコを拾おうとして屈かがんだら、ぎっくり腰になったとか」

「感心すればいいのか、笑えばいいのか……」

　体育祭でゴキッといかなくてよかったのかも。

「急きゆう遽きよ、別のイベントを開催しなければならなくなったんだが、代だい替たいのイベントを企画するといってもそう簡単にはいかないな」

「ん？　それって体育祭実行委員たいじつの仕事ですよね？」

「体実は今、一番忙しい時期だ。急遽別イベントをねじ込むなんてイレギュラーな仕事には対応できない。こういう他の委員会のトラブルに対処するのも生徒会長の仕事だ」

「そ、そうですかね……？　思いっきり生徒会の担当外と思いますけど……」

「まあ……生徒会は生徒会で、引き継ぎの書類作成で死んでるところなので、なかなか大変ではあるがな」

「ちょ、ちょっと、会長。大変ってレベルじゃないでしょ」

「なにかイベントのアイデアがあるなら絶賛募集中だ。彩さい木ぎ慎まこと、得意の暗躍でなにかできるなら頼んだぞ」

「そんな人聞きの悪い……」

　カレン会長は、僕の抗議はスルーして、ぶつぶつつぶやきながら廊下を歩いて行った。

　もう任期も終わりだっていうのに、生徒会長は最後まで大変なんだなあ。

　元プロ選手を招いてのイベント──その代替イベントと言われても難しいよね。

　暗躍といわれても、トレーニングでいっぱいいっぱいの今、そんな元気ないなあ……。







　夏休みが終わったばかりでダラけていようと、慣れない体力トレーニングを受けるハメになろうと、日常の家事からは逃げられない。

　我が彩木家は、３ＬＤＫマンションに僕と妹の二人暮らし。

　僕らの両親は密輸業者だ。

　夏休みには一度帰ってきたけど、慌ただしくまた海外に出かけていった。

　もう慣れてしまったので、両親の不在は一ミリも気にならない。

　ちなみに、密輸業者というのは嘘うそです。その疑いは濃厚なんだけど。

「夏休みが終わって日常が帰ってきた……と思いたいけど、イベントが続くからあんまりそんな感じはしないよね」

「ぎゃー、またねこぱんち！　おのれ、かごめ！　今度こそ信のぶ長なが子こちゃん降臨すると思ったのに！」

「……彩さい木ぎ家の日常は戻ってきてるね」

　兄妹きようだい二人での夕食を済ませ、お風呂も（別々に）入って、僕は明日の買い物のために冷蔵庫の中身を確認中。

　美み春はるは、相変わらず指定席のリビングのソファでゴロゴロくつろぎ中だ。

　妹は、学校以外では大半の時間をこのソファの上で過ごしている。

　おなじみの光景だけど、六月に白猫の彩木かごめを家族に加え、少しだけ変化が起きた。

　猫カフェでもらってきたかごめはソッコーで彩木家になじみ、「十年ほどこの家で暮らしてますけどなにか？」みたいな我が物顔だ。

　さらに、なぜか美春がソシャゲ課金をする気配を察するらしく、ねこぱんちで妨害を仕掛けている。

　この白猫は、妹に大事なことを教えてくれる。

「もー、まだまだお兄ちゃんカードの残額はたっぷりなのに。かごめのおかげで、廃はい課か金きん兵へいのプライドがズタズタだよ」

「お兄ちゃんカードとやらの残額があるなら、お兄ちゃんに還元してくれないかな」

　夏休みはバイトはできなかったけど、自分のお金で遊び回らなかったので、おサイフの中身はけっこう充実してるけど。

　考えてみれば、春からこっち、お出かけといえば大人なあの人となんで、自分のお金をほとんど使ってないような……。

　ヒモの一歩手前……どころかかなり踏み込んでるかも。気をつけよう。

「よし、買い物リストはできたっと……今日は疲れたから、僕はもう寝るよ。美春も夜更かししてないで、適当に寝るようにね」

　美春は夜型なので、なかなか寝てくれないけど。

　小学生くらいまでは、妹を寝かせるだけで苦労したもんだ。なつかしいね。

　ふらふらと自室に戻り、そのままばたんとベッドに倒れ込む。

「ああ……十時間くらい寝れそうだ……」

　結局、学校では眠れなかったし、慣れてるはずの家事ですら億おつ劫くうだったからなあ。

　明日の予習？　無理です。英語くらいはやっておかないと、真ま香か先生が怖こわいんだけど。

　でも、無理なものは無理──

「お兄ちゃん」

「わっ」

　気持ちよくまぶたを閉じようとしたところでドアが開いて、妹の声が聞こえた。

「び、びっくりした。美み春はる、どうしたの？　その格好も……？」

　顔だけ動かしてドアのところを見ると、美春がなぜか枕を抱えて立っていた。

　さっきまでＴシャツとショートパンツという格好だったはずなのに、キャミソールと下はピンクと白の縞しまパンという姿になっている。

「暑いから脱いできた。廊下で」

「あのね、その辺で適当に脱ぎ散らかさないでって、いつも言ってるでしょ……」

　洗濯をしろなんて高度なことは望まないから、せめて脱衣場で脱いでほしい。

「暑いなら、エアコンの温度下げてもいいよ。でも身体からだを冷やしすぎないようにね」

「大丈夫だよ。お兄ちゃん、けっこう体温高いもんね」

「僕の体温となんの関係が──って、なにしてるの、美春」

　美春はぽてぽてとベッドのところまで来て、枕を投げるとそのまま横になった。

「前はちょいちょい一緒に寝てたじゃん。なにを今さら」

「美春がゲームしたりスマホいじったりして寝ないから、見張りながら寝かしつけてただけだよ」

　ここ数年は家事のために早起きするから、僕もそこまで面倒見られない。

「お兄ちゃん、知ってる？　抱き枕ってエロいおっぱい丸出しの美少女に抱きついて興奮するだけじゃなくて、普通に安眠とかリラックスの効果もあるんだよ？」

「僕がエロい抱き枕のことをよくご存じ、みたいな前提なのは気になるけど、抱き枕にそんな効果があるのは知らなかったよ」

「というわけで──」

　美春が僕と向き合って、ぴったりとくっついてくる。

「妹抱き枕、ご自由にどうぞ。美春は一度寝たら、お兄ちゃんに起こされるまで絶対に起きないから、やりたい放題、使いたい放題だよ？」

「使うってなにを!?」

　妹よ、彩さい木ぎ家では下ネタは禁止です。

　というか、妹とはいえ、僕を好きな女の子と一緒にベッドに入るのは……浮気になるんじゃないだろうか？

　遊びの関係、カノジョ先生とはいえ、カノジョはカノジョなんだし……。

「今日の美春は妹モード、妹抱き枕だよ？」

「僕って位置情報だけじゃなくて心の中まで丸見えなの？」

　まるで僕の心を読んだかのようなご発言だね、妹。

「あ、こら。美春、キャミのヒモがズレてるよ」

「うーん？　あ、ホントだ。つーか、お兄ちゃんは妹のおっぱいでは興奮しないタイプでしょ？」

「興奮するタイプが存在するかのようだね」

　ツッコミを入れつつ、ちらりと美み春はるの胸元に視線を向けてしまう。

　キャミソールのヒモが肩から外れて、片方の胸がほとんどあらわになってる。

　かすかなふくらみと、その頂点のピンク色のなにかが見えてしまっていて……。

「…………」

　なんだろう、ちょっと照れくさい。美春のおっぱいなんて見慣れてるはずなのに。

　美春に告られたり、キスされたりしたせいかな……？

「なに気にしてんの、お兄ちゃん。妹モードっつったでしょ。可愛かわいいＪＫの妹を抱き枕にして寝られるなんて、全国のシスコンが血の涙を流して羨ましがるよ？」

「そういうシスコンは殲せん滅めつしたほうがいいね……」

　まあでも、そのとおりか。

　単なる妹だと思えば、抱き枕にしたってなんの問題もない。

「でも、美春。あんまり抱きつくと暑くない？」

「もはや、暑さのことしか気にしてないウチの兄が大物すぎる」

「気にしなくていいんでしょ!?」

「冗談、冗談。エアコンの温度、もっと下げよう。親の金でガンガン効かせるエアコンが心地ここちよい」

「……僕ら兄妹きようだい、いつかちゃんと自立できるのかなー」

「お兄ちゃんはできる！」

「美春も自立してよ!?」

　本気で僕の傘さん下かとやらに入る気ですか、妹よ。

「ま、いいじゃん。甘えるのは今だけだから」

「……そうだといいね」

　絶対嘘うそだろうけど、抱き枕付きで眠るのはいいかもしれない。

　まだ片方のおっぱい見えてるし、ちょっと視線を下げると縞しまパンもばっちりだけど、これは妹。

　妹のおっぱいとパンツで興奮しちゃいけない。Ｂｅ　ｃｏｏｌだ、彩さい木ぎくん。

「おやすみ、お兄ちゃん」

「うん、おやすみ、美春」

　妹を抱き枕にして、今日一日の疲れを癒やそう。

　あー、美春のおっぱいが当たってふんわりした柔らかさも気持ちいい。

　おやすみなさい……。







「おはよう。よく来たわね、彩さい木ぎくん」

「お、おはようございます」

　日曜の朝──部活にも委員会にも入ってない僕は、なぜか登校していた。

　なぜもなにも、真ま香か先生に呼び出されたんだけど。

　先生は最近おなじみのピンクのオシャレジャージ姿。僕も体操着という格好だ。

「……彩木くん、ずいぶん顔がツヤツヤしてない？」

「か、身体からだを使ってるからよく眠れるんですよ」

　最近、妹抱き枕のおかげで安眠できてますとは言えない。

「そ、それより特訓はいいんですけど、なにも日曜までやらなくても」

「仕方ないじゃない。ここを使えるのが今日の午前中だけなのよ」

「僕、校内にこんな施設があるの知りませんでしたよ」

　ここは、聖せい華か台だい高等部にある体育館の地下。

　有酸素運動や筋トレ用のトレーニングマシンが、ずらりと並んでる。

　要するに、体育会系の部活が使うトレーニングルームだ。

「めっちゃ立派なジムですね。こんなに設備が充実してるとは」

「わたしも一応ジムに入会してるけど、ここのほうがマシンは新しいくらいね。さすが有名私立校、お金に糸目はつけないみたいだわ」

「へぇ、ウチはそんなに運動部が強いわけでもないのに……ん？　真香先生、ジムに入会してるんですか？」

「教師は、特に若手教師は体力勝負よ。鍛えておかないと仕事にならないわ」

「真香先生の場合は、仕事中毒のレベルだと思いますけど……」

　真香先生のプライベートルームの惨状──じゃない、凄すさまじい有様を思い出す。

　仕事の参考用の本が山積みにされ、ノートにも学習計画や指導用のメモがびっしり書かれてたっけ。

　あれ、人によってはドン引きするよね……。

「あ、最近は彩木くんのためでもあるのよ？　見て、この腰のくびれ。これを維持するのってけっこう大変なのよ？」

「へ、変なポーズキメなくていいです！」

　真香先生はジャージの腰に両手を当てて、ふりふりとお尻を振ってみせてる。

　確かにジャージの上からでもはっきりわかるくらい、先生の腰はきゅっとくびれてる。あんなに細くて、どこに内臓が入ってるんだろうか。

「いや、ちょっと待って。毎日あんなに仕事してて、その上スポーツジムにも通ってるって、いつ寝てるんですか？」

「いつ寝てるか……彩さい木ぎくんが、二十四時間見張って確かめてみる？」

「み、見張りませんよ！　調子が戻ってきましたね！」

「学校はわたしのホームだもの。ここなら、わたしはいつでも何者にでもなれるのよ」

　ばちこーん、とウインクをキメてくる真ま香か先生。

「この時間帯は、わたしの貸し切りにしてあるわ。というわけで、始めましょう」

「うわっ……!?」

　真香先生は、長い茶髪を手早くポニーテールにまとめて。

　着ていたジャージの上下をするりと脱いでしまう。

「せ、先生っ！　なに脱いでるんですか!?」

「未いまだにちょっと薄着になっただけで騒ぐから、彩木くんは可愛かわいいのよね♡」

　ジャージの下は、肩も胸の谷間もあらわで、ヘソまで出ているタンクトップ。

　さらに、ぴったりとした膝までのスパッツ。こっちに向けているお尻のラインが綺き麗れいに見えている。

「そんな全身余さずに見せつけなくていいですよ！」

「で、でも……やっぱりカノジョ先生としては、君に見せるために磨き上げたこのボディを見せつけないと損じゃない？　ウチのジムって、平日夜だけ利用可能のナイトプランでも月額九三二八円もするのよ？」

「真香先生、たまにお金で困ってますよね……」

　マンションの家賃とか、Ｒ15動画の一九八〇円とか。

「そ、そんなことないわ。仕事関係は経費みたいなものだし、彩木くんのこと以外ではお金使わないもの。生きるのに必要なお金だもの。ノーサイギ・ノーライフなのよ。ノサラなのよ」

「略称までつけなくても」

「ああ、それどころじゃないわね。お昼になったら、なぜか女子テニス部が使うとか言い出してるらしいから、早くトレーニングしないと」

「なぜかって、運動部が使うほうが自然では」

　この先生、女子テニス部の先輩でもあるはずだよね。

　あ、そういえば女子テニス部って確か……。

「さーあ、トレーニングを始めましょう！　こう見えてわたしは体育会系だったから、指導も心得てるわ。安心して、すべてをわたしに委ねてね♡」

「怖こわっ……」

　余計なことを考えてる暇はなさそうだ。

　さっそく、真香先生の指示でマットの上に座らされて柔軟体操。

「彩さい木ぎくん、身体からだ固いわね。柔らかいほうがケガしにくいんだから、普段から柔軟体操はしておいて損はないわよ」

「ウチの妹も固いんで、遺伝的なものかもですよ」

「あの子の場合は動かなすぎでしょう。というか、ジムデートの最中に他の女子の話題はＮＧよ」

「ジムデートだったんですか!?」

　初しよ手てでとんでもないことバラしてくるなあ！

「あまり高校生同士でジムデートはしないでしょう？　大人だからできるデートよ」

「まあ、ジムに入会してる同級生はあまり見ませんね」

　学生向けのプランがあるジムとか普通に存在するだろうけど。

　もしかしたら、グラドルの縫ぬいなんかは入会してるのかも。〝食べすぎたら殺す〟って脅してくるトレーナーもいるらしいしね。

「じゃあ、まずシットアップトレーニングからね。要するに腹筋よ」

「こういうの、よく見ますね」

　傾斜がついた台の先に、足の甲を引っかけられるようになってる。

　僕は真ま香か先生に指示されるまま、そこに寝転んでみる。ちょっと楽しそうだ。

「ゆっくり、十回やってみましょう。回数は気にせず、お腹なかに負荷をかけることを意識して。呼吸も大切よ。息を吐きながら身体を起こして、戻すときに吸うのよ」

「詳しいんですね、先生。さすが元体育会系……」

　傾斜をつけて腹筋するなんて初めてだ。でも、僕も別に運動苦手なわけじゃないし。

「よっ……あれ、けっこう……キツイですね……」

「無理はしちゃダメよ。腹筋はあまり効果がないとも言うけど、正しいやり方でゆっくり行うことが大事なの。ええ、そのあたりでもう戻していいわ」

　真香先生の細かい指示を受けつつ、腹筋を続ける。

　十回くらい軽いと思ってたけど、けっこうどころかだいぶキツい。

「うっ……くっ……あと一回……」

「ほらほら、彩木くん、頑張って。ここよ、ここを目指していらっしゃい。そうよっ！」

「…………っ!?」

　な、なんて巧妙な……！

　僕が身体を起こしたら顔が来るポイントに、おっぱいが！

　ぽふっ、とその88センチおっぱいに顔を埋うずめてしまう。タンクトップは薄くて、しかもまさか──いつぞやの授業中のようにノーブラ!?

　十回目でお腹が死にそうになってたところに、桃源郷が待っていた──？

「あんっ♡　彩木くん、おっぱいまさぐりすぎよ……？」

「わっ……すっ、すみませ──わぷっ！」

　慌てて身体からだを戻そうとしたら、真ま香か先生が頭を掴つかんでぐぐっとさらにおっぱいを押しつけてくる。

「いけないわ、彩さい木ぎくん。運動中は焦るのが一番よくないわよ。身体を戻すときは、ゆっくりね？」

「…………っ！」

　呼吸がどうとか言ってたくせに、おっぱいの圧力で息ができないよ！

　むーむーと唸うなっていると、ようやく真香先生が解放してくれた。

　そのまま、どさりと台に倒れ込む。

「それじゃ、次行きましょう。なにか使ってみたい器具とかある？」

「先生、マイペースですね……あ、ベンチプレスやってみたいかも」

「ダメ」

「ダ、ダメ……なんですか？」

「あんな重い物持ち上げたら、ケガするかもしれないじゃない」

「どのトレーニングもケガの危険はあると思いますが……」

　結局、過保護な真香先生オススメの器具を使うしかないらしい。

　エアロバイク、両手で掴んだバーを前に押し出すチェストプレス、バーに足を引っかけて上下させて太ももを鍛えるレッグエクステンション──
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　名前すら知らなかった器具で、次々とトレーニングを続ける。

「は、はぁ、はぁ、はぁ……ど、どれもキツいですね……ウチの部活の連中、こんな器具で鍛えてるのになんで強くならないんでしょう？」

「相変わらず、変なところに疑問を持つのね。設備が揃そろっていれば強くなるというものでもないわよ」

　真ま香か先生はニコニコ笑ってる。

　僕と同じか、それ以上のトレーニングをこなしてるのに、呼吸すら乱れてない。

「はいはい、ちゃんと汗を拭かないとね」

「……至れり尽くせりですね」

　真香先生が、タオルでわしゃわしゃと顔を拭いてくれている。

　厳しいのか極楽なのか、わからない。

「安心して、わたしだって運動中にふざけたりしないわ。きちんと安全に配慮して、君とイチャイチャえっちなことをするわね」

「〝教育〟って建前すらなくなってますね！」

「だって、だって。せっかくお付き合いを始めたのに、照れてる場合じゃないもの。もっとイチャコラちゅっちゅしたいわ」

　真香先生は、僕の頭を抱えるようにしてちゅっちゅと頬ほおや額にキスしてくる。

「せ、先生……いきなり遠慮がなくなってるし……」

「ちゃんとトレーニングも続けるわよ。彩さい木ぎくんには、体育祭で活躍してほしいしね」

　ちゅっ、と軽く唇にまでキスしてきた。

　真香先生とのキスはもう何度目かも数えられないけど、気軽にされると……困る。

「よいしょっ……」

「ちょっとっ、真香先生!?」

　近くにあったマットの上に、真香先生と一緒に倒れ込んでしまう。

　後ろから真香先生に抱きつかれ、がっちりホールドされている。

「こ、今度はなんのトレーニングなんですか？」

「ここから脱出できたら十ポイントよ。柔道の寝技やレスリングのグラウンドは、もの凄すごい体力消耗するらしいわ。いい運動になるわよ」

「ジムの意味は!?」

　軽くもがいてみるけど、がっちりと腕と上半身をロックされていて抜け出せない。

　さすがに体重は僕のほうが上じゃないのかな。

　でも、先生は岩みたいに微動だにしていない。この人……できる！

「ふう……日曜の朝から彩木くんとハグできる幸せ……遊びの関係だろうとなにも文句はないわね」

「これ、ハグとは言いませんよ！　ほとんど絞め技ですよ！」

　ていうか、真ま香か先生がもぞもぞ動いて、柔らかいおっぱいが後頭部や背中に当たってるし。たゆんたゆんの美人教師おっぱいが、僕を後ろから攻めてくる！

「ふふふ……もがけばもがくほど締まっていくわよ……この地獄からは逃げられないわ」

「どんな展開ですか、これ……！」

　真香先生がまた体勢を変えて、僕に顔を近づけてきている。

　お互いの鼻がくっつきそうなくらい接近していて──

「んっ!?」

　僕は不意をつき、軽く首を伸ばすようにして、真香先生の唇にキスをする。ふわっととろけそうなくらい柔らかな感触が伝わってくる。

　さらに強く唇を押しつけ、ちゅっちゅと音を立てながら先生の甘い唇を吸う。

「んんっ、んんっ……♡　んっ、んむむ……んん────っ♡」

　真香先生の身体からだがびくんびくんと震え、僕の身体を締め上げていた腕からだらんと力が抜けて外れる。

　今だっ……！

　そのチャンスを逃さず、僕は先生の魔の手から抜けて床の上を滑るようにしながら、距離を取る。

　なに、この格闘マンガみたいな流れは。

「はぁ……あ、危ないところでした……」

「さ、彩さい木ぎくん……まさか、キスで絞め技を外されるとは思わなかったわ……大人のわたしをこんなにトロトロにとろかすなんて」

「言い方、言い方がエロいですよ！」

「やだわ……彩木くんが、こんなに床とこ上じよう手ずだったなんて。今後の夜の生活が、不安なような楽しみなような……」

「先生の頭で妄想がふくらみすぎてる件について」

　床上手って、リアルで初めて聞いたよ。古い小説でしか見たことないぞ。

「今後のお楽しみはともかく……大人のわたしがやられっぱなしじゃいられないわ」

「わっ……」

　真香先生が、今度は素早く正面から抱きついてくる。

　距離を詰めた真香先生は僕の頬ほおに手を添えると唇を重ねてくる。ちゅっ、ちゅっと小鳥ついばみタイプの優しいキスだった。

　あー、こういうことになるかなとは思ってた。

　カノジョ先生なんて曖昧な関係でも、付き合うことに変わりはないのだから。

　まあ、付き合う前からちゅっちゅしてたんだけど。

「彩さい木ぎくん……彩木くん……んっ、んんっ、ちゅっ……」

「……こ、これはなんのトレーニングなんですかね……んんっ……」

「心臓がドキドキして息もしづらいわ。高山トレーニングと同じ効果があるんじゃないかしら？」

「そんな馬鹿な」

　心肺機能が向上するの？　そりゃ、僕だってドキドキしまくってるけど。

「ふふ……これで彩木くん、体育祭での活躍はバッチリよ」

「……トレーニングになってますかね。それに僕は、別に活躍したいわけじゃ……」

「彩木くんには楽しんでほしいの。君にはピンと来ないかもしれないけど、人生で残された体育祭はあと二回だけなのよ？」

「人生って、そんな大げさな……」

　大学には体育祭はないはずだし、社内運動会なんてものはあるらしいけど、学校の体育祭とは別物だろうね。

　真ま香か先生、なにをそんなに気にして──

　あ、そうか……真香先生はかつて、高たか嶺ねの花はなであることを意識しすぎていて、学校生活を楽しめなかった。

　先生は、高校時代の忘れ物を探して聖せい華か台だいに戻ってきたんだった……。

「この特訓も、きっといい思い出になるわよ……ね？」

「せ、先生……」

　真香先生が一度唇を離し、ふうっと息を整えてから──また顔を近づけてくる。

　僕も目を閉じてキスに応えようとしたところで。

　トタトタと足音が聞こえてきた──って、足音!?

　僕の心臓がどくんと大きく跳ねたのと同時に、バンと勢いよくトレーニングルームのドアが開いた。

「やりましたわっ、今日も一番乗りですわね！」







　開いたドアから入ってきたのは、一人の女子生徒だった。

「うわっ……」

「なにがうわっ、ですの！」

　その女子生徒は、僕が思わず漏らした声に敏感に反応する。

　彼女の髪は長くて、ややクセがあり、可愛かわいいカチューシャをつけていて──金色だ。

　聖華台高等部では髪染めは禁止されてないけど、見逃されるのはせいぜい茶髪まで。

　金髪はソッコーで呼び出し、校内謹慎などの処分さえありえる。

　我らが生徒会長、陣じん所しよカレンさんがそれを証明してくれたばかりだ。

　つまり、堂々と金髪で校内にいるこの女子生徒の場合、地毛ということだ。

「慎まことさん、どうしてこんなところにいらっしゃるの？」

「え、縁えん里り……」

　彼女の名は、新しん望ぼう縁里。

　僕とは初等部時代からの付き合いだ。

　別に仲は良くないけど、外国の血が入っているということくらいは知ってるし──

　ちょっとした因縁もあったりする。

「ああ、ごめんなさい。もうテニス部が使用する時間になってたのね」

　あ、あれ？

　真ま香か先生は、いつの間にかジャージの上下をきちんと着ている。

　しかも、僕からきちんと距離を取って何食わぬ顔をしてる。

　足音が聞こえたと同時に、証拠隠滅したのか……。

　さすが、長年正体を隠しきってきただけのことはある。目にも留とまらない早業だ。

「それにしても、まこと、えんり……へぇ……彩さい木ぎくん、女子のお友達が多いのね。担任なのにクラスの子の交友関係を把握できてなくて情けないわ」
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「…………っ」

　ヤバい、真ま香か先生、顔は笑ってるけど目が笑ってない。

　漫画だったらこめかみに怒りマークがついてるところだ。

「ふ……藤ふじ城き先生！　慎まことさんがなにか失礼を！　まことに申し訳ございません！」

「慎がまことに申し訳ないって、なんかややこしいね」

「黙らっしゃい！　あなたのことですから、また先生に無駄に反抗的な態度を取っていたのでしょう！　更生プログラムを受けてるそうですが、慎さんの性根が少々のことで治るとは思ってませんわよ！」

「縁えん里りのほうこそ、相変わらず教師に絶対服従だよね……」

　そう、因縁があるというよりは──天敵と言ったほうがいいかも。

　縁里は生き真面目まじめなタチで、目上である教師の言うことを聞くのは当然という考え方。

　僕とは真逆の考え方とも言える。ちょっと前までの僕、かな。

　初等部から何度も衝突してるので、周りに興味を持たない僕でも存在は認識してる。

　いつの間にか、仲が良くもないのに下の名前で呼び合うようになったのが不思議だ。

　なぜか、縁里のほうから〝慎さん〟と呼び始めたんだっけ。

　しばらく顔を見なかったけど、最近は僕があまり教師に逆らわないので、縁里が叱しかりにくることもなかったんだろうな。

「本当に口が減りませんわね。それに、慎さんは知らないでしょうけど、藤城先生は聖せい華か台だいのＯＧでテニス部のエースで、インターハイでは全国制覇もされてる一流選手だったのですよ！　これが証拠です！」

「ちょっ……！　新しん望ぼうさん、なにを待ち受けにしてるの!?」

　縁里が差し出したスマホのホーム画面には、ＪＫ真香ちゃんテニス選手バージョンが表示されてる。

　前にネット検索で見つけた、ピンクのテニスウェアに白のスコートという格好で今まさにラケットを振っている瞬間の写真だ。

「もちろん、藤城選手のベストショットです。高解像度のものを手を回して入手させていただきました！」

「……そういえば、縁里のお父さんって大手新聞社のお偉いさんだったっけ」

　父親の権力を悪用──にしては無邪気すぎる使い方だけど。

「や、やめなさい。わたしの高校時代なんてもう昔の話よ。一度の優勝で、逃げるように引退したのも知ってるでしょう」

「確かに、テニス部でも藤城選手の引退は歴史上最大のミステリーとされていますが……それがいいのです！　たった一度の優勝で、その後黙って姿を消した伝説の選手──誰かが文句を言うことではありません。勝ち逃げだと憤いきどおる方がいらっしゃったとしても、藤城選手は卑ひ怯きようなことはなにもなさってないでしょう」

「まあ、引退するのは個人の自由ではあるよね」

　よもや、インターハイの覇者が〝スコートがひらひらするのが恥ずかしい〟なんて理由で引退したとは、お天てん道と様さまでもわかりはすまい。

「いいのですよ、藤ふじ城き選手──いえ、先生。日本人が好むのは、義よし経つね、信のぶ長なが、龍りよう馬ま。志こころざし半なかばで散った英雄に憧れるのです。わたくしたちテニス部の後輩も、インターハイで優勝しておきながら姿を消した藤城選手への憧れを隠せないのです……！」

「いや、真ま香か先生は散ってないし、志半ばでもないのでは？」

「黙らっしゃい、慎まことさん！　わたくしの憧れに現実を押しつけないでください！」

「えぇ～……縁えん里り、思い込みで人を美化しすぎなんじゃ……？」

「彩さい木ぎくんの言うとおりね……わたし、歴史の偉人じゃないのよ？」

「わたくしにとっては偉人であり英雄です！　テニス選手として誰よりも藤城選手を尊敬しています。なぜか、部室に現役時代の映像が一つも残っていなかったのですが、これも手を回してテレビ局が撮影した映像をすべて入手して、４Ｋにアップコンバートして耐火構造のサーバー室にすべて保存していますの」

「愛が重いよ!?」

　校内に熱狂的な真香先生ファンは多いけど、縁里がここまで重症だったとは。

　詩し夜やちゃんと話が合うんじゃないかな……。

「……し、しまった。映像はすべて消したはずなのに、さすがにテレビ局のデータにまでは手を回せなかったのよね」

　真香先生が、ぼそぼそつぶやいてる。

　部室に先生の現役時代の映像がないのは、この人が消したからか。抜け目がない。

「藤城先生は春頃から慎さんの更生を担当されていたのですよね。大変なお仕事です……慎さんは人畜無害に見えますが、教師への反抗心だけは人一倍強い人です。初等部の頃から注意しているのですが、一向に改善されなくて困ってますの。あなたは、どうしてわたくしの言うことが聞けないんですの？」

「いや、僕が縁里の言うことを聞く筋合いはないんだけど……」

　縁里は、僕のなんなの？

「そんなことないわ、新しん望ぼうさん。わたしは彩木くんを教育してきたけれど、彼は理由もなく教師に反抗しているわけでもないようよ。教師のほうに問題があるケースも多々あるみたいだわ。彩木くんの態度には常に問題があるけれど」

「藤城先生、お優しすぎます……ま、まさか藤城先生、慎さんに丸め込まれていませんか!?　この男はこれで口だけは達者なんですよ！」

「た、確かに……口はなかなかの気持ちよさ──いえ、わたしは生徒に丸め込まれるほど甘くないわ」

　ふぁさっ、と真ま香か先生は優雅に髪を後ろに払い、胸を張る。

　今、なにを言いかけたんだ、この人は……。

「そ、そうですか。慎まことさんは別に悪い男ではないのですが、対教師の性能だけが無駄に高いので……」

「対教師って。ん？　昔から縁えん里りにはずいぶん睨にらまれてきたけど、悪くは思われてなかったんだ？」

「いいえ、悪く思ってますわ。先生方への不遜な態度だけであなたを悪く思うには充分すぎますわね」

「そ、そうっすか……」

　まあ、縁里に嫌われるのは今に始まったことじゃないもんね。

「それに藤ふじ城き先生！　その……は、春頃には慎さんと変な話もあったみたいですし、先生に壁ドンするとは何事ですか慎さん！」

「話の途中からシームレスに僕をディスってくるのやめない？」

　今、真香先生に話していたんじゃないの？

「そ、そうでしたわ。こほん。ですが、藤城先生はうら若き女性なのですから、いくら更生が目的といっても、慎さんと二人きりになるのはよろしくないと思います！　運動部で、話題になってるようですし！　根も葉もない噂うわさでも二度目となると信しん憑ぴよう性せいが増します！」

「…………」

「…………」

　僕は、思わず真香先生と顔を見合わせてしまう。

　遂ついに真香先生の更生計画も、身体からだで言うことを聞かせる段階に入ったか──そのくらいに思われてたんじゃないのか。

　うーん、ややこしい。

　今や、変に思われてもあながち誤解じゃないというのが余計に面倒くさい。

　早朝ジョギングやジムデートは、ちょっと考え直したほうがいいかも。

　真香先生も同じことを考えているのか、その細いあごに手を当てて悩んでいる様子だ。

　そんな仕草も画えになる人だからなあ……どうしても注目されやすいからこそ、誤解もされてしまうんだろうな。

「……誤解を招いては、彩さい木ぎくんにも悪いわね。ありがとう、新しん望ぼうさん。気をつけるわ」

「い、いえ。そもそも、反抗してばかりの慎さんが悪いのですわ！」

「…………」

　縁里の言うことはもっともなんだけど……。

　真香先生、なんだか寂しそうだ。

　なんだかんだで、特訓を楽しんでたみたいだしなあ。

　先生は現役高校生だった頃、あんな風に楽しそうに外を走り回ったことがあったんだろうか？

　真ま香か先生の忘れ物、僕も探す手伝いをしてあげたい。







　ふー、今日は大変だった。

　朝の特訓はもちろん、体育の授業まで体育祭の予行演習とかめんどくさかった……。

「帰ってくるなり、いきなりため息。辛気くさすぎ、空気重すぎ」

「……なんでいるの、天てん華かさん」

　帰宅してみれば、なぜかリビングにクラスメイトの姿が。

　制服姿なところを見ると、家に帰る前にここに寄ったらしい。

「お兄ちゃん、おかー。美み春はるは今日は肉をご所望なのじゃよ」

「美春はいつも肉を所望してるでしょ」

　珍しく、美春は定位置のソファの上ではなく、テーブルの前に座っている。

　テーブルの上には美春のノートＰＣが置かれていて、二人ともその画面を見ていたようだ。

「美春が天華さんを呼んだの？　一応、天華さんのほうが先輩なんだからね？」

「当然のこと、こっちから足を運ぶの。用があるの、私。世話になってる、ミーには」

「美春が人の世話……？　そんなことがこの地球で起こっていたの？」

「よし、お兄ちゃんＯポジショニングＰシステムＳの今後のロードマップで迷ってたけど、お兄ちゃんの部屋に取りつけた三六〇度監視カメラのリモート操作機能を実装しよう」

「ちょっと待って！　僕のプライバシーが丸裸すぎる！　ていうか、そんなカメラ取りつけてたの!?」

「冗談だよ。さすがに、そこまでやったら会長さんに怒られるかもしんない。くーちゃんだって怒りそう。くーちゃんに嫌われたら、美春はもう死ぬのもやむなし」

「美春、くーには弱いよね……」

　なにげに美春は怖こわい物知らずなんだけど、妹同然に可愛かわいがってる──というか、完全に妹と思い込んでるくーには甘いし弱い。

「というか、本当に天華さんはなにしてるの？」

　前に天華さんは、美春の調査網に引っかかったみたいな話をしてたけど……。

「つくってもらってる、仕事で必要なアプリ。どれもかゆいところに手が届かない、市販のもの」

「ふーん……って、天華さんの仕事？　バイトとか？」

「気にしない、たいしたことない。去年は八百万くらい、年収なんて」

「…………」

　冗談、だよね？

　笑っていいのか、真面目に追及したほうがいいのか。

「天てんちゃん先輩、注文はうるさいけどＯＰＳよりは手間はかからないし、ギャラもいっぱいくれるし」

「ギャラがいっぱいなら、僕のお金でソシャゲ課金するのやめないかな……っと、そうだ。お茶を出さないと」

「お茶なら、美み春はるが出しといた。お兄ちゃん秘蔵の〝イギリス人がアフタヌーンまで待てない紅茶〟を」

「ちょっと!?　あれ、父さんに頼んで密輸同然のやり口でインドから取り寄せてもらった、とっておきなのに！」

「ほう、彩さい木ぎはこう言うの、私に飲ませるのはもったいない？」

「あ、いや、そういうわけじゃなくてね。ただ、丁寧に淹いれないとせっかくの香りと味が活いかせないし……って、んんん？　美春が紅茶を淹れた？　ティーバッグでもなくて、茶葉を使って？」

　美春の前に置かれていたティーカップを手に取って、一口飲む。

　妹との間接キスは気にしない。

「あれ……ちゃんとできてる？」

「ネットでレシピ調べながらやれば、美春でもこれくらいできるよ」

「…………」

　ウチの妹、お湯の沸かし方をマスターしたのも、割と最近なのに……。

　あんなにもなにもできない、赤ちゃんのようだった妹が……くっ、涙が！

「あ、え？　泣いてる、彩木？　どこにあった、感動エピソード？」

「気にしなくていいよ、天ちゃん先輩。お兄ちゃん、どうせ失礼なこと考えてるから」

　そのとおりだけど、兄としてこれが涙せずにいられるだろうか。

「ま、まあ、天てん華かさん、ゆっくりしていって。僕は部屋にいるから──」

「待った、彩木。あんたにもある、話」

「え、僕……？」

　僕はリビングを出ようとして立ち止まり、ソファに座る。

「……んー、美春も聞いていいの？」

「ミーのテリトリー、この家。どうせできない、隠し事」

「ま、そりゃそうだけど。じゃあ、美春は適当にくつろいでるから、お二人でごゆっくりどぞー。天ちゃん先輩はライバルじゃないしね」

　美み春はるは僕の隣に座り、ごろんと横になる。制服姿のままなので、短いスカートがめくれてしまう。

　白いパンツが丸見えだけど、さすがに妹の下着は気にしない。毎日洗濯してるしね。

「話は簡単、お姉ちゃんの話」

「え？　えーと、美春は……？」

「話した、私が。ミーにも知っておいてもらったほうがいい。どうせバレる、このマンションに何度も来てたら。映ってるし、防犯カメラ」

「いや、ウチの妹もさすがにマンションの防犯カメラはハッキングしてないと思うよ？」

　してないよね？

　美春は聞こえないフリをして、かごめを警戒しつつ、スマホをいじってる。

　縫ぬいは自力で真ま香か・天てん華か姉妹に気づいたし、徐々に秘密を知る人が増えてきてるな。

　ＳＩＤシドには真香先生の秘密も拡散しないように、同盟規約に加筆してもらわないと。

「それで、お姉ちゃんの話。調べてもらった、ミーにも」

「真香先生のなにを？」

「最近、密ひそかな話題になってる。ずいぶん熱心、校内一の問題児の指導。羨んでる、男子ども。面白おかしく噂うわさしてる、女子たち。ちょっと、危険域」

「…………」

　なんか、断続的な話し方でわかりにくかったけど、言わんとしてることは理解できた。

　タイムリーというか、縁えん里りに言われたばかりだしね。

「また、真香先生と僕が怪しいって話なの……？」

「そうなりかねない、という話。まだ今のところ、決定的では無し」

「…………」

　天華さんの彩さい木ぎ家訪問の本題は、こっちだったか。

　この人、お姉ちゃん大好きだからなあ……真香先生が変な噂で傷つくようなことになるのを憂慮してるんだろう。

　前の僕と真香先生の熱愛疑惑のときにも、ずいぶん大きな釘くぎを刺されたしね。

「……天華さんから、僕の指導の手を緩めるように先生に言うとか？」

「一度走り出したらノンストップ、ウチの姉。苦労しない、私が止められるなら」

「だよねー」

　真香先生、縁里に「誤解されないように気をつける」とは言ってたけど。

　今回の場合はどう噂されようが、教頭先生の許可も得ていて合法的だからなあ。

「参ったなあ……ぶっちゃけ、僕としてもあのトレーニングキツいから、止めてもらうのはやぶさかじゃないんだけど。先生との変な噂が立つってデメリットまで加わったなら、なおさらだよ」

　思わず頭を抱えてしまうけど、もちろんそんなことをしてもなにも解決しない。

「あああ、カレン会長が悩んでる体育祭のイベントも考えなきゃいけないし。縁えん里りもまた僕に目をつけてるから、あいつへの対処もしなきゃだし。あー、トラブルが起きるにしても一つずつにしてくれないかな」

「都合良くはいかない、そんなには。というわけで、解決よろしく、彩さい木ぎ」

「天てん華かさんも、けっこう調子がいいね……」

　ただ、僕としても放ってはおけない問題ばかりだ。

　教師と生徒の不適切な関係があらわになった場合、どっちがダメージが大きいかって言われたら、答えは決まり切ってる。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん。タスクを複数抱えてるときはきちんと整理して順番に片付けていかないと。あれもこれもって欲張ると、キャパオーバーするだけだよ」

「……凄すごく正論なんだけど、なんだか納得いかないな」

　堕落の化身のような妹に言われても。

　いや、もう美み春はるが学校と家の往復だけしている半引きこもり疑惑は、だいぶ薄れてるか。

　ＯＰＳみたいなアプリをつくっちゃうし、天華さんの注文にも応えてるんだしね……。

「要するに、藤ふじ城き先生がお兄ちゃんの相手をしてる暇がなくなって、体育祭のイベントを企画して、あと縁里とかいう人の対処をすればいいってわけ？」

「若干、言い方に難があるけど、そのとおりだよ」

　縁里のことをざっと説明する。テニス選手として真ま香か先生に憧れていることも。

「ふーん、テニス部のエースで、生徒会の会計か。リア充の化身みたいな人だね。そういや、美春も話したことあるよ。兄をちゃんと教育しなさいとか言われたっけ」

「縁里が言いそうなことだなあ。僕が教育される側なのか」

「そのあたり、まるっと解決すればいいんでしょ？　うーんと……」

「あっ、美春！　もう一つ大事なことが！」

「ん？　なに？」

「あー、その、なんていうか……真香先生は僕との特訓を楽しんでるみたいだから、それがなくなると気の毒というか。真香先生にも、体育祭にメリットがあってほしいなあ」

「注文の多いお兄ちゃんだね。ま、それもそうか」

　美春は、ちらりと天華さんを見た。天華さんは僕の言葉に、うんうんと頷うなずいていた。

　このツインテールのクラスメイトには、お姉さんの幸せがなにより大事。

　僕も真香先生の寂しそうな顔が気になって仕方ない。

「いや、逆にアリか。藤城先生にも他のことでやる気を出してもらうと。流は行やりの〝やりがい搾取〟ってヤツだね。お兄ちゃんもえぐいことを考えるなあ……」

「ちょ、ちょっと美春！　僕は別に変なことは考えてないけど！　ただ、みんなが幸せになる都合のいい解決方法がないかと思ってるだけで！」

「お兄ちゃんにも藤ふじ城き先生にも、テニスお嬢様先輩にもメリットがある、ウィンウィンの解決方法があるよ？」

「あ、あるの……？　そんなの？」

　思わず、妹ではなくて天てん華かさんの顔を見てしまう。

　天華さんもなんのことやらと首を振る。

　妹は、いったいなにを思いついたのだろうか。
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　パシッ、パシッと軽快な音が響いてる。

　薄いグリーンの人工芝のコートで、二人の女子選手が軽やかに動き回り、ラケットを振るっている。

「テニスの試合ってちゃんと観みたことなかったですけど、なかなか面白いですね。ラリーが続くとドキドキしますし、サービスエースがビシッと決まるとかっこいいです」

「……あの、彩さい木ぎくん？」

「おっ、凄すごい！　今の観ましたか、真ま香か先生？　ネット際ギリギリにぽてんと落ちてきたボールをズバッと返しましたよ！」

「観なくても、わたしの試合なんだから凄いのはわかってるわよ！　ど、どうしてここでわたしの黒歴史が堂々と流れてるのか訊きいてるのよ！」

「黒歴史なんて、とんでもない」

　ここは、真香先生が言うところの〝わたしの城〟──英語科準備室。

　放課後、美み春はるから借りてきたタブレット端末で動画を観ているところだ。

「先生の高校時代の動画もちゃんと残ってるんですね。美春が見つけてきたんですよ」

「君、たまにわたしの歳としのことでいじってくるわね。わたしの高校時代でも、動画くらい誰でも撮ってたわよ。でも、これはいったい誰が？」

「美み春はるがＳＮＳで真ま香か先生の同級生を見つけて、そこからテニス部の人まで探り出したらしいですよ。その人が、真香先生の試合を個人的に撮影してたみたいです」

「あ、あの女ね……！　しまった、わたしとしたことが！　というか、美春さんの調査能力、恐ろしいわね！」

　真香先生には、心当たりがあるらしい。

　そういえば、真香先生の交友関係ってひより先生のことくらいしか知らないな。

　前に名医の知り合いがいるとか言ってたけど、そっちは詳しく聞いてない。

「その人からデータをもらいました。ネットと、縁えん里りが持ってた写真でしか見てなかったですけど、映像で観みると迫力ありますね」

「……それで、このイヤガラセはいつまで続くのかしら？　毎日わたしの特訓を受けてる仕返し？　仕返しなの？」

「ち、違いますよ。これはあくまで前フリというやつで」

「ずいぶん悪魔的な前フリね」

　じろーっと真香先生に睨にらまれてしまう。

「こっちが本題です。これ、どうぞ。僕は外に出てますから」

「……なにかしら？」

　先生の疑問はスルーしつつ、紙袋を手渡してから、僕は準備室の外に出る。

　スマホを見つつ、しばし待機する。

　ピコン、とメッセージが届いた。

　くーからだった。〝もうすぐです、楽しみですね〟と書かれていた。

　もうすぐってなにがだろう？

　続いて、猫の写真が送られてきた。猫探しを兼ねたお散歩をしているらしい。

　最近、くーは猫カフェ通いをしたり、我が家にお泊まりしてかごめと心ゆくまで遊んだりと、猫ライフの充実に余念がない。

「ちょっとーっ、なんなのこれ！」

　おー、騒いでる騒いでる。あまり大声上げると、高たか嶺ねの花はなの化けの皮が剥はがれますよ。

「彩さい木ぎくん、入ってきなさい！　先生からお話があります！」

　こういう口上で呼び出されるの、久しぶりだなあ。

　反抗的な彩木くんには、子供の頃から聞き慣れた言い回しだ。

　慎重に準備室のドアを開け、中に異常がないことを確認してから入る。

「……大丈夫よ、ちゃんと服は着たわ。服はね……」

「あ、似合ってるじゃないですか」

「似合う似合わないの問題じゃないわ！　彩さい木ぎくん、事と次第によっては正座よ！　あ、わたしのこのクッション使っていいわよ。あと、足が痺しびれる前に崩すようにね」

「とうとうマジ体罰かと思いきや、甘々ですね……」

　真ま香か先生、どうあっても僕に厳しくできないらしい。

　その甘い真香先生は──襟のみ紺色の白い半袖シャツに、太ももがまぶしい、同じく紺色のスコートという格好。しっかりと、テニスラケットまで握っている。

「ああ、サイズもぴったりですね。天てん華かさんに確認しといてよかった」

「天華も絡んでるの!?　二人で、わたしになにをさせようと企くわだててるの!?」

「単なる〝テニスの王女様再臨計画〟ですよ」

「君、〝単なる〟の使い方を間違えてるわ！」

　そう、これは壮大なる叙事詩サーガ──あの高たか嶺ねの花はな、藤ふじ城き真香先生が伝説になるまでの物語。

「どう見ても、ろくでもないことを考えてる顔ね。彩木くん？　今ならまだわたしも笑ってられるから、話してごらんなさい」

「既に目が笑ってないですよ。でも、これはみんなが笑顔になるための計画なんです」

　僕は、カバンから一枚の紙を取り出して真香先生のデスクに置いた。

「なにかしら？　体育祭の競技種目企画書？　なんでそんなものを、彩木くんが持ってるの？　企画書の作成者、陣じん所しよカレン……？」

　真香先生は頭の周りに？マークを乱舞させながら、書類を読んでいる。

　といっても、ペラ一枚だけの書類なんで一瞬で読めてしまう。

「藤城真香先生（英語教師）ｖｓ．バーサス新しん望ぼう縁えん里り（二年生・テニス部）女子テニスエキシビションマッチ──エキシビションマッチ!?」

「はい、カレン会長に書類をつくってもらって、縁里にもＯＫもらってきました。教頭先生にも根回──話は通してあります」

「今、根回しって言いかけなかった!?　既に外堀を埋め終わってない!?」

「ほら、江戸城の無血開城ってあるじゃないですか。あれって勝かつ海かい舟しゆうが話し合いで西さい郷ごう隆たか盛もりを説得して江戸城への攻撃をやめさせたみたいに思いがちですけど、勝海舟は江戸を焼き払う焦土作戦の準備を済ませてたり、外国から西郷に圧力をかけさせたりしてたんですよね。話し合いは、その場に座ったときには既に終わっているんですよね」

「それ、諸説あるわよ……というか、まさに外堀を埋める作戦じゃない」

「問題はテニスウェアのサイズだけでしたけど、そこも問題なさそうです。よかった」

「よくないわっ！　今さらわたしにテニスコートに立てっていうの!?」

「ただ、時間の都合で十分程度で終わる特別ルールの試合なんですよね。本当なら、５セットマッチで１セットごとにお着替えしてほしかったんですが。すみません」

「女子テニスはグランドスラムでも３セットマッチよ！　謝るところがおかしい！」

　なんだろう、この快感。

　いつも僕をグイグイ圧倒してくる真ま香か先生をツッコミに回らせてるからだろうか。

「陣じん所しよさんがお膳立てした上に、教頭先生の許可も出てたらもう決まったも同然じゃない……」

「あと、どういうわけか、まだ正式決定してないのにＳＮＳで噂うわさが広がってます」

「それ、彩さい木ぎくんのいつもの手口よね!?　こんなに指紋だらけの犯行も珍しいわよ！」

　元から、隠すつもりもないし。

　なにしろ、真の黒幕みはるが計画の首謀者だというのは秘密にしたいらしいから。

「言っておくけど、わたし高校でやめてから一度もテニスラケット握ってなかったのよ。現役の新しん望ぼうさんに勝てるとは……」

　真香先生は、軽くラケットを振り始める。

　準備室はごちゃごちゃ物が多いけど、ラケットを振るくらいのスペースはある。

　へぇ……こうして生で見ると、さすがにサマになってる。

「というか、わたしが勝ったら大人げない。負けたら生徒に幻滅される──で、わたしにメリットはないんじゃないかしら？」

「そ、そんなことないですよ。みんな、真香先生のかっこいいところを見るだけで充分だと思います。一応、カンを取り戻すために練習はしたほうがいいでしょうけど」

「もうやる方向で決まってるわね……」

　ふう、いつもの真香先生なら僕らの企たくらみなんて見抜けるだろうけど。

　まだ混乱してるのか、厳しい追及は受けずに済みそうだ。

　でも、これでみんなウィンウィン。

　真香先生は生徒の前でいいところを見せられる。

　縁えん里りは憧れの藤ふじ城き選手と対戦できて、僕のことなど眼中から消える。

　カレン会長も悩まされてたイベントの企画から解放される。

　天てん華かさんが心配してた、僕と真香先生の噂もエキシビションが話題になれば上書きされる。

　ついでに、真香先生がテニスの練習を始めれば、僕にかまってる余裕はなくなって、体力トレーニングが消滅。これで完全に噂は消える。

　そして──

「真香先生、テニス自体は好きだって言ってましたよね。もう大会とか出るのは難しいかもしれませんけど……みんなの前で大勝負をするの、面白そうじゃないですか？」

「彩木くん……君、そのためにこんな仕込みを？」

「体育祭、盛り上げたいじゃないですか」

　真香先生には、体育祭だって楽しんでもらいたい。

　好きなテニスができるなら、真ま香か先生にも悪い話ではない──はず。

「わたし、余計なことを言ったかしら。君が、わたしを楽しませる必要はないのよ。気を遣ってくれるのは嬉うれしいのだけど」

　苦笑いする真香先生。大人だから、変なところで見み栄えを張るんだよな。

「あと、僕もテニスの王女様の真香先生を動画じゃなくてリアルで見てみたいです。先生のプレイ、きっとかっこいいんでしょうね」

「や、やだ……現役退しりぞいて長いわたしなんて見たって……ああ、でも彩さい木ぎくんにいいトコ見せたい！」

　よし、チョロい。

　最後の一押し、意外なくらいに効いた。

　みんなが幸せになる美み春はるプラン、一いち分ぶの隙もなく完璧だ。

「参加するって言っても……やっぱりちゃんとコートで打ってみないと」

　おお、めっちゃやる気出てきてる。

　やるからには、徹底的に鍛え直しそう。あまりやりすぎるようなら、止めないと。

　って、あれ……？

　さっきから、真香先生がラケットを軽く振るたびに短いスコートが揺れて──その下から、ちらちらと黒い布きれがこんにちはしてる。

「ま、真香先生？　紙袋にアンスコも入ってましたよね？」

　アンダースコート──略してアンスコは、要するに見せパンみたいなものだ。

　先生に渡したスコート──スカートは短くてヒラヒラしているので、ちょっと動くだけで中が見えてしまう。

「ああ、はいてないわよ。別に、ここには彩木くんしかいないのだし。むしろ、スコートの下を見せつけたいくらいだわ」

　ヒュッと真香先生が短く鋭くラケットを振った。その動きに合わせて、スコートもふわっと揺れてその下の黒いパンツが──前面の小さなリボンまでくっきりと！

「わーっ、僕がいたってはいてくださいよ！　スコートがヒラヒラするのが嫌で、テニスやめたんでしょ！」

「あの頃の弱かったわたしは死んだわ。生まれ変わって、彩木君の前なら見せられるようになったの」

「ホント、強いですよね……」

　さすがオリハルコンのメンタル。僕が押してたはずなのに形勢逆転されてるよ。

「にやにや～。当日はどうしようかしら？　どうせ見世物になるなら、パンツくらいサービスしたほうがいいかしら？」

「…………っ、そ、それは……教頭先生あたりが黙ってませんよ」

　ヤバい、完全に反撃に転じられた。

　先生は素振りをやめて、ラケットのグリップでスコートの裾をそろそろとめくってる。

　白い太ももが、少しずつあらわになっていくのがえっちすぎる……。

「……ダメです。ちゃんとアンスコはいてください」

「きゃーっ、素直ーっ！　可愛かわいげのない彩さい木ぎくんも可愛いけど、素直なカレシの彩木くんも可愛いぃぃぃっ！」

　真ま香か先生が、がばっと抱きついてきて、ちゅっちゅと額や頬ほお、唇にまでキスしてくる。

　ぎゃああ、ついストレートに言いすぎて、真香先生のブレーキを壊しちゃったか！

　これ以上ないくらい、真香先生のご機嫌はよろしくなったらしい。

　みんなが喜んで──誰より真香先生が喜んでくれたのは僕としては嬉うれしい。

　あとは、体育祭本番を待つだけか。







　というわけで、さくっと体育祭当日──

　開会式が終わると、あとはクラスごとに固まってグラウンドに敷かれたシートに座り、出番が来たら入場ゲートへ向かうという方式だ。

　もっとも、校外に出なければその辺をうろついていてもかまわない。クラスの半分くらいは行方不明だ。
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「彩さいくん、彩くーん、今日も暑いね！」

　当然のように縫ぬいが隣に座ってきた。

　ジャージをこよなく愛する縫は、上はジャージを羽織り、下はハーフパンツという格好だ。

　体育祭は紅白に分かれて得点を争う方式。

　ウチのクラスは白組で、縫は額に白いハチマキを結んでいる。

　女子はみんな髪をハチマキで結んだり、ヘアアレンジにも使ってる子も多いけど、縫はオーソドックスな結び方だ。

「かいちょ、かっこよかったね。開会宣言とか堂々とできるの凄すごいなあ」

「カレン会長の人気は衰えるところを知らないね。例の金髪事件でファンが余計に増えたみたいだよ」

　ウチの体育祭は、生徒会長が開会宣言をするならわしだ。

　かつて、生徒会長だったＪＫ真ま香かちゃんも同じように宣言したんだろう。

「おっと、すぐに百メートル走があるんだった。縫は五十メートル走、出ないの？」

「あたし、走る系は出場禁止になってるんだよね。おっぱいが揺れすぎるからかなー？」

「し、知らないよ。じゃ、行ってくる」

　縫の胸元を見ないようにしつつ、立ち上がって出場待機エリアへ向かう。

「おーっ、マコ！　お姉ちゃんが応援してるから、かっこいいトコ見せてねー。転んでも泣いちゃダメだかんね！　男の子なんだかんね！」

「なんで詩し夜やちゃんがいるの!?」

　保護者席に、保護者らしからぬ落ち着きのない女の人がいた。

　長い栗くり色いろでゆるいウェーブがかかった髪。

　ケバくない程度にメイクをキメて、肩を出したカットソーにロングスカートという服装。

　我が幼なじみで、聖せい華か台だい学院大学二年生の京けい御み詩夜ちゃんだ。今日も八重歯がまぶしい。

「ほら、アタシってマコとハルの保護者みたいなもんじゃん？　ウチは高等部でも保護者来るし、そんなら詩夜お姉ちゃんの出番でしょ！」

「あ、ああ、うん、ありがとう……」

　他の高校は、体育祭に保護者が来ないところも多いそうだけど、聖華台は初等部、中等部と同じように多くの父母がやってくる。

　ウチの学校は坊ちゃん嬢ちゃんが多いしね。保護者も過保護。

　でも、保護者席でめっちゃ目立ってるよ、詩夜ちゃん……。

「アタシの応援があれば勝ったも同然だね。あ、動画もきっちり撮っておくからね！」

「…………」

　そこまで運動ができるわけでもない身としては、映像を残されるのは拒否りたい。

　残ってた動画が黒歴史になった人をつい最近見たばかりだしね。

　さてさて、百メートル、百メートル──と。

　──待機してる時間のほうがはるかに長くて、競技は一瞬。

　相手にも恵まれたからか、ラッキーなことに一位を獲とれた。

　ふー、これで最低限の貢献はできたかな。

　真ま香か先生の特訓のおかげでもあるだろうか。そういえば、先生は全然見かけない。

　教師も当然運営に参加してるし、特に若い先生方は労働力として駆り出されてるだろう。

　ただ、縁えん里りとのエキシビションの前に一度様子を見ておいたほうがいいな。

「慎まことさん、一位だったようですね。昔から足はなかなかでしたわね」

「ああ、縁里。君は紅あか組ぐみなんだね。徒競走も出場するの？」

　縁里はジャージの下だけはいて、赤いハチマキをカチューシャ代わりにしている。

　薄い半袖シャツの胸元は、ぺったんこだ。気にしたことなかったけど、貧乳なんだな。

「……ご存じでしょうけど、女子は男子の視線に気づいてますわよ」

「なっ、なんのことかな。ああ、そうだ。テニスの試合が控えてるんだから、くれぐれもケガだけはないように頼むね」

「明らかにごまかしましたわね。それくらい、わかってます。ああ、エキシビションの仕掛け人はあなたでしたわね。お礼を言っておきますわ。わたくしにとっては二つの意味でチャンスですしね……」

　ふふふふっ、と怪しげな笑みを浮かべる縁里。

　二つの意味……？　憧れの藤ふじ城き選手と試合できる以外にもメリットが？

　テニス部の宣伝になるとか？

　ま、いいや。次の二人三脚まで時間あるし、縫ぬいのもとへ帰ろう。

「──と思ったけど、その辺をぶらつくか」

　クラスのところへ戻ったら、縫は数人の女子と談笑中だった。

　そういえば、縫は浅い付き合いの友達が多いんだっけ。

「彩さい木ぎ慎、なにをウロウロしてるんだ？」

「あ、カレン会長」

　カレン会長は、麗しい黒髪に白いハチマキを巻いて、後ろで結んでいる。

　髪型を変えている会長は、なかなか新鮮だ。

「いえ、クラスのところにいてもしょうがないので、ちょっと」

「クラスごとに待機しておくのが原則なんだぞ。私は、体実の手伝いで見回り中だが」

「開会宣言もしてましたし、生徒会長は忙しいですね」

「開会宣言はお決まりの口上を並べるだけだが、ある意味ではこれが会長の最後の仕事かもな」

「あれ？　このあと、生徒会選挙がありますよね？」

　聖せい華か台だい高等部では、体育祭から間を置かずに生徒会選挙が開催される。

「選挙って、現会長の出番はないんでしたっけ？」

「相変わらず、忘却力では他の追随を許さないな。去年の選挙を手伝ってくれたのに」

「ああ、僕は暗躍しただけなので」

「……現会長は生徒会選挙が終わった直後の朝礼で退任の挨拶をするだけだな。引き継ぎ式はやるが、これは役員以外は参加しない」

「へぇ……」

　引き継ぎ式か……なにをやるのか想像つかないな。

　ＴＶテレビで見る条約の調印式みたいな──違うか。

「ああ、引き留とめてしまったが、出番は大丈夫なのか？」

「今、百メートル走が終わったところですから。午前はあとは二人三脚だけですね。個人参加は、午後に騎馬戦で終わりです」

「……ん？　ああ、そうか。そういえば、天あま無なし縫ぬいが──」

「え──？」

　突然、カレン会長がその場にぱたりと倒れてしまう。

　うつ伏せに倒れたまま、まったく起き上がる様子がない。背中がぶるぶると震えてる。

「カ、カレン会長!?　どうしたんですか、会長！　ちょっと、人を──」

　誰か人を呼ぼうとしたところで、カレン会長にがしっと足首を掴つかまれる。

「……だ、大丈夫……だ。くっ、くくくくっ……だ、大丈夫だから誰も呼ばなくていい」

　カレン会長は地面に跪ひざまずいた体勢だ。顔は伏せていて、全然表情が見えない。

「い、いやちょっと……腹筋がねじ切れそうになっただけだ」

「大おお事ごとじゃないですか!?」

「き、気にするな……腹筋がやられたくらいで死にはしない。おっと、私は見回りの仕事があるから──くくっ……！」

「…………？　…………!?」

　なに、もしかしてカレン会長、笑ってるの？

「あの、会長？　僕の顔になにかついてますか？　それとも服装──？」

「あ、ああ。顔も服装も問題ない。私は仕事に戻ろう。彩さい木ぎ慎まこと、ケガのないように」

「はぁ……」

　なんだったの、カレン会長……？　あんなに挙動不審な人だっただろうか。

　カレン会長から禅ぜん譲じようされる次期生徒会長に投票するのをためらいそうだよ。

「おっと、カレンちゃん行っちゃったか。ちょっと話したかったのに」

　再び詩し夜やちゃん登場。

　大学もそろそろ夏休み終わりだろうに……暇なの、この人？

「あ、そうだそうだ。マコ、もうすぐ女子の五十メートル走だよ。こいつは必見だね」

「え？　僕の知り合い、誰か出てたっけ？」

「なに言ってんの、もしかしてマコ聞いてないの？」

　詩夜ちゃんは、僕の手を掴つかんでグイグイ引っ張っていく。

　保護者にまじって、グラウンドのコース際の特等席へと移動する。

「あ、ほらほら、マコ。あそこあそこ！」

「あそこって……あっ、あれ？　美み春はる……？」

　スタートラインのところへ向かって、いかにも面倒くさそうにヨタヨタ歩いているのは、まぎれもなく我が妹だった。

　いつものポニーテールに、白いハチマキを結びつけている。

　走るときにまでジャージ着用の生徒は少ないけど、美春は上だけ着ている。

　というか、ジャージの前を開けて肩をはだけて、ずいぶんとだらしない着方だ。

　人のこと言えないけど、体育祭のときくらいもうちょっとマシな格好しようよ……。

「珍しいなあ……僕、初等部でも中等部でも美春が走る系の競技に出てるトコ、一度も見たことないよ」

「アタシもない。ほら、必見でしょ？　何度か二人の競技、見物してきたけどさ、ハルは綱引きとか玉入れとか適当な競技にやる気なさそーに参加してただけじゃん？」

「僕、妹に走行機能がついてることも知らなかったよ」

　体育祭なんて、美春から一番縁遠いイベントのはずなのに。

「大丈夫かなあ。ダラダラ走って、クラスメイトからひんしゅく買ったりしないかな」

「マコ、意外と心配性……でもないか。マコは昔っからハルには甘いもんね。ああっ、ハルの出番、ハルの出番！」

　と、詩夜ちゃんが指差した先で、美春がスタートラインについている。

　相変わらず着崩したジャージはそのまま。ナメてるなあ。

「ハルの左隣の子、陸上部じゃない？　アタシの時代もそうだったけど、陸上部ってねじりハチマキにするんだよね」

「えぇ～、ただでさえ勝ち目ゼロなのに専門家が相手なの……」

　と、ハラハラしながら見守っていると。

　ぱんっ、と号砲が響いて六人の一年生女子が一斉にスタートする。

　──って、えぇ？

　真っ先に飛び出したのは、間違いなく僕の妹だった。

　フライングでもない。カタパルトでもついてるのかってくらいの勢いで走り出し、そのままスピードを増していく。

　フォームも隣を走る陸上部女子と同じようにしっかりしていて、それでいて美み春はるのほうが速い。ぐんぐん加速してる。

　わずか五十メートルのランは、あっという間に終わり──判定の必要なんて一ミリもないくらい完璧に、美春がトップでゴールテープを切った。

「……し、詩し夜やちゃん、見てた？」

「いやあ、ハルから五十メートル走に出るって聞いたときは寝ぼけてるのかと思ったけど、なにあれ？　アタシ、あの子があんな足速いなんて知らなかったんだけど？」

「僕も知らないよ。実は頭がいいのは知ってたけど……運動もできるの、あいつ？」

　家に帰ったら制服から着替えずにリビングのソファに直行して、ずーっとスマホをいじってるあの妹が。

　陸上部をぶっちぎってトップでゴールだって？

　その美春は、無表情で「いぇーい」とか言いながら両手を挙げて、クラスメイトらしき子たちの声援に応えてる。

　美春ってなにげに友達多いけど、あんな風に騒ぐタイプでもないのに。

　なんかこの体育祭、いろいろとおかしくない……？







　僕の困惑などどこ吹く風で、プログラムは順調に進む。

　天てん華かさんとの二人三脚も順位は特に伏せるけど、無事に終わって。

　昼食は詩夜ちゃんと一緒。

　保護者は保護者同士で昼食をとるみたいだけど、詩夜ちゃんは知り合いもいないだろうからね。

　美春やカレン会長も一緒にどうかと思ったんだけど、二人とも連絡はつかなかった。

「生徒会は体育祭なんて関係ないと思ってたよ。けっこう忙しそうだね」

「あー、生徒会って雑用係みたいなとこもあるから。アタシも裏方やってたよ」

「詩夜ちゃん、昔は陰キャだったもんね」

「そこまで地味じゃなかったっつーの！　友達だっていたんだよ！」

　詩夜ちゃん、高等部時代は生徒会副会長。

　そして地味キャラからの大学デビューを果たしてる。人に歴史あり。

「それより、マコはあとは騎馬戦か。でも、あんたああいう荒っぽいの苦手でしょ？　強い騎馬を体当たりで倒す捨て駒？」

「なにそのえげつない特攻……」

　さわやかさのかけらもない戦い方だね。

「わーっ、彩さいくんこんなトコで詩し夜やパイセンとイチャコラしてた！」

「えっ、縫ぬい？」

　誤解されそうなことをわめきつつ、縫がバタバタと走ってきた。

「ちょっと来て、彩くん！　もう時間がない！」

「時間って？　僕の騎馬戦は応援合戦のあとだよ？」

「騎馬戦なんてどうでもいいんだよ！　彩くんのチームは強そうなチームに体当たりぶちかまして相討ちになるのが役目だし！」

「僕ら、鉄砲玉なの!?」

　詩夜ちゃんの当たってほしくない予想が大当たりか！

「いいから、こっちこっち！」

「なんなの……」

「マコ、なんかわからんけど、困ったら泣いて詩夜お姉ちゃんを呼びなよー」

　詩夜ちゃんに見送られ、縫に手を引っ張られて校舎に入って廊下を進み──

「さあ、彩くん！　入って入って！」

「入れないよ！　女子更衣室だよ、ここ！」

　そう、校舎一階の隅にある、男子が近づくことまかりならぬご禁制の部屋だった。

「大丈夫、今は入ってもいい時なんだよ！」

「そんな時ないよ！　先生に反抗的な以外は無害だと思われてるのに、完全に変態の烙らく印いんを押されちゃうでしょ！」

「えーい、こまけーことはいいんだよ！　入った入った！」

　縫に強引に押し込まれ、女子更衣室に足を踏み入れてしまう。

　中には生徒が数人いた。もちろん、全員女子だ。

　よかった……着替え中の人はいない。当たり前だけど。

「あっ、せんせー。来たんですね」

「あれっ、くー？　なんでいるの？」

　そのチアガールの中に、ひときわ小さくて可愛かわいい子がいると思ったら。

　聖せい華か台だい学院初等部五年、神しん樹じゅ無む垢く──くーがいた。

　今日も横でちょこんと結んだ髪型をしつつ、白ハチマキを巻きつけてる。

　白を基調としたノースリーブに、紺色のミニスカート姿。

　要するにチアの格好だ。

「応援合戦は、初等部と中等部からも何人か特別参加するんです。私も頑張って、しゅつじょーすることにしました！」

「そ、そうだったの。全然知らなかったよ」

「せんせーを驚かせようと思って、秘密にしてました。成功です♡」

　ああ、〝もうすぐです〟ってメッセージは、楽しみすぎてつい送っちゃったのかな。

　チアをやるだけあって周りは聖せい華か台だいでも人気のある子ばかりだけど、くーは彼女たちにもまったく負けてない。

「くー、可愛かわいいね。そうだ、写真を撮ってコーコ先生にも送っておこう」

「あっ、ありがとうございます。おかーさんに自慢します」

　ポンポンを手に持ってチアっぽいポーズをキメているくーを、パシャパシャとスマホで撮影する。

　女子更衣室で小五幼女の写真を撮りまくる男子高校生。ヤバい。

「ちょっと、彩さいくん！　写真もいいけど、趣旨を忘れちゃ困るよ！」

「趣旨？　そういえば、僕はなんでここに……？」

　なぜか、さっきから女子のみなさんの視線が集まってるような？

　まるで僕を値踏みするような──なにかを狙っているような目つきだ。

　何人か、ニヤニヤと人の悪そうな笑みを浮かべてるのも、すっごく気になる。

　どうしよう……詩し夜やお姉ちゃん、助けてー。







　午後一番の競技は、応援合戦だ。
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　これも白組と紅あか組ぐみに分かれて、数十人の生徒がパフォーマンスを演じる。

　ここ数年は、どちらの組もチアガールのダンスがメインになっていて、今年も同様だ。

　男子が大喜びで見物するのはもちろん、女子たちも可愛かわいい衣装で踊りたい子たちが大量に志願してくるほどの大人気だ。

　男子も参加するけど、残念ながら添え物。

　我が白組の男子ははっぴ姿で、女子の邪魔にならないように端っこで踊るだけだ。

　そうなんだけど──

「ぷっ、くくくっ……や、やっぱり……にっ、似合ってるぞ、彩さい木ぎ慎まこと……！」

　紅組のパフォーマンスが終わり、白組の応援団が入場ゲートに集合。

　集団の横には、誘導係が何人かいて、そのうちの一人──カレン会長がお腹なかを押さえて笑いをこらえている。

「会長……知ってたんですね？」

「い、一応な。だが、この企たくらみには私は関わってないぞ。傍観者だ……くくくくっ！」

　キリリと清せい楚そな会長としては、人前で大笑いはできないらしい。

　カレン会長はかろうじて、抱腹絶倒するのをこらえているようだ。

「くっ……なんてことだ……！」

　僕が着ているのは縫ぬいたちと同じ、薄いノースリーブにミニスカート。

　しかも、白組なのに派手なイエロー。

　しかも、一つしかない巨大な団旗を持たされて先頭に立っている。

　ご丁寧に、セミロングのウィッグまで装着済み──要するに女装している。

　女装している──っ！

「ぬ、縫！　やっぱりこれでみんなの前に出るのは──」

「彩さいくん……マジ可愛い……なにこれ、意外すぎる。あっれー、おかしいなあ。もうちょっと愉快なイロモノになるはずだったのに」

　チアガール衣装の縫が、ぽーっとした顔で僕を見つめてる。

　おや、なにやら怪しげな方向に？

「すっごく美人さんです……せんせーが私の新しい扉を開いてしまいました……」

「ちょっと、くーまで!?　その扉、閉じたままにしといて！」

　まだ笑いものにされるほうがいいかも！

　縫とくー、二人とも顔が真っ赤で、とろんとした目つきになっている。

　おいおい、僕の新たな魅力に気づいちゃったかい……って、冗談にもならないよ。

「彩木慎、モテモテだな。くっ、くくくく……いや、応援合戦で女装男子は鉄板ネタだ。恥ずかしがっていると余計にみっともないぞ」

「女装してるの、僕だけなんですけど!?」

　カレン会長、笑い死にしないかだんだん心配になってきた。

「かいちょ、普段よっぽど退屈してるんじゃない？　あたしらの中だと、一番真面目に生きてるだろうしね」

「……近いよ、縫ぬい」

　縫がぽーっとしたまま、僕に近づいてくる。

「あたしみたいな可愛かわいい子ばかりじゃ芸がないと思ったけど、普通に可愛い女子が一人追加されただけだなあ……ま、いいか」

「よくない！」

「あ、せんせー、もう始まりますよ。終わっても着替えずにいてくださいね。写真撮りますから。スマホが過熱して溶けるまで撮り続けます」

「どんだけなの！」

　ああ、気の利いたツッコミも思いつかない。

『続いて、白組の応援団の入場です。応援団長は二年生の天あま無なし縫さん。団旗の旗き手しゆは同じく二年生の彩さい子こちゃんです』

「彩子ちゃん!?」

　聞こえてきたアナウンスに、ぎょっとする。

「命名、あたし！　ＳＮＳで正体は彩さいくんだって広まるように手はずも整えてるよ！」

「段取りいいね!?　というか、僕の名前、慎まことなんだから女性でも通じるでしょ!?」

　この派手なグラドルは、僕のこと嫌いなんじゃないの……？

「さあ、行くぜ彩子ちゃん！　可愛いんだから堂々と行こう！　あたしと百ゆ合り百ゆ合りしながら出てく？」

「これ以上大事なものを失いたくないよ！」

　意外に重たい旗を掲げて、僕は入場ゲートから出て行く。

　団旗旗手といっても、基本的にはこの馬鹿でかい旗を掲げているだけ。

　ダンス中に何回か旗を振るけど、そのタイミングは横で補助についてる女子が教えてくれるらしい。

　練習の必要がないから、縫は僕に当日まで隠してたってわけだ……この女ァ。

　暗躍が得意なのは僕だけではないようだ。この世のどこにでも闇に潜む悪はいる。

「きゃーっ、きゃーっ、彩子ちゃーんっ！　ぎゃはははははっ、最っ高！　まなっしー、グッジョブ！　アタシに妹が増えちゃったよ！」

「美み春はるにも血が繋つながった姉が……これからは百合姉妹ハーレムか」

「……………………」

　実の妹と、姉のような幼なじみがかぶりつきで見物してる……。

　この二人にもずいぶん気に入っていただけたらしい。ハハハ。

　妹には訊ききたいことがあるんだけど、このあと兄としての威厳を保って質問できるだろうか？

　僕が悩みの深しん淵えんに陥おちいる暇もなく、音楽が鳴り始め──

「やっほーうっ！」

　三年生も大勢参加してるのに、ちゃっかり応援団長になっていた縫ぬいが、元気のいい叫びとともにジャンプして、ダンスが始まる。

「ぬいちゃーんっ！　すげーかっわいいーっ！」

「なにあれ、おっぱい揺れまくり！　さすがグラドル！」

「きゃーっ！　あそこのちっこい子、可愛かわいい！　なにあれーっ、持って帰っていいの!?」

「彩さい木ぎになついてるロリコンキラーじゃん！　俺に事案になれというのか!?」

「…………」

　縫とくーの人気、やっぱり凄すごいなあ。

　みなさん、このまま僕の存在はスルーしてください。

「お、おいおい、彩さい子こちゃんってもしかして彩木？」

「やっべ……アリだわ……男とわかっていてもアリ寄りのアリだわ」

「むしろ、実は男だということに興奮してる俺がいる」

「…………」

　僕の貞操……体育祭が終わるまで無事だろうか？

　真ま香か先生の姿は見かけない。たぶん、裏方で忙しく働いていることだろう。

　それが唯一の救いか。真香先生が今の僕を見たら、どんな行動に出ることやら。

「彩木先輩っ、今ですっ！」

「あ、うん」

　補助女子に背中を叩たたかれ、慌てて旗を振る。

　ううっ、これは重い……男子じゃなきゃ難しい仕事なのに女装をさせられる矛盾！

「彩子ちゃん、こっちこっち！」

「せんせーちゃん、一緒に踊りましょう！」

「うわっ！　縫、くー！」

　縫とくーが、僕にぴったりとくっつき、踊っているチアガールたちのド真ん中へ連行していく。

　ぐわあああ、よりによってこんな目立つポジションに！

　観客のみなさん、笑ってる奴やつより熱い視線を向けてきてる奴のほうが多いような。

　ああ、見られる快感に目覚めそう……なんて冗談言ってる場合じゃない。

　お願いだから、はよ終われ！







「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ……！」

　ま、まずい……これ以上はもう走れない……！

　ハンパに鍛え直しただけの心肺機能で、長時間の全力疾走に耐えられるはずもない。

　廊下を駆け抜け、階段を一階分上ったところで遂ついに足が止まってしまう。

　も、もはやこれまで……恥をさらすくらいなら速やかに自害を……！

「彩さい木ぎくん、こっちよ！」

「え？」

　ぱしっと手を掴つかまれて、強引に引っ張られる。

　もう動かないと思っていた足は意外に頑張ってくれて、十数メートルを進み──

「入って、早く！　早く！」

「は、はい……」

　飛び込んだ部屋は──英語科準備室だった。

　僕を引っ張った人──もちろん真ま香か先生は素早くドアを閉め、がちゃりと鍵をかけた。

「おのれー、彩さいくん！　いったいどこへ逃げた！　地の果てまでも追うよ！」

「せんせー、猫探しで鍛えた私の足を甘く見ちゃダメです！」

　そのドアの前をドタバタと足音が通り過ぎていった。

「……行ったみたいね。でも、まだ油断は禁物よ、彩木くん」

「そ、そうですね……助かりました、真香先生」

　真香先生は僕を椅子に座らせ、自分もデスクから椅子を引っ張り出して腰を下ろした。

「天あま無なしさんと無む垢くさん、他にも何人かいたようだけど……？」

「あ、ええ。応援合戦が終わってすぐに、追い回されてまして……」

　そう、僕は未いまだに彩さい子こちゃんのままだ。

　もちろん、応援合戦が終わったらソッコーで女子更衣室に戻って元の彩木くんに戻るつもりだったのに。

　縫ぬいとくーが「女子更衣室への出入り禁止」と言い渡してきた。

　二人は僕の写真をたっぷり撮りたかったらしいけど、残念ながら僕は撮られたくない。

　既に他の生徒に大量に撮られただろうが、かといってこれ以上黒歴史を増やすのは勘弁。

「──というわけです。縫もくーも応援合戦で疲れてるはずなのに、なんであんなに元気なんでしょうね。とりあえず、助かりました」

「彩子……彩木くんも疲れてるでしょう。はい、これ冷たい麦茶よ」

　真香先生が、２[image: ]ペットボトルの麦茶を紙コップに注ついで僕に手渡してくれる。

　ああ、これは美お味いしい……応援合戦と逃亡の疲れがとろけていく。

「……あれ？　先生、もう着替えてるんですね」

　僕は、今さらながら気づいた。

　真ま香か先生は例のピンクジャージ姿だけど、上着の開いたファスナーの下からテニスウェアが覗のぞいてる。

　下は紺色のスコート姿だ。

「ええ、ちょうど着替えたところだったのよ」

　真香先生は、ジャージの上着も脱いでテニスプレイヤー真香ちゃんへと変身する。

「着替えに準備室に戻ったところで、どこかで聞いたような天あま無なしさんの声が聞こえたから、一瞬で事情を察して駆けつけたというわけよ」

「なるほど、どこかの天無さんが……さすがの洞察力ですね」

　それで、僕の救出作戦を展開してくれたのか。

「いいえ、たいしたことではないわ。本当によかった……こんな彩さい木ぎくん──いえ、彩さい子こちゃんを誰にも渡せるわけないじゃない！」

「やっぱ来た!?」

　真香先生、おとなしかったから、彩子ちゃんには興味ないのかと思ったら！

　そんなに甘いはずがなかった！

「彩子ちゃん、いいわ！　最高にいいわよ！　生まれて初めて天無さんを褒めたくなったわ！　よくぞここまで仕込んでくれたわね！　きゃああっ、女の子な彩木くん、可愛かわいすぎる！　わたしにこんな趣味があったなんて！　彩子ちゃーんっ！」

「わぁっ！」

　飛びかかってきた真香先生から、とっさに身をかわす。

　疲れ果ててるはずなのに、人間には意外と限界の先があるものなんだな。

「さすが彩木くん、抱きつくチャンスを窺うかがってたのに、まさかかわされるとは。きっちり警戒していたわけね」

「そりゃあもう、先生の薫くん陶とうの賜たま物ものです」

「ふふふ、逃げても無駄よ。こっちには得え物ものもあるんだから」

「あっ」

　真香先生はジャージのポケットからスマホを取り出して、ぱしゃぱしゃと撮影し始める。

「ああ、最高だわ……カノジョ先生なんだから、写真くらい撮ってもいいわよね。４Ｋ撮影可能な高性能スマホを買っておいてよかったわ！　２ＴＢのクラウドストレージも契約してあるから保存もバッチリよ！」

「詩し夜やちゃんといい、無駄にハイスペックなスマホ買ってますね！」

　せっかくの経済力をもっと有意義なことに使おうよ。

「あ、ちょっと待って。メイクが少し甘いわね。今時のＪＫならメイクも完璧でしょうに、たぶん天無さんがやったんでしょう？　あの子、仕事が雑だわ」

「確かにメイクは縫ぬいがやりましたけど……なにをする気ですか、真ま香か先生」

「彩さい木ぎくんは元が可愛かわいいから、ナチュラルメイクで充分なのね。ちょっとムカつくわ。でも、可愛いからよし！　可愛いは正義よ！」

「可愛い多いな！」

　それ、男子高校生が言われて嬉うれしくない言葉のトップ５に入るんじゃないだろうか。

「ちょっとメイクをやり直してから、動画をたっぷり撮りましょう。なぜか偶然、業務用映像も撮れるビデオカメラがあるのよね」

「それ、体育祭の撮影用では!?」

　若手の先生がビデオカメラ構えてるの見かけたな……。

　高画質で僕の黒歴史を堂々と残されてはたまらない。

　なんてことだ、縫たちから逃げたつもりが虎の巣穴に飛び込んでいたとは……！

「エキシビションのウォーミングアップにはちょうどいいわ。彩木くん、せいぜい逃げ惑ってわたしを楽しませなさい？」

「いえ、そういう楽しませ方をするつもりはなかったんですけど……わっ！」

　シュバッと真香先生がそれこそ虎のように躍りかかってくる。

　あ、危ない──この狭い準備室じゃ捕まるのは時間の問題。

　かといってドアを開けようと背中を向けたら、確実に先生の餌食だ……！

「じゃあ、さっさと済ませましょう。これで終わりよ！」

「さっきからラスボス感凄すごいですね──うわっ!?」

　再び飛びかかってきた真香先生から身をかわそうとしてよろめき──机に置かれていた２[image: ]ペットボトルに手をぶつけてしまう。

「彩木くん！」

「…………っ！」

　間一髪──真香先生が後ろに倒れかけた僕を、床に頭をぶつけるギリギリのところで抱き留とめていた。

「そんな本気で逃げなくてもいいでしょう。わたし、傷つくわ」

「真香先生こそ、本気だったでしょ……って、それそれ！　こぼれてます！」

　床に寝転びかけた僕を真香先生が覆い被かぶさるようにして抱き留めて。

　その先生の背中に、机の上からこぼれた麦茶が思いっきりかかっている。

「うーん……ウェアの背中、ずいぶん前衛的なデザインになったでしょうね」

　真香先生は立ち上がると、僕に背中を向けてきた。

　ああ、思ってたよりひどい……白いウェアの背中一面に濃いシミが広がってる。

「だ、大丈夫です。麦茶のシミは落としやすいほうですから！　ウチでもたまに美み春はるが服にこぼして、何度か落としてますから！」

「エキシビションまであと三十分もないんだけど、間に合うの？」

「……無理ですかね」

　そもそも、道具もなにもないんで無理ゲーすぎる。

「や、やっぱりウェアの予備を用意しておくべきでしたね」

「たった十分のエキシビションのためにそんなにお金かけられないでしょう。テニス部の子からウェアを借りるしかないかしら」

「う、うーん……女子テニスの子のウェアでは、ちょっとサイズが」

　真ま香か先生は女性としては長身だし、それに──

「やんっ♡　彩さい木ぎくんったら、どこ見てるの？」

「す、すみません。でも……テニス部から借りるのは望み薄ですよ」

　真香先生の立派なお胸から目を逸そらしつつ言う。

「普段から、試合用のウェアを着て練習してるわけじゃないでしょうし。学校には置いてないんじゃないですか？」

「新しん望ぼうさんはどんな服装で来るのかしら……？」

「あいつ、公式試合では絶対に着られないような派手な衣装を特注したらしいですよ。ここぞとばかりに目立つ気です」

「意外に計算高いのね、あの子」

「意外に、じゃないです。普通に計算高いんですよ、あいつは」

　そうか、真香先生はまだ縁えん里りの正体を知らないのか。

「初等部の頃からそうでした。やたらとクラスの子に親切だったり、授業で張り切ってると思ったら、直後に学級委員に立候補したりとか」

「それくらいなら子供らしくて微笑ほほえましいけど、計算で生きるタイプなのね。まあ、わたしも大差ないけれど」

「大差ないですね……」

　なにしろ、この人は小学生時代から大人の今に至るまで高たか嶺ねの花はなを演じてきたんだ。

　縁里と似ていて、それでいて年季が違う。

「でも、しょうがないですね。いつものジャージは持ってましたよね。それで出場するしかないですよ」

「そうはいかないわ。普通の試合じゃなくて、体育祭を盛り上げるためのエキシビションなのよ。新しん望ぼうさんが派手にキメてくるのに、わたしが普通の衣装じゃしらけるでしょう」

　言われてみれば、そのとおり。

　エキシビションは紅あか組ぐみ白組の対決とは無関係で、生徒が盛り上がるためのものだ。

　実はエキシビションの内容はプログラムにも載っていないシークレットになっている。

　一部の関係者以外、誰も真香先生が出てくることすら知らない。

　せっかく念入りに仕込んだサプライズだし、ここで計画が狂うとまずいか……？

「真ま香か先生が出てくれば、それだけで盛り上がるとは思いますけど……縁えん里りが派手にキメてきて、真香先生がジャージだと物足りないですかね」

「わたしが生徒だったら、絶対に面白くないわ」

「ですよね……って、ちょっと待ってください！　そのウェアとスコート、早く脱がないと！　下着まで染みちゃいますよ！」

「さ、彩さい木ぎくん？」

　僕は大急ぎで真香先生のウェアに手をかけ、ぐいっと一気に脱がしてしまう。

　スコートも手早く脱がして床に落とす。

「ふう……ああ、下はアンスコはいてたんですね。これなら下着は無事か。ブラは……黒だとちょっとわからないですね。そこまで染みてないか？」

「……いつぞやの旅館では、わたしの服を脱がすのにもの凄すごく恥ずかしがってたのに、すっかり手慣れたわね」

「はっ……!?」

　そ、そうだ……僕、いったいなにをやらかしてるんだ!?

　今、当たり前みたいに真香先生の上も下も脱がしちゃったよ！

「そ、そういうつもりじゃなくて！　今は非常事態ですから！」

「彩木くんに脱がされるなんて、嬉うれしいような恥ずかしいような、複雑な気分だわ……」

「複雑じゃなくていいですよ！　普通に恥ずかしがってください！　というか、僕がどうかしてたんだから、止めてくださいよ！」

「ああ、抵抗されたほうが燃えるタイプなのね？」

「そういう話でもありません！　と、とりあえずジャージでも着ておいてください！」

　僕が後ろを向くと、真香先生もそれ以上茶ちや化かさずにジャージに着替えてくれた。

　さて、ここからが問題だ──

「さすがに、テニスウェアを今ポチっても間に合わないでしょうね」

「さすがに、アマ●ンでも無理でしょうね……」

　プログラムは順調に進んでいるので、エキシビションマッチまで時間は残されてない。

「……仕方ない。わたしも腹を括くくるわ」

　真香先生は、ふーっと息をつくとそんなことを言って──僕の肩をぽんと叩たたいた。

「彩木くんが企画してくれたんだものね。みんなを楽しませるのはもちろん、わたしも楽しまなくちゃダメだわ」

「え？　真香先生？」

「この前、言ったでしょう。わたしは学校に忘れ物をした気がしたから、教師になってこの校舎に戻ってきたのかもしれない。せっかく戻ったんだから──楽しまないとね」

「え、ええ……僕も先生には楽しんでほしいですけど……なにをやる気ですか？」

「ナイショ♡　彩さい木ぎくんにも喜んでほしいから、始まってからのお楽しみにするわ♡」

「……………………」

　真ま香か先生は、ばちーんと可愛かわいくウィンクなどしてる。

　い、いったいなにを思いついたんだろう。







「というわけで、今回の体育祭の目玉！　秘密の特別プログラムを開始します！　なお、実況はみんなのまなっしーこと天あま無なし縫ぬいでお送りいたします！　そして、あたしの相方はみなさん割とご存じ、このお方！」

「割ととはなんだ、割ととは。ああ、なぜか実況に駆り出された、生徒会長の陣じん所しよカレンだ。よろしく」

「…………」

　テニスコートのそばに立てられたテントに、縫とカレン会長の姿がある。

　既にエキシビションはテニスコートで行われることが発表され、生徒たちが集まってきている。

　テニスコートはグラウンドの隅にあり、いつもはフェンスで区切られているが、今日はそのフェンスが移動されて生徒たちが試合を観戦しやすいようになってる。

「せんせー、せんせー。えきしびしょん、楽しみですね」

「ああ、うん」

　カレン会長のはからいで、僕はくーと一緒に実況用テントに入れてもらっている。

　この暑さの中でも、日ひ射ざしが遮断されるだけで雲泥の差だ。

　持つべきものは権力者の先輩である。これ、人生の教訓。

　くーは、さっきのチア衣装のままだ。まさかこれで帰る気じゃないだろうね？

　ご覧のとおり、縫とくーが我にかえったので、僕は彩さい子こちゃんから元に戻ってる。

　新しい性癖が目覚める前に彩木くんに戻れてよかった。

「テニスコートで実況してる時点で競技はバレバレなんだけど！　というわけで、そろそろ始めましょう！　青コーナー、女子テニス部所属、今時珍しい絵に描いたような成金高飛車お嬢様！　しんぼう～、えん～り～！　張り切ってどうぞー！」

「成金でも高飛車でもありません！　天無さん、普通に紹介できませんの!?」

　あのね、縁えん里り。縫に普通を要求するなんて、ホオジロザメに菜食になれって言うようなものだよ。

　そんな心のツッコミはともかく、縁里がテニスコートの端に張られたブルーシートの陰から出てくる。

　縁えん里りは白いベンチコートを羽織っていて、暑そうだ。

「女子テニス部所属、生徒会会計の新しん望ぼう縁里ですわ！」

　縁里は高々と宣言すると、バッとベンチコートを脱ぎ捨てた。

　おおおっ、と生徒たちから一斉にどよめきが上がる。

「おーっ、縁里選手、これはまた狙った格好で出てきたー！　ゴスロリ、いや甘ロリですね！　不思議の国のアリスっぽい、ヒラヒラたっぷり、スカートひらり！　パンツ？　見たければご覧になるがいいわ下しも々じもの者ども、ホーッホッホ！的スタイルだーっ！」

「……なんだかとても引っかかりますわ、天あま無なしさん」

　縁里は一瞬、不満そうにしたものの、すぐに笑顔になって生徒たちに手を振ってみせた。

　縫ぬいが説明したとおりの、不思議の国のアリスっぽいドレスというかエプロンというか。

　スカート丈は太ももの付け根近くまで見えているほど短く、ちょっと動いただけでパンチラしそうだ。アンスコはいてるだろうけど。

「タカビー系お嬢様、世が世なら女騎士にでもなって〝くっ殺ころ〟感強めの新望縁里選手ですが、イベントにふさわしい派手な衣装でキメてくれましたね！」

「天無縫、なにを言ってるんだ？　というか、新望はなんて格好をしてるんだ……ウチの会計、あんなに目立ちたがりだったとは」

　清貧を旨むねとするシスター見習いでもあるカレン会長は、びっくりして当然だね。

「次は──赤コーナー！　新望縁里選手の対戦相手は──謎の選手Ｘ！　あたしも知らない誰も知らない、秘密のベールの下の素顔は何者なのか！」

　縫の悪ノリした実況とともに、同じくブルーシートの陰から対戦相手が現れる。

　同じようなベンチコートを着つつ、フードをかぶって顔も隠している。

　生徒たちが「誰？」と騒ぐ中、謎の選手Ｘは縁里の向かい側のコートに入った。

「さーあ、遂ついにその正体が暴かれる時！　張り切ってどうぞー！」

　縫の馬鹿なコメントに合わせて、Ｘはベンチコートを放り投げるようにして脱いだ。

　一瞬の沈黙のあと──

　うおおおおおっ、と地面が震えるほどの歓声が上がった。

「まっ、真ま香かティー!?　い、いや、これはまさかの──ＪＫ真香ちゃんだーっ!!」

　縫の絶叫が歓声に負けじと響き、さらにざわめきが大きくなる。

「ま、真香先生……？」

「真香ちゃんせんせー……？　せ、制服です、高等部の制服着てます！」

　くーも、さすがに呆あつ気けにとられてるようだ。

　真香先生が出てくるのを知っていた僕でさえ、驚いてるんだからね。

　先生はいつものバレッタで留とめた髪型はそのまま。

　だけど、服装は──聖せい華か台だい学院高等部の白いブレザーにブラウス、胸元にはリボン。

　黒いミニスカートに、まぶしいほどの生足。

　僕には見慣れた格好だけど、こんな衆人環視の前で目撃することになるとは。

　夏休みには、先生の自室であの制服を見たような……また英語科準備室に持ち込んでいたのか。いったい、なにを企くわだててたんだろうね……？

「いやー、これは意外でしたね、かいちょ！　まさか真ま香かティーがＪＫ制服で登場とは！　会場も大盛り上がりだよ！」

「な、なにをしてるんだ、藤ふじ城き先生まで……まさか、またあの格好を……」

「ん？　かいちょ、〝また〟って？」

「な、なんでもない。そうだな、イベントなんだから盛り上げてもらわないとな」

　そういえば、カレン会長も以前にＪＫ真香ちゃんを目撃してるんだっけ……。

「おーっと、ここで情報が入りました。真香ティー……藤城真香先生は、聖せい華か台だいの高等部時代にテニスでインターハイ制覇を果たしてるらしいです！」

　どこ情報だよ。メモを持ってきてくれる官僚がいるの？

「それなら、現役テニス部員が相手でもグッドファイトができそうですね！　個人的には真香ティーに勝ってほしい！　真香ティーはあたしのだから！」

　いや、僕のカノジョ先生──とは言えないけど。

「さーあ、というわけで、あたしの藤城真香先生ｖｓ．バーサス新しん望ぼう縁えん里り選手、女子テニスエキシビションマッチ開始だぁ！　みんな、声援よろしくだぜっ！」

　縫ぬい、めっちゃ煽あおるなあ。バラエティのＭＣとか狙ってるんだろうか？

「あの、せんせー？　真香ちゃんせんせー、あんなカッコして大丈夫なんでしょうか？　えらい人に怒られませんか？」

「……まあ、お遊びだからね。上の人たちも見逃してくれるんじゃないかな」

　幼女に心配される二十四歳、女性教師。

　ていうか、真香先生は本当になにを考えてるの？

　いくらお遊びの種目だからって、堂々と女子高生スタイルで現れるなんて。

　縁里の甘ロリ衣装にも対抗できるインパクトがあるのは確かだけど。

「ぎゃああ、真香先生めっちゃ可愛かわいいーっ！　なにあのＪＫスタイル！　似合いすぎ！」

「真香せんせーいっ！　こっち向いてくださーいっ！　可愛すぎます！」

「どうしよう……現役ＪＫなのに絶望的なまでの敗北感。私たちは負け犬でしかない」

「……………………」

　う、うーん……真香先生の制服姿を男子に見せるのはちょっと複雑かも。

　女子たちも異様に喜んでるなあ。打ちひしがれてる人たちまでいるし。

「ねー、真香ティー！　そのスカートの下は生パンツですかーっ！」

「…………っ!?」

　ぬ、縫ぬいめ……なんてことを訊きいてるの!?

「ご想像にお任せするわ！」

「…………っ!?　…………っ!!」

　真ま香か先生の笑顔での答えに、ぎょっとしてしまう。

　いや、ぎょっとしてるのは僕くらいで、周りは大盛り上がりだ。

「真香ちゃんせんせーは、じんせーをすててるんですか？」

「……さあ。サービス精神は旺盛みたいだね……」

　幼女に人生について心配される二十四歳、女性教師。

「騒がせてごめんなさい、新しん望ぼうさん。では始めましょう」

「ぐうう、素敵なお姿なのに……悔しいですわ……」

　縁えん里りも真香先生の制服姿に喜んでるみたいだけど、複雑そうでもある。

　甘ロリで目立つつもりが、単なる制服姿でその上を行かれたんだもんなあ。

「はー……お兄ちゃんとくーちゃんがいるんだから、美み春はるもいていいよね」

「……いいけど、あまり目立たないようにね」

　影のように妹がテントに滑り込んできてた。

　我が妹は、取扱説明書によると紫外線に長時間晒さらせないからね……。

「そうだ、美春もずいぶん目立ってたけど、どういう風の吹き回し？」

　真香先生と縁里は、軽くボールを打ち合っている。ウォーミングアップかな。

「あ、美春おねーちゃん、かっこよかったです。同じクラスの子も見てて、私のお姉ちゃんだって自慢しちゃいました」

「同じネタを話題にしてもお兄ちゃんとくーちゃんのこの違いよ。お兄ちゃんも、もっと可愛かわいげがほしいね。彩さい子こちゃん、カムバック」

「彩子ちゃんはお亡くなりになりました。それで、美春の目的は？」

「ねー、会長さん。あのしんぼー先輩って、生徒会の会計さんなんだよね？　もしかして、次の生徒会長選挙、出るつもりとか？」

「ん？　彩さい木ぎ美春がそんなことを気にするとは意外だな。たぶん、そのつもりだろう」

　カレン会長は、マイクをオフにしてから答えた。

「ひょっとして、縁里はエキシビションで目立って、生徒会長選挙のために顔を売ろうって狙いなんですかね？」

「体育祭を利用するのは、生徒会役員選挙ではメジャーな手口だ。去年の私の対立候補は、応援団の団長だった。顔を売るなら、エキシビションのほうが有効だろうな」

「なるほど……」

　そういえば、縁里にエキシビションの話を持ちかけたとき、即答だったんだよね。

　生徒会長に当選するためだったのか。本当に計算高いなあ、あいつ。

「ふーん……美み春はる、テニスはやったこともないからなあ」

「え？　美春も目立ちたいの？　目立つのは嫌いじゃないけど、好きでもないでしょ？」

「美春おねーちゃん、目立つためにつかれるのがきらいですよね」

「さすが、くーちゃん。美春をよくわかってるね。そうだね、目立つならここまでやらないと効果薄か。ふーん……」

「…………？」

　体育祭での美春の活躍……ただの気まぐれじゃなさそう？

「美春、本当になにが目的──」

「あ、始まるみたいだよ、お兄ちゃん」

「……ホントだ」

　派手な格好の縁えん里りは、ラケットを真ま香か先生に突きつけている。

「藤ふじ城き先生、これでもわたくしは現役、先生はブランクが長いのですから、僭せん越えつながら最初のサーブ権は差し上げますわ！」

「あら、ありがとう。遠慮なくいただくわ」

　真香先生は、にっこり笑って頷うなずき、係のテニス部員からボールを受け取る。

「それじゃ、始めるわ」

　真香先生は、ボールをドリブルし始める。ああいうの、ＴＶテレビで観みたテニスの試合でもやってたな。

　一応、真香先生はこの数日、どこかのコートを借りて練習してたらしい。

　恥ずかしがって、僕には見せてくれなかったけど。

「ふっ！」

　短い叫びとともに、真香先生が高々と上げたボールを力強く打った。

　バシッと鋭い音が響いて、ボールはサービスコートの隅ギリギリに突き刺さるような軌道を飛んでいった──

「って、真香先生、メチャクチャ容赦ないな!?」

　縁里も反応はしてたけど、まるで追いつけずにラケットを振ることすらできなかった。

「ふわぁ……真香ちゃんせんせー……かっこいいです……」

　普段は真香先生と相性の悪いくーが感心してる……。

　観客の生徒たちも、しーんと静まりかえってる。

「……って、うおおおっ、すっげー！　真香ティー、まるで中身もＪＫ時代に戻ったかのようなサーブだーっ！」

「あの先生は、手心とかそういうものを知らないのか……？」

　興奮してる縫ぬいと、冷静なカレン会長。この実況コンビはいい組み合わせだなー。

「くっ、ここまでのビッグサーバーだったとは……油断しましたわ！」

「おおーっ、ここで縁えん里りちゃんの〝くっ殺ころ〟発言が出たー！」

「天あま無なしさん！　殺せとは言ってませんわ！　ああっ、気が散る！」

　うわー、だいぶカリカリ来てるなあ、縁里の奴やつ。

「ふーん……しんぼー先輩の計算は狂ってきてるみたいだね」

「縁里は真ま香か先生より目立つ気満々だっただろうけど、完全に上をいかれてるもんね」

　美み春はるに答えて、コートの真香先生を見る。

　そういえば、先生の制服のスカート、あまり翻ひるがえってなかったな。

　短いスコートが恥ずかしくて引退したくらいだから、できるだけスカートの中が見えないような立ち回りを鍛えてきたのか。無駄に凄すごい。

「さー、次は縁里選手のサーブですよ。これで真香ティーのスカートの中が明らかになるのか！　乞うご期待です！」

「天無縫ぬい、趣旨が変わってるぞ」

　カレン会長……ツッコミ頑張ってくださいね。

　縁里も軽くドリブルしてから、ボールを高々と上げてサーブを放つ。

「ハッ！」

　さっきの真香先生と同じく角度がついた鋭いサーブ──真香先生は素早く反応して、叩たたきつけるように返す。

　縁里は反応が遅れ、そのままボールは彼女の横を通り過ぎていった。

「おーっ、リターンエースってやつですね！　真香ティー、マジで大人げないっ！」

「えげつないほどの反応速度だったな。新しん望ぼうが気の毒になってきたぞ……」

　いやホント、凄いリターンだったなあ。

「ふふふ……」

　真香先生、大人げなさなんてどこ吹く風でドヤ顔してるし。

　生徒たちは、ドン引きするかと思いきや、ぎゃーぎゃーとさらに騒いでる。

「さあ、次は再び真香ティーのサーブ！　ちなみにこの試合はさくっと終わらせるために特別ルールでお送りしております！」

「それ、最初に説明することだろう……？」

　カレン会長、縫にまともな進行を望んじゃダメですよ。やっぱりＭＣは無理かも。

　真香先生がパンッと再び鋭いサーブを放ち、縁里が返してそこからラリーが始まる。

　このテニス勝負、真香先生とか縁里とか抜きにしても意外と面白いな。

　二人のレベルが高いからかもしれないけど、単純に観みてて楽しい。

「ここだと、ちょっと観づらいな。あそこ行こうか、二人とも」

　僕は美春とくーの手を引いて、実況してる縫たちのそばに移動する。

　その間もラリーはバシバシと続いていて──

「あっ……！」

　なぜか急に真ま香か先生の反応が一瞬遅れ、先生が打ったボールはパサッとネットにかかってしまう。

　続いて、縁えん里りのサーブからゲーム開始。

　真香先生は鋭いサーブをなんとか返すも、明らかにさっきまでより動きがよくない。

「おーっと、真香ティー押されてるぞ！　やっぱり現役の縁里選手が強いか!?」

「やはり、体力面では現役ＪＫに勝てないか」

　ギロリ、と一瞬だけ真香先生がカレン会長を睨にらみつける。

　同時に、視線が外れてるにもかかわらず──

「ここでバックハンドボレー！　真香ティー、魅せるプレイですね！　あざとい！」

　縫ぬいの実況はともかく、真香先生はボールをろくに見ずにバックハンドで打ち返してポイントを取った。

　今のは、序盤とまったく同じ動きの良さだったなあ。

「真香ちゃんせんせー、気が散ってるみたいですね。ふう、まだまだです」

　幼女に未熟さを指摘される二十四歳女性教師。

「ふーむ、もうちょっと藤ふじ城き先生には頑張ってしんぼー先輩を叩たたきのめしてほしいのに。なにを気にしてるんだかなー」

「美み春はる？　縁里になにか恨みでもあるの？」

「まさか。恨みも恩もどっちもないよ。ただ、奴やつがここであんまり目立つのはねー」

「…………？」

　縁里が目立って、美春になんの不都合があるんだろう？

「ああっ、真香ちゃんせんせー、点取られちゃいました！」

「えっ？　あ、ホントだ」

　目を離した隙に縁里のショットが決まったらしく、真香先生が悔しそうにしている。

　さっきから調子が安定しないなあ。

　くーの言うとおり、気が散ってるみたいだ。

「さて、まだこれからよ。新しん望ぼう縁里さん、悪いけど遠慮はしないわ！」

　真香先生は表情を引き締めて、ビシッとラケットで縁里を指す。

　わあっ、とまた歓声が上がり、ますます生徒たちも集まってきてる。全校生徒が集結してるんじゃない？

　一方的な試合にならずに、上う手まく盛り上がってるなあ。

「真香先生、頑張ってください！」

「あっ」

　僕が声をかけると、真香先生のショットがあらぬ方向に飛んで行って、アウトになった。

　真ま香か先生の調子が安定しないのは、現役を離れて長いからか、それとも……？







　例年どおり、体育祭は何事もなく終了した。

　僕のクラスが所属する白組は残念ながら僅差で敗北したけど、特に悔しくはない。

　勝っても別に嬉うれしくないだろうしね。

「はい、ジュースをまだ受け取ってない人はいる？　教卓にまだお菓子あるから、これも持っていってね！」

　勝ったらお祝い、負けても頑張ったね賞で、担任がジュースやお菓子を振る舞う。

　聖せい華か台だいの体育祭ではよく見る光景だ。

　閉会式を終えて教室に戻ると、冷えたジュースとお菓子が待っていた。

　クラス全員分の飲み物とお菓子となると、場合によっては万札くらい飛びそうだけど、それで教え子の人じん心しん掌しよう握あくができるなら安いものだろう。

「まさか、経費扱いじゃないよね……」

「おいおい、なにをぶつぶつ言ってるんだ、彩さい子こちゃん？」

「むしろ、今後は彩子ちゃんで登校してほしいレベル」

「なあ、彩子……実は俺、前からおまえのことが……！」

「平和なクラスだったのに、とうとうイジメが発生したようだね」

　くっ、わかっちゃいたけど女装ネタでしばらくイジられそうだ。

「真香ティー、真香ティー、まっかティィィィ！　好きだぁぁぁぁぁっ！」

「ちょ、ちょっと天あま無なしさん。落ち着きなさい」

　教卓のところには女子生徒が数人群がって、真香先生を囲んでる。

　特に騒がしいのは、説明するまでもなく縫ぬいだ。

　実況中継時のハイテンションがまだ続いてるみたい。

「でも真香ティー、惜しかったー！　あと一ポイントだったのに！」

「仕方ないわ。わたしはブランクが長いし、新しん望ぼうさんは全国が狙える現役選手だもの」

　悔しげにバタバタしてる縫を、真香先生がなだめる。

　そう、残念ながら真香先生ｖｓ．バーサス縁えん里りのエキシビションマッチは、現役プレイヤーの勝利に終わった。

　二人の勝負は取っては取られてのシーソーゲームになったけれど、最後の最後で縁里が勝利を掴つかんだ。

　試合時間は十分を超え、ルールでは時間が来たら終了の予定だったんだけど、生徒たちが続行しろと騒いだので、そのまま続けられたりも。

　本当なら、体育祭は最後のリレーが一番盛り上がるはずなのに、お遊びのエキシビションがクライマックスになっちゃった感は大いにあった。

「むしろ、善戦できたくらいだわ。新しん望ぼうさんも、盛り上げるために上う手まく手加減してくれたんじゃないかしら？」

「そっかなー。えんりん、かなりマジ顔だったよ？　真ま香かティーのサーブとか、あたしが見てもすっごかったもん」

　えんりんって。縫ぬい、たぶん縁えん里りとはろくに話したこともないよね？

「それより、真香先生ーっ！　あの制服！　制服姿はマジびっくり！」

「ちょー似合いすぎてて、私が自信なくしたよ！　現役ＪＫの価値とは！」

「あ、先生の現役時代の写真とか見たーいっ！　私も自信木こっ端ぱ微み塵じんになりそうだけど」

　縫以外の生徒たちも大はしゃぎだ。

　もちろん、真香先生は制服からジャージにお着替えを済ませている。

「エキシビションなのだから、ジャージで出て行ったらしらけちゃうでしょう。たまたま、制服をまだ処分していなかったことを思い出して、着てみたのよ。ちょっとやりすぎたかしら？」

　たちまち女子生徒から「そんなことないですよー」「違和感ゼロだったよ」「あの制服、いくらなら売ってくれます？」などなど黄色い声が飛んだ。

　最後の奴やつ、先生の制服をなにに使うつもりなの？

　ていうか、真香先生もしれっと大おお嘘うそを言ってるね。

　ＪＫ真香ちゃんを二度も降臨させておいて、たまたまもなにもないでしょ。

「たぶんあとで待ってる、教頭先生のお説教」

「えっ？」

　突然、横から声をかけられてびっくりしてしまう。

　ジャージ姿の天てん華かさんが隣にいて、いつもの無表情でジュースを飲んでいた。

「お姉ちゃんから連絡来た、エキシビション終わってすぐ。ニコニコ笑って呼び出しかけてきた、教頭先生」

「それは怖こわいね……」

　ガチの処分が下るとは思えないけど、教師が制服姿で生徒たちの前に出たんだからなあ。軽いお叱しかりくらいはありそうだ。

　マダム──教頭先生は、同じ猫好きとしての親近感はあるものの、やっぱ怖いね。

「あと、説教される、彩さい木ぎも。お姉ちゃんに」

「なんで僕!?」

　真香先生のトレーニングのおかげで、百メートル走は一位、騎馬戦も最後まで生き残って白組に貢献したのに。

「彩木くんが特等席で見物してたから、気が散ってしょうがなかったわ。美み春はるさんや無む垢くさんと楽しそうにぺちゃくちゃしゃべってたし、イライラしちゃったわよ！」

「先生のモノマネ、ハイクオリティすぎる！」

　天てん華かさんと真ま香か先生、なにげに顔は瓜うり二ふたつだけど、声や口調は全然違うと思ってた。

　その気になれば、ここまでそっくりになるのか……。

「あ、ああ、やっぱり僕のせいで全然動きが安定しなかったんだね、先生」

「覚悟しておいたほうがいい、私が言うのもなんだけど。たぶんボロクソ、教頭先生に怒られた分の八つ当たり込みで」

「本当にそうなりそうだなあ……」

　僕、今日は疲れてるんで、逃げるように帰ろう。そうしよう。

　それにしても──

「真香先生、楽しそうだなあ。先生を見るみんなの目も、前と違うよね」

「うん、違う。尊敬とか憧れだけじゃない」

　僕は天華さんと一緒にうんうんと頷うなずきながら、みんなと語らっている真香先生を見つめる。

　今の真香先生なら、たぶん生徒たちがテスト前に質問に来るようになるだろう。

　高たか嶺ねの花はなとしてみんなに見上げられるんじゃなくて──同じ目線で話ができるようになるんじゃないか。

　教師と生徒が同じ目線でいいのか？

　──いいに決まってるじゃないか。

　長年、教師に反抗してきた僕だから言えることがある。

　上から目線で生徒を見てくる教師は、たいていろくでもない。

　真香先生は、上から目線ではなかったけれど、僕らとは違う世界を生きてるような先生だった。

　でも、今は違う。

　真香先生は生徒たちと一緒に、学校生活を楽しみ始めている。

　だから──僕は、もっと先生のことを好きになってしまう。
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　聖せい華か台だい学院高等部、じゃぶじゃぶな寄付金でつくられた立派な学食。

　たまにお弁当をつくることもあるけど、僕はここで昼食をとることが多い。

　美み春はるも「お弁当は荷物が増えるから邪魔くさい」とのことなので、弁当を持たせなくても文句はつけてこない。

　噂うわさによると、友達が購買でパンを買ってきてくれるとか。友達をパシらせてるの？

「今日の日替わりは当たりだなー。美お味いしい」

　体育祭が終わった翌日も、授業は普通に行われる。

　僕の定番メニューは日替わりランチ。今日は鶏とりの唐揚げとエビフライのセット。玉子が濃厚なタルタルソースが美味しくて、唐揚げにまでつけちゃう。

　お子様舌なのは認めよう。僕の好物、カレーとハンバーグと玉子焼き。

「彩さいくん、こっちのトンカツとチキンカツの二階建てもうんまいよ」

「……縫ぬい、カツのセットにミニラーメンまで追加してるけど、そんなに食べて、トレーナーさんに怒られないの？」

　僕の隣には、当然のように縫が座ってる。

　縫が注文したのは二種類のミックスカツにご飯と味み噌そ汁しる、サラダのセットに加えて、ミニラーメン。明らかにカロリー過多だ。

「トレーナーさん、いつも怒ってるから逆に悪いことしてもいいかなって」

「恐ろしい考え方だね……」

　いつも怒らせてることに問題があるのでは。トレーナーさんに同情する。

「トレーナーもものを教えるという意味ではわたしたち教師と同じね。気の毒になってきたわ」

　僕と縫の正面には、真ま香か先生が座って食事中。

　春頃からこっち、たまにこの三人で食事をしている。

　真香先生によると、縫は僕と先生が二人きりに見られないためのカモフラージュ要員でオマケらしいけど。

「あれ？　真香ティーのお昼ご飯、どうしたん？　いつもの草は？」

「草って。でも、サラダじゃないんですね。普通のお弁当だ」

　真香先生の前には、ちんまりとしたお弁当箱が置かれている。

　雑穀米らしいご飯と、おかずはミニハンバーグ、玉子焼き、豆の煮物とサラダ。あとは学食の味噌汁。

　がっつり系ではないけど、以前のようにサラダだけという度を越したストイックさは見当たらない。

「健康のことばかり気にしていたら、食事が楽しめないわよ。好きなものを食べたほうがストレスがなくなって、長生きできるという説もあるわ」

「真ま香かティー、前はきちんと節制しろとか言ってたような？」

「雑穀米を食べてるあたり、まだ意識の高さを捨てられない感もあるね」

「ちょっと、そこの二人。内緒話をするなら、小さい声でしなさい。女子の過度なダイエットは、学校側でも懸念材料の一つよ。教師が率先してきちんとした食事をしないとね」

　真香先生は、澄ました顔でお弁当をぱくぱく食べている。

　好きでもない草を嫌そうに食べられるよりは、こっちのほうがいいな。

　先生は、本格的に高たか嶺ねの花はなを返上するつもりらしい。

　体育祭で制服コスプレを披露してから、だいぶ吹っ切れたみたいだなあ。

「それに、わたしは頭を使ってるから。脳はエネルギーを大量に消費するのよ。多少食べたってスタイルに影響は出ないわ」

「あたしだっていつも無駄に騒いで動き回って、カロリーはがっちり消費してるもん」

「勉強して消費してくれないかしら……体育祭は終わったのだし、お祭り気分は終わりにしてほしいわね」

「うぇー、あたしとしては年中お祭りでもいいくらいなのに。のー・もあ・すたでぃ！」

「教師の前で堂々とよく言うわね。また、いいところに行きたいの？」

「ぎゃーっ、痛くしなくてもやだー！　勉強もヤだけど、真香ティーのお説教も怖こわい！」

　前に、縫ぬいが食堂で騒いで真香先生に連行されたことがあったっけ。

　あのあとどうなったのか、縫は固く口をつぐんでいる……怖い。

　などと考えていると、ピンポンパンと音が響いた。

『生徒のみなさん、こんにちは。本日の校内放送は、一週間後に迫った生徒会役員選挙の立候補者の発表を行います。大事な選挙ですので、できる限りご覧になるようにお願いします』

「ん？　ああ、そうか。もう生徒会選挙、始まるんだね」

　学食に置かれた大型液晶ＴＶテレビに、放送部員らしき女子生徒が映っている。

　ウチの校内放送は校内ＬＡＮだかを使って、映像を流せるシステムだ。

　部活の主将や表彰された生徒なんかが、たまにインタビューされたりもしてる。

　しかし、体育祭から間を空けずに選挙とは、毎年のことながら慌ただしい。

「ふーん、去年はかいちょもこういうのに出たの？」

「出てたよ。縫は見てなかったの？」

「あははは、あたしはＴＶに映る側だからさ。まあ、校内放送なんてぶっちゃけつまんないし！　寝てたんじゃないかな」

「寝てたんだろうね……ま、僕も今年の選挙は関係ないし、興味ないのは同じだけどね」

　去年の生徒会選挙は、〝劣勢の外部生〟陣じん所しよカレンの応援で参加してたからなあ。

「教師は、選挙にはあんまりタッチしないんですよね？」

「生徒会は文字どおり生徒の組織だもの。といっても、生徒会にも顧問の先生がいらっしゃるから、その方は選挙中はお忙しいでしょうね」

「なるほど」

　とにかく、真ま香か先生は選挙にはノータッチらしい。

『なお、今年度の選挙は副会長への立候補者がいないため、生徒会規約第四節55条に基づき、選挙後に新生徒会長からの指名で任命されることになります』

「あたしが副会長に立候補してれば選挙なしで当選してたのかー！　失敗した！」

「一応、対立候補がいなくても信任投票はあるんだぞ。未いまだかつて、信任投票で落選した生徒はいないらしいが、最初の前例をつくられても困る」

「かいちょ!?　いきなり出てきてディスられた!?」

　僕らのテーブルのそばに、カレン会長が苦笑しながら立っていた。

「会長も、ここでお昼ですか？」

「馬鹿を言え、そんな贅ぜい沢たくができるか。飲み物をもらいにきただけだ。そうしたら、見知った顔が並んでたからな」

「ま、座りなさい陣所さん。あなたも自分の後継者に興味はあるでしょう？」

「では、失礼します」

　おお、真香先生がカレン会長に同席をすすめてる……！

　以前の先生なら、僕に近づけないために番犬のようにキャンキャン吠ほえただろうに。

『では、生徒会長の立候補者を紹介します。二年Ｄ組の新しん望ぼう縁えん里りさんです』

　スタジオに、制服姿の縁里が入ってくる。

　正式な場だからなのか、まだ暑いのにきっちりとブレザーを着ている。

『二年Ｄ組、女子テニス部所属、現生徒会会計の新望縁里です。このたび、生徒会長に立候補させていただくことになりました。この一年、陣所カレン会長のもとで生徒会運営にかかわり、会長からの薫くん陶とうを受け──』

「しょっぱなから、カレン政権の継承路線を打ち出してきたなあ」

「生徒会にはたいした権限はないからな。継承もなにも、似たようなことしかできない」

　カレン会長は、紙コップの飲み物をすすりながら苦笑してる。

　あの紙コップの中身は、また白さ湯ゆかな？

「でも、割とみんなちゃんと見てるわね。教師のわたしが言うのもなんだけど、候補者の政見放送なんてあまり興味を持つものでもないのに」

「今、縁里は時の人ですから」

「やっぱり、新しん望ぼうさんが体育祭であんな目立つ格好してたのは、生徒会長選挙の勝利のためだったのかしら」

「真ま香か先生も気づいてましたか。先生、踏み台にされましたね」

「あの子、わたしを尊敬してるみたいなこと言ってたのに、本当に計算高いのね」

　意外と真香先生は穏やかで、演技している風でもなく、落ち着いてる。

　この人がイカレ気味になるのは僕絡みのときだけなんだよな。

「まあ、そう悪者扱いしないでください。新望はテニス部の練習も大変なのに、会計の仕事もきちんとこなしているのですよ」

　カレン会長は、部下をかばうスタンスらしい。

　縁えん里りを生徒会室で見たことなかったけど、仕事は持ち帰りでしてたのかな……。

「縁里は堂々としたもんだなあ。校内放送とはいっても、よくカメラの前であれだけしゃべれるなあ」

「でもさあ、えんりんの政策ってあんま面白くないね。真面目すぎるっていうか」

「真面目すぎて悪かったな。真面目でいいんだ。聖せい華か台だいの生徒は馬鹿じゃない。学食に高級レストランのシェフを招くとか、男子向けにグラドルの握手会を行うなんて突とつ拍ぴよう子しもない話を打ち出しても、逆にしらけるだけだ」

「グラドルの握手会はしらけないよ！　実現も可能だよ！」

　縫ぬいの戯ざれ言ごとはともかく、周りの反応を見る限りでは縁里の演説はなかなかウケがよさそうだ。

　昨日、体育祭で真香先生と熱戦を繰り広げたばかりというのも効いてるんだろう。

　むしろ、それが一番のポイントかも。

　本当に縁里は上う手まくやったなあ……別に悪い奴やつじゃないし、あの計算高さは生徒の味方である限り頼もしい。

「ただ、あいつ教師側だからなあ。教師と一緒になって僕を弾圧するんじゃないだろうか。そこは、カレン会長と路線が違いますね」

「彩さい木ぎ慎まこと、そんなことを心配してるのか。私も教師と対立路線を打ち出してたわけじゃないぞ。教師に問題があれば、生徒会が生徒の味方になっていただけだ」

　カレン会長は、生徒の間に教師への反抗的な空気があったのを利用して、選挙を戦った。

　教師嫌いで有名な僕が旗印として担ぎ出されたわけだ。僕、気づいてなかったけど。

「それに、私の路線を丸ごと継承する必要はない。独自路線の一つもないなら、私が卒業するまで続けてもいいくらいだ」

「え？　会長、院政も大御所もやるつもりないんですか？」

「彩木慎は人をなんだと思ってるんだ！　新望を特に応援するつもりもないぞ！」

「え？　そうなんですか？　可愛かわいい部下をプッシュするつもりなのかと」

「現役の生徒会長が選挙に直接口出しするのは御法度だ。それに、今回の選挙は──個人的に関わりづらいしな」

「……え？　どうしてですか？」

「ん？　だって、それはそうだろう……って、もしかして彩さい木ぎ慎まことは知らないのか？」

「知らないってなにを──」

「あああああああああああああああああああああああっ!?」

　突然、縫ぬいがひっくり返ったような大声を出した。耳がキーンとする。

「な、なんなの、縫。隣でそんな大声出さないで」

「だ、だって、あれ……」

「あれって、なに……えええええええええええええぇっ!?」

　いつの間にか縁えん里りの演説が終わり、二人目の候補がスタジオに入ってくるところだった。

『一年Ａ組、帰宅部、初等部から高等部まで生徒会経験一切なし。彩木美み春はるです』

「…………ひょっとして僕、寝てる？」

「いやいや、めっちゃ起きてるよ！　画面に映ってるの、間違いなくみはるんだよ！」

　だよね……兄の僕が見間違えるわけがないよね。

『今回の選挙、生徒会長に立候補しました。一年生ですが、負ける気は毛頭ありません』

　表情が乏しいのはいつもどおりだけど、縁里に負けないくらい堂々とした態度だ。

　普段は適当に結んでる髪を背中に下ろして、くせっ毛もきちんと整えている。

　あれ、ウチの妹ってあんなに美人さんだっけ……？

　長くてしっとりと濡ぬれたような黒髪を下ろしているのは、僕がよく知っていて、よく知らない美少女だった。

「な、なんかみはるん、すげー可愛かわいい……ま、待って、可愛いだけが取り柄のあたしを追い抜かないで！」

　縫の戯言ざれごとはともかく、兄の僕ですら目を奪われてしまう。

　周りの生徒たちも「え、誰？」「いや、ほら彩木の妹だよ」「あの問題児の？　もっと眠たそうな子じゃなかったっけ？」「遂ついに俺の嫁候補現れた？」とか、ずいぶんと騒いでいる。

「妙だな、普段と雰囲気がだいぶ違うのに服装だけはいつものままか」

　カレン会長に言われて、僕も気づいた。

　一応、縁里と同じくブレザーを着てるけど、下はおなじみのパーカーだ。もちろん校則違反。

『服装についても、私には後ろめたいことはなにもありません。むしろ現代の事情に即さない校則に問題があると思っています。社会に出てからはもちろん、大学生活でも服装のセンスは重要になってきます。生徒の大半が進学する聖せい華か台だいで、センスを磨く機会を奪う窮屈な校則が間違っているんです。私は、時代に即した進歩を目指します！』

「いきなりぶち上げてる……」

　なんと言おうが、今は校則違反なのは間違いないからね？

「美み春はるさん、彼女らしくもなく体育祭で張り切ってたけど、もしかしてこのために顔を売ろうとしていたのかしら？」

「……………………」

　さすが真ま香か先生、鋭い。兄の僕より先にそこに気づくとは。

　そう考えれば、一年の活動量が体育会系の一日の運動量にも及ばないレベルの美春が、体育祭で奮闘していたことも頷うなずける。

　縁えん里りのエキシビションを気にしてたのは、選挙のライバルになるとわかっていたからか。

　ていうか、怠惰の化身である妹が、なぜ生徒会長なんかに立候補するの？

　ヤバい、誰よりも妹のことをわかってるはずだったのに、美春がなにを考えているのか全然理解できない……。







　生徒会長選挙に、まさかまさかのダークホース現る──！

　校内に衝撃が走った──というほどでもない、実は。
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　そりゃそうだ。大前提として、生徒の大半が生徒会の人事に興味がないっていうのがある。

　去年の生徒会選挙では、美人候補者のポスターが次々と盗まれたり、穏やかじゃない事件も起きたけど、あれはイレギュラーだろう。

　ただ、僕には選挙なんて無関係──って傍観を決め込めなくなった。

「美み春はるーっ！」

「お兄ちゃん、おかー」

「おかー、じゃない！」

　帰宅すると、美春は当然のように制服姿のままでソファに陣取って──いるけど、いつもとちょっと違う。

　ソファに深く座り込んで、膝に載せたノートＰＣをぽちぽちいじってる。

「ていうか、帰ってていいの？　選挙対策とかは……」

「校内を回ってアピールとか、ドブ板選挙みたいなことはしないよ。昔、どっかの知事がほとんど選挙活動せずに当選したことがあったんだって」

「それって元から知名度の高いタレント候補だったんじゃ……？」

「とりあえず、宣伝用の画像をつくって、ＳＮＳで情報を拡散する。今時の高校生は景色見てるよりスマホ眺めてる時間のほうが長いよ」

「それはちょっと極端なご意見じゃないかな……」

　ノートＰＣをいじってるのは、宣伝用の素材をつくってるわけか。

　いくらＳＮＳ時代とはいえ、それだけで生徒会選挙を戦えるの……？

　カレン会長の選挙のときは、放課後に校門の近くで演説をしたりビラを配ったりしてた記憶がある。

　というか、縁えん里りは今日からさっそくそれを始めていた。

「ほら、これ。縁里のビラもらってきた。ライバルはもう動き出してるよ。選挙期間ってたった一週間しかないんだよ？」

「あれ？　お兄ちゃん、美春の応援してくれるの？」

「……その前に、訊ききたいことが山ほどあるけど」

「山は答えるのが面倒くさいな。おにぎりくらいにしてほしい」

「おにぎりって」

　三角っぽいくらいしか共通点ないでしょ。

「なんでいきなり生徒会長なの？　しかも、一年生で」

「一年生の生徒会長は前例もあるらしいよ。規則上も問題ないし、オールクリア」

「う、うーん……そりゃ一年生じゃできないってこともないだろうけど……」

　聖せい華か台だい学院は、初等部からのエスカレーター式。

　高校一年生というより、聖せい華か台だい十年生みたいなところはある。

　ただ、高等部と中等部でも年間行事なんかは全然違うし、生徒会が関わる部活や委員会も別物だ。

「みんな、生徒会への関心が薄いっていっても、一年生に任せるかどうかってなると話は別なんじゃない？」

「生徒会長は、だいたいみんな一回しかやんないよ。陣じん所しよ会長さんだって、これが人生で最初で最後の生徒会長でしょ？　元から運営手腕があるわけでもないし、一年生だろうが三年生だろうが同じだよ」

「それもそうか……って、それ以前の問題だよ！」

「おにぎり分なら、今の答えで終～了～にしたいとこだね」

「そもそも！　なんで美み春はるが生徒会長なのさ!?　そういうの一番嫌がるタイプでしょ！」

　自宅ではお気に入りのふかふかソファに固定されたように動かない、前世はナマケモノですみたいな妹が！　よりによって生徒会長！

「お兄ちゃん……人生、嫌なことを避さけてばかりじゃいられないんだよ」

「そのとおりだけど、美春が言うと恐ろしいほど説得力ないね」

　両親がともに家を空けるようになってから数年、僕が面倒な家事を全部やってきたんですけど？

「いいじゃん！　お兄ちゃんは、美春が生徒会長になるの反対なの!?　美春の味方は、くーちゃんとかごめだけなの!?」

「いきなりエキサイトしないで。くーもかごめも高等部の生徒会には関係ないでしょ……ていうか、かごめとは敵対してるんじゃないの？」

　そのかごめは、いつものようにソファのそばで丸くなってる。

「かごめとは何度も拳を交えた仲だからね。友情が芽生えたんだよ」

「一方的に美春がドツかれてたような……いやいや、そんなことはいいんだよ。そうじゃなくて……そりゃ、美春の応援はするけどさ」

「ううん、別に応援はいらない」

「あれぇ!?」

「今回の美春は、クリーンに選挙を戦うつもりだから」

「僕がダーティな活動ばかりみたいに」

　春からこっち、何度も暗躍はしてるけど、法に触れるようなことはしてないよ。たぶん。

「冗談だよ。でも、美春はお兄ちゃんに頼りきりで今後ともよろしくお願いしますだけど、この選挙だけは美春の力で戦い抜きたいんだよ」

「……………………」

「大丈夫、こう見えても美春は友達多いから。主にネットに」

「変な人とは繋つながらないようにね……」

　疑うたぐり深ぶかいお兄ちゃんは、ネットの人脈はあまり信じないタチなので心配です。

「ネットでウチの生徒と接触して味方に引きずり込むんだよ。大丈夫、彩さい木ぎ慎まことの妹に変なちょっかいかける男子はそうはいないよ」

「僕、学校でどう思われてんの？　いや、それよりネットで仲間なんて集められるの？」

「もうけっこうな数が集まってるよ。でも、今はしんぼー先輩が全然優勢だからね。これをひっくり返すには、先輩と同じ戦い方じゃダメなんだよ」

「美み春はるも体育祭で目立ったけど、縁えん里りには及ばないだろうね。真ま香か先生まで上う手まく利用した感もあるし」

「そーゆーこと。お兄ちゃんは美お味いしいご飯と献身的な家事雑用、お兄ちゃんカードの限度額引き上げ、イタリア人が認めないパスタとドイツ人がツンデレるソーセージと中国人が爆買いする餃ぎよう子ざを買い集めに行くって形でサポートしてくれれば、他に望むことはないよ」

「そりゃ、そんだけやってもらえば他に望みはないだろうね！」

　自分で頑張る的なことを言ってる割に、要求が多いじゃないか、妹よ。

「ホントになんで、いきなり生徒会長なの？　権力がほしいの？」

「長いこと省エネで生きてきたからね。たまにはエネルギーを発散しようと思っただけだよ。それに、美春は自分の力でこのパーカースタイルを守り切る！」

「そのパーカー、そんなに大事だったんだ!?」

　いや、嘘うそだろ。全然本心をしゃべってないことは、兄でなくてもわかるぞ。

　美春の行動、あまりに謎すぎて推測することすらできやしない……。







「真香先生、相談があります」

「いきなりあらたまってきたわね」

　夕食の片づけが終わったところで、お隣から物音が聞こえてきた。

　まるでストーカーのようだけど、気にしないことにして突撃隣の晩ご飯。

　いや、ご飯はいらないけど、チャイムを鳴らすと真香先生はすぐに出てきてくれた。

　リビングに通されると──

「まだ九月なのに、コンビニってもうおでん出てるのね。日本から美しい四季が失われつつあるのかしら」

「コンビニで四季を感じるのって、風情があるんだかないんだか……」

　真香先生は、ローテーブルにコンビニのおでんのカップを置き、もぐもぐと食べていた。

　大根にこんにゃく、はんぺん、白滝に牛すじ、ウィンナー。定番の卵が二つ。けっこう多いな。

「ていうか、お食事中にすみません」

「いいのよ。食事ってほどのものでもないし。彩さい木ぎくんを見ながらだと、食事が進むわ」

「もうオカズにされるのも慣れましたよ」

　美人教師のオカズにされる男子高校生。夢がある……？

「もちろん、美み春はるさんの話よね？」

「もちろん、美春の話です。どう思います？」

「ざっくりした質問ね。生徒も質問に答えるばかりじゃなくて、質問する側に回る授業も必要だとかねがね思ってるのよ」

「先生の学習計画については、今後の研究を待ってもらうとして」

「あら、冷たい。でも、確かに生徒会長に立候補したのは意表をつかれたわね。まだ天あま無なしさんが立候補するほうが頷うなずけるわ」

「縫ぬいは知名度はバツグンですから、立候補したら縁えん里りにも普通に勝てそうですね」

「天無さんが当選したら、わたしがどんな手を使ってでも辞退させるけどね。あの子に生徒会を好きにされたら、最終的には特殊部隊が生徒会室に突入してきそうだわ」

「むしろ選挙中に、歴史を変えるためにサイバーダ●ン社のサイボーグが未来から送り込まれてきそうですね」

　言いたい放題だけど、イジられるのが縫のキャラだから。

「そう考えると、出馬したのが美春さんだからまだ最悪の事態は避さけられたわね。でも、彩木くんにとっては最悪ではなくても、予想外だったみたいね」

「予想外なんてものじゃないですよ。飼ってた猫が実は虎だったみたいな意外さですよ。あ、お茶のおかわりいりますよね？」

　僕はローテーブルに置かれてたペットボトルを持って、真ま香か先生のカップにお茶を注そそぐ。

　夏休みに先生のお世話をしていたせいか、ナチュラルに忠義を尽くしてしまう。

「ありがとう。でも、妹なんてそんなものよ。妹をいつまでも小さい子供のように思ってるから、急に大人びた行動を取られると受け入れられないのよ。もし、天てん華かがカレシを連れてきたら、わたし一週間は食事が喉を通らなくなる自信があるわ」

「う、うーん……リアクション大きすぎな気もしますけど、否定もできないですね」

　美春がカレシを連れてきたら……お兄ちゃんは許しませんよ。

　いや、美春は僕を──って、それは置いとくとして。

「ああ、美春さんの話だったわね。驚くのはわかるけれど、かまいすぎないことよ。それに、生徒会長に立候補するのは悪いことでもないでしょう？」

「ええ、ナマケモノの化身のように生きられるよりはずっといいです。ただ……なんであんな行動に出たのかが、気になって気になって」

「わたしの前で、そんなにシスコンを全開にされても困るわね」

　はっ……!?　先生の身体からだから闇のオーラが微妙に!?

　しまった、たまに美み春はるがＳＩＤシドメンバーだってことを忘れちゃうな。

「ま、いいわ。なんにしても、美春さんは彩さい木ぎくんを頼ってきてないのでしょう？」

「あれ、それ説明しましたっけ？」

「頼られていたら、どうやって当選するかを相談しにくるでしょう。そうじゃないなら、君はまだ美春さんの目的を知らないということだわ」

「はい、そのとおりで……正直、当選したほうがいいのか悪いのかも判断つかないです」

「悪いってことはないでしょう。美春さんは、やる気がないだけで元々能力は高いのだしね。当選に必要なのは人気だけれど、生徒会長に必要なのは事務作業の能力よ？」

「……うーん、美春って校内の人気はどうなんですかね？」

「一年生女子の一番人気よ」

「ええっ!?　そ、そこまで!?」

　今年もポスターの盗難事件が続発する……？

「三年の陣じん所しよカレン、二年の天あま無なし縫ぬい、一年の彩木美春が高等部の人気トップ３よ。天てん華かは校内ロリ巨乳業界ではぶっちぎりトップね」

「学校にあってはいけない業界ですね！」

「新しん望ぼう縁えん里りさんも、天無さんと二年生のトップを争うほどの人気ね。胸のサイズとグラビアのおかげで天無さんがかろうじて勝ってるわ。ウチは名門で、女子に知性を求める男子も多いから、成績優秀な新望さんの人気もかなり高いのよ」

「知性って」

　縫のＩＱが３しかないみたいに。

「それに、やはり生徒会役員経験者っていうのは大きいわ。彩木くんも、去年同じような候補を敵に回したんだから、よくわかってるでしょう？」

「そうなんですよね、生徒は生徒会長なんて誰でもいい……だからこそ、無難にこなしてくれる人材に票を投じやすい……」

　生徒会役員選挙は、人気投票であると同時に、〝自分に代わって面倒くさい仕事をちゃんとやってくれる人〟を選ぶイベントでもある。

「彩木くんが美春さんを当選させたいなら、体育祭で新望さんを完膚なきまでに叩たたきのめすべきだったわね。わたしが、二度とテニスができない身体になってもいいから、百二十パーセントの力で──」

「だから、そういう無む茶ちやはやめましょう！　ひより先生も真ま香か先生が無理ばかりしすぎって心配してましたよ！」

「彩木くんハーレムにひより先生が加わりつつある件について」

「僕のハーレムに先生は二人もいませんよ！　いえ、ハーレムなんてないですけど！」

「今、聞き捨てならないツッコミが入ったわね……」

　あ、真ま香か先生の目が据わってる。美人なだけに怒ると怖こわい。割とよく怒るけど。

「まあいいわ。美み春はるさんが頼ってこない以上、君が手を貸すべきじゃないわ。甘やかすだけが愛ではないのよ」

「愛って。いえ、でも僕はあたたかく見守るのが正解なんですよね……」

「あたたかい必要はないわよ？　むしろ、これを機に美春さんとは大いに距離を取るべき。なんなら、ウチに引っ越してくる？　パパ──お父さんの部屋を片付けて……」

「お父さんが気の毒すぎます！　だいたい、この家には空き部屋もあったでしょ。いえ、引っ越すつもりはないですけど！」

　夏休みの介護生活で、藤ふじ城き家の間取りは把握してる。

「あら、残念。念のために釘くぎを刺しておくけど、彩さい木ぎくんが選挙活動に手を出してはダメよ？　生徒会長の選挙なんて、ワイロも根回しも通じないわよ？」

「なにを疑ってるんです……？　そんなコネも資金もないですよ」

　僕がこれまでやってきた暗躍なんて、情報を操作した程度の可愛かわいいものだろう。

「ジトジト……」

「新手の擬音ですね。美春だって幼稚園児じゃないんですから、頼まれない限り、兄の僕がノコノコ顔を出しませんよ」

　真香先生は僕が妹に甘いから、裏で美春を助けようとするのでは、とお疑いらしい。

「なんにしても、彩木くん以上にわたしがこの件に手を貸すわけにはいかないわ。教師が特定の候補に肩入れしたら、問題になってしまう。たとえ問題にならなくても、フェアではないでしょう。生徒会役員選挙は、生徒同士の戦いよ」

「そ、そうですよね……」

　真香先生は、生徒会長経験者でもあるんだから、頼りになると思っちゃってた。

「わたしが君のカノジョ先生であっても──いえ、だからこそ不正はできないのよ」

「はい……」

「それに、今の時点であまりアタフタしても意味はないと思うわよ？」

　真香先生はなぜか遠くを見て、ちょっと首を傾かしげている。

「先生？　でも選挙期間は短いですし、僕が協力するなら早めに動かなきゃと思って」

「……ええ、そうね。まあ、無理に動かないほうがいいのは確かよ」

　真香先生は、今度は僕をじっと見つめつつにっこり笑う。

「というわけで、体育祭も終わったのだし、自由の身を噛かみしめましょう。わたしたち、やっと人に言えない関係になったんだから、もっと楽しまないと」

「ん!?　ちょっと、真香先生、なにを企たくらんでますか!?」

「エロいことよ」

「きっぱりと！　妹をほったらかして遊ぶのも気が引けるんですけど！」

「そういう遠慮は日本人の悪いところね。君が遊ばなかったら、美み春はるさんが当選するわけじゃないわよ」

「日本人の気き質しつとは関係ないと思いますけど……」

「カノジョ先生なのよ！」

　真ま香か先生は、おでんをつついていたハシをバシッとテーブルに叩たたきつける。

「カノジョ先生になってと言ったからには、釣った魚にエサをくれないと困るわ！」

「その言い方もいかがなもんかと！」

　カノジョ先生になったんだから、僕も変わるべきだとは思うんだけど。

　真香先生とは、恋人同士でもしないようなことをとっくにしちゃってるからね……。

「ふふふ、安心して。今すぐ取って食うわけじゃないから。楽しみにしてなさい」

「えー……」

　真香先生の邪悪な企たくらみに怯おびえつつ日々を過ごすことになるのか。

　ただでさえ美春の選挙が気になるのに、相変わらず僕に安息の日々は訪れない。







　学校帰り、赤いフィアットに誘拐された。以上。

　もはや手順を説明するのも面倒なくらい、当たり前のイベントになってしまった。

「……って、また運転荒い！　教頭先生に注意されたのでは!?」

「ケガも完全に治ったし、もう事故の件も世間に忘れられたもの。いつもどおりの運転をしないと、ストレスがたまるわ！」

　真香先生はご機嫌で見事なハンドルさばきを見せ、アクセルを踏み込んでいく。

　カーブで右に左にと激しく揺さぶられ、直線ではエンジンが唸うなりを上げている。

　時速88マイルで１・21ジゴワットの電流が流れて時間移動しちゃうんじゃない？

「今すぐ取って食わないとか言ってた割に、昨日の今日じゃないですか……」

「自慢じゃないけど、わたしは仕事は早いほうなのよ」

「車も速いですけどね……」

「ふふふ、修理に出して結果オーライだったわね。エンジンもご機嫌で、このまま二人でどこまでもいけそうね」

「今ほど住んでるのが島国でよかったと思ったことはないですよ……」

　アレクサンドロス大王の遠征みたいに、世界の果てへと向かわれても困る。

「ん？　でもまだ五時過ぎですよ？　先生、たまに変に早く仕事終わりますね？」

「たまには九時五時で仕事済ませないとね。だらだら残業すればいいってものじゃないのよ。むしろ、有能なら夕方には仕事終わるわ」

「…………」

　この仕事中毒の権ごん化げが自発的に夕方五時で仕事を終わらせるわけない。

　たぶん、働き方リフォーム的な理由で、たまには定時退勤しなきゃいけないんだろう。

　車内では、時間移動の名作映画の話に始まって、字幕派と吹き替え派、さらには原語で観賞派などについての熱い議論を交わしつつ、しばらく走って──

　あれ、もう日も暮れてきたけど──なんか景色が見慣れたものに？

　ていうか、ここって。

「先生……？　ここ、ウチの近所では……？」

「どう見てもそうね。いいドライブだったわ」

「ドライブだったんですか!?　やたらと走ってるから、また遠くへ拉致られるのかと！」

　普通に家に帰ってきてるじゃん！

「拉致るだなんて物騒ね。せっかく、カノジョ先生になったのだから、ドライブデートをしたっていいでしょう。なんでもない話で盛り上がるのも楽しかったわ」

　真ま香か先生は楽しそうに運転して、マンション地下の駐車場に滑り込んでいく。

「さて、ドライブデートの次はと──」

「え？　まだ続きが……？」

「お楽しみはこれからよ。美み春はるさんのことは、京けい御みさんにお願いすればいいでしょう」

「あー……美春、今日は選挙スタッフと打ち合わせらしいんですよね」

　選挙はＳＮＳを使って戦うといっても、美春一人では宣伝しきれない。

　でも、あの美春が打ち合わせなんて……中等部の卒業式の日すら、打ち上げをスルーして家に直行、ソファに直行してたあの子が！

「なにか感かん極きわまってるみたいだけど、なおさら好都合ね。わたしの部屋にいらっしゃい」

「え、それって……」

「そう、いわゆるお家うちデートよ♡　準備は既に済ませてあるわ」

「本当に仕事早いですね！」

　彩さい木ぎ慎まこと誘拐事件は計画的犯行だった……？

　なーんて、今さら驚くことでもないね。

　真香先生はたまにポンコツで抜けてるけど、基本的にはソツのない人なんだから。







　ちょっとだけ待っててね、というので自宅で待機することにした。

　カノジョ──じゃない、カノジョ先生の家がお隣というのはたまに便利だ。

　もう夕方六時を過ぎているというのに、美春はまだ帰宅していない。

　高校一年生女子が六時に帰ってないなんて、珍しくもなんともないだろう。普通なら。

　お家うち大好き、自宅マンション前のコンビニすら面倒くさがって兄を送り込む美み春はるがこの時間帯に家のソファにいないというのは空前絶後のことなのだ。

「あ」

　なんて、妹の成長に感じ入っていると、ポンとＬＩＮＥが来た。

　もちろん、真ま香か先生からのお誘いのメッセージだ。

　ぼーっとしてたけど、着替えくらいしておけばよかったな。

　お隣の藤ふじ城き家のドアは鍵がかかっていなかった。

「お邪魔します」

　もう勝手知ったる藤城家だ。いつの間にか、僕専用のスリッパさえ用意されている。

　そのうち、僕の歯ブラシが洗面台に置かれたりするんじゃないだろうか。

　ごく稀まれに帰ってくるという真香パパがそれを見たらどう思うだろう。

「彩さい木ぎくん、こっちよ。どうぞどうぞ」

「あ、はい」

　リビングから声がして、そちらへ向かう。

「……なんですかこれ!?」

　すっかり見慣れたリビングに一歩入るなり、フリーズしてしまう。

　いや、リビングが見慣れない姿になっているというか──

「さ、遠慮なく。座って座って」

「いやいや、僕のツッコミはスルーですか!?」

「そんなに驚かなくても。ゲストをおもてなしするんだから、きちんと準備するわよ」

「準備万端すぎでしょ……」

　リビングには、見たことのない高そうなテーブルと椅子が運び込まれ、ご丁寧に白いテーブルクロスまで引いてある。

　部屋は薄明かりで、テーブル上にはキャンドルが灯ともって妖しげなムードが。

　そして、ゲストをおもてなしするホスト役の真香先生は──

「先生のその格好もなんですか……？」

「前に言ったでしょう、大人の魅力で勝負するって♡」

　にっこりと真香先生は微笑ほほえむ。

　いつもバレッタで留とめている長い茶髪をアップにして、花の形をした飾りをつけている。

　普段は、ストレートにしているか、ざっくり後ろで結んだ髪型くらいしか見ないので、これは新鮮だ……。

　片方の肩が出た白いドレス──イブニングドレスとかいうやつかな。

　スカート丈はロングで、いつもより露出度は低いくらいだけど、なんともいえない色気が漂っている。

「ふふふ、脱げばえっちっていうのは考えが浅いわよね」

「その考えが浅いこと、山ほどやってきませんでした？」

「わたしは大人だから、こういうシックな服装のほうがドキドキするでしょう？」

「…………」

　まったくそのとおりなんだけど、認めるのは悔しい。

　あと、認めると真ま香か先生が歓喜して襲いかかってくる可能性すらある。

「え、えと……この料理はなんです？　やたらと高級そうですけど」

　僕が見たことのない、オシャレな肉料理、魚料理、サラダやスープが並んでいる。

　以前、真香先生に連れ込まれたホテルで食べたルームサービスの料理よりもさらに高そうだ。

　飲み物はさすがにワインなんかじゃなくて、ノンアルコールみたいだ。

「フレンチだってケータリングできるのよ。もちろん、お値段はそれなりだけど」

「大人らしさの演出のためだけにそんなお金を!?」

　たぶん、このテーブルや椅子もレンタルだろうけど、けっこう高そうだよ！

「聖せい華か台だいでは中等部から高等部まで、マナー教室をやってるでしょう？」

「え、ええ。洋食とか和食のテーブルマナーとか、あと茶道もやったことありますね」
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　聖せい華か台だいは良家の子女が多いので、行儀作法も熱心に教えているのだ。

　僕はかしこまった席は苦手だけど、ウチのクラスにはもっと苦手な奴やつがいる。

　天あま無なしっていうんだけど。

「今回は、カップル同士でフレンチをいただくときのマナーを教えるわ。これは、将来的にも役立つ〝教育〟ね」

「た、確かに学校のマナー教室はカップルの食事は想定してませんけど……」

「聖華台の子なら、高い社会的地位に就く可能性も高いわ。経済力があれば、交際相手を高級なお店に連れ込むことが多くなるでしょう？」

「連れ込むって。まあ、いざとなるとテンパっちゃいそうですね……焼き肉屋や寿す司し屋やでの先生みたいに」

「二人きりでの食事のマナーは学んでおいて損はないのよ」

　あ、僕のいらん一言はスルーされた。

「エスコートしなさいとは言わないわ。さあ、冷めないうちにいただきましょう」

「ああ、そうですね」

　テーブルの上の料理はお肉や魚がえらく小さくてお上品だけど、美お味いしそうではある。

　彩さい木ぎ家は別に上流階級ではないので、フレンチとは無縁だ。

　両親に何度か連れて行かれた海外では、食事はにぎやかな大衆料理のお店が多かった。

　なんとかマナーを思い出しつつ、真ま香か先生と向き合って食事を始める。

「……あれ？　真香先生、ちゃんと食べてますね？」

「君、わたしをなんだと思ってるの？　わたしが苦手なのは自分で注文したり焼いたりで、お料理が目の前に運ばれてくれば、お行儀よく食べられるわよ」

「なるほど……」

　考えてみれば、食事のマナーなんかは真香先生の得意分野か。

　高たか嶺ねの花はなが、ナイフとフォークでカチャカチャ音を立てたり、パスタをずるずるすすったりしたら、興きよう醒ざめだもんね。

「長いこと、上う手まく化けてきたもんだなあ……」

「ちょっと！　独り言、独り言のボリュームが大きいわよ！」

「あ、すみません。いえ、感心してたんですよ」

「そんなことで感心されても嬉うれしくないわね……」

「でも、この料理の注文はできたんですね。僕、この魚料理の名前なんて想像もつかないですよ」

「と、当然よ。これでも大人だから。焼き肉やお寿司は慣れてなかっただけで……」

「ああ、ググったんですね。お店でメニュー見ながら注文するよりは落ち着いてやりやすいですしね」

「全部見抜かないでくれるかしら！」

　そうは言われても、真ま香か先生がわかりやすいんです。

「……あら？　彩さい木ぎくんもきちんとマナーできてるわね？」

「マナー教室の成果が出てるんですかね。これなら、いつかＳＩＤシドの誰かとフレンチ食べに行っても大丈夫ですね」

「ああ、ようやく彩木くんともお付き合いできたわけだし、そろそろＳＩＤを壊滅させてもいいわね」

「壊滅!?」

「秀ひで吉よしは家いえ康やすを殺せなかったし、項こう羽うも劉りゆう邦ほうを殺せなかったから、息子や自分が破滅することになったのよ。やるべきことをやるべきときに、強引にでもやり遂げておくのよ」

「歴史の先生みたいな例を出してきますね！　別にＳＩＤが健在でも真香先生が破滅することはないですよ！」

「あの泥棒猫たちは一人たりとも油断できないわ。たとえ、わたしと君が付き合っていると明かしても引き下がらないでしょうね。そんな可愛かわいげ、あの子たちにはないわ」

「……もしもの話ですけど、僕がＳＩＤの誰かと付き合い始めたら、真香先生は引き下がります？」

「可愛く略奪するわ」

「形容と行為に大きな矛盾が！」

　いやまあ、わかってたけどね。真香先生が引き下がるなんてありえないって。

　とりあえず、僕も真香先生もボロを出すことなく、無事にデザートまで食べ終える。

「ふー、ごちそうさまでした。美お味いしかったです」

「楽しんでくれてよかったわ。会話も弾んだし、いいディナーだったわね」

「弾んだ……んですかね。壊滅とか略奪とか物騒なワードも飛び出したような」

「手段は問わないわ。もう彩木くんを捉えた以上、手放すつもりはないわよ。ふふふふふ、大人の女の恐ろしさ、これからたっぷりと思い知らせてあげる……」

「まるで悪役ですね！　せっかく今日の先生はめっちゃ綺き麗れいなのに……」

「えっ？」

　あ。

「さ、彩木くんがわたしを綺麗って……綺麗すぎておっぱいにちゅっちゅしたいって」

「後半は幻聴です！」

「あー、無理してあらたまった席を用意してみたけど、やっぱりコスプレしてちゅっちゅしてたほうがいいわねー」

「えらくぶっちゃけてる！」

　大人の女、どこ行ったの！

「いいですよ、たまにはこういうのも。粉々に崩れ去った高たか嶺ねの花はなのイメージがちょっと戻ってきそうですね」

「変な話ね、学校で高嶺の花を少しずつやめてるわたしが、今度は彩さい木ぎくんの前でこんなフォーマルな格好してるんだから」

「高嶺の花の先生も、やっぱり先生の一部ってことですよ。たまになら騙だまされるのもいいかも……」

「…………っ！」

　真ま香か先生は顔を真っ赤にして、身体からだをびくんと強こわ張ばらせると。

　ふらふら～っと、ベランダに面した窓を開けてそのままリビングから出てしまう。

「な、なにしてるんですか、真香先生？」

「……冷却中。体温が42度を超えると脳がやられるのよ」

　なんのこっちゃ。僕もベランダのそばまで移動して、真香先生の後ろに立つ。

　ゆっくり食事をしていたので、外はもう真っ暗になっている。

　今さらの説明だけど、我が家と真香先生の部屋はマンションの七階だ。

　周りは普通の街なので景色が素晴らしいとは言いがたいけど、ベランダはそこそこ広い。

　藤ふじ城き家のベランダにはウッドタイルが敷かれ、プランターも置かれてガーデニングもやってるみたいだ。

　さすが高嶺の花、人に見られそうなところはきっちり美観を整えてる。

「ダメだわ……体育祭のトレーニングをやってたときはまだよかったけど、たまに彩木くんの顔をちゃんと見られなくなる……ああ、どうなってるの？」

「ぼ、僕に訊きかれても……」

　真香先生は僕に背中を向けたままで、どんな顔をしているのかわからない。

　ただ、耳まで真っ赤なんで本気で照れてるんだろう。

「先生、風も強いし部屋に戻ったほうが。というか、スカートがまくれて、その……」

「なっ……！」

　真香先生は慌ててお尻を押さえて、こちらを向いた。

　ドレスのスカート部分がふわふわと舞って、ちらちらと白いパンツとお尻が見えていた。

　真香先生のパンツは、見慣れても刺激の強さは初めて見たときとなにも変わらない。

「な、なんてことなの……おまけにこんな辱はずかしめまで……！　彩木くん、本当に悪い男になっちゃったわね……！」

「いやいや、真香先生が一人で自爆してるんですよ！」

　恥ずかしいのは僕も一緒なんだけど、真香先生がわちゃわちゃしすぎて！

「と、とにかく戻ってください。夏とはいえ、そんな薄着で夜風に当たらないほうが」

　僕は照れつつも真香先生の手を握って、リビングに引っ張り戻そうとする。

「そ、そうね……戻ったほうがいいわね……」

「え、ええ……戻ってください……」

　ふと──僕らは抱き合って、そのまま唇を重ねる。

　ちゅっ、ちゅっとついばむようにキスして、そのまま濃い口づけを──

「んんっ……戻るって言ってるのに……なに、してるのかしら……」

「ほ、本当に……なんなんでしょう……」

　意味のない会話をしつつ、僕らは唇を重ね続ける。

　夜風に吹かれながら、互いに身体からだを押しつけるようにして抱き合い、夢中になってキスしてしまう。

　おかしい、なんで急にこんなことに。

　真ま香か先生がカノジョ先生になってから、むしろ過激な教育は抑えめだったとはいえ……。

　ただ、二人きりで手を繋つないだだけで火がついてしまうなんて。

「な、なんだか……こうしてベランダで情事に耽ふけるなんて、不倫団地妻みたいね……」

「僕、高校生なんでそういうのわかんないです……」

　ここは七階だから、人に見られる心配はない。

　とはいえ、正式なカノジョでもないのに、やりすぎじゃないだろうか……。

「んんっ、んっ、ちゅっ……んんっ……ふぁ……！」

　真香先生は息苦しくなったのか、一度僕から離れた。

　僕は熱に浮かされたようにぼーっとして、先生のほうをちらっと見る。

「あっ……せ、先生っ……！」

「え？　なに……きゃっ……！」

　ドレスの胸元が完全にはだけて、おまけにブラジャーもズレて、ぷるんとおっぱいがほぼ丸見えになっている。

「い、いつの間に脱いだんですか、真香先生……！」

「わ、わたし？　彩さい木ぎくんが脱がしたんじゃないの……？」

　ど、どうなんだろう。夢中でキスしていたせいで、僕じゃないとは言い切れない。

　どちらの犯行なのか、立証は不可能だ……！

「カ、カノジョ先生になったのだし……ちょっとくらいなら、いいわよ……？」

　真香先生の言葉に、僕はごくりと唾を呑のみ込こんでしまう。

　そのまま──吸い込まれるように、真香先生のえっちなおっぱいの頂点に唇を近づけていく。

　綺き麗れいなピンク色で、ちょっと尖とがってるようにも見えるそこは魅力的すぎて──

「さ、彩木くん……息がこそばゆいわ……」

「先生……」

　唇が、ピンクのそれの先端に触れて──

「にゃーんっ」

「「…………っ!?」」

　びくんっ、と二人で後ろに飛とび退すさってしまう。

　ベランダのフェンスの上に──よく見知った白猫の姿があった。

「か、かごめ？　もしかして、隣から飛び移ってきたの？　あ、危ないっ……！」

　かごめは僕の動揺などスルーで、フェンスから下りて僕の足をちょいちょい触ってきた。

「あー、お隣との仕切りって隙間がありますね。ここから入ってきたんでしょうか？」

「え、ええ、猫って頭が通ればどんな隙間も通れるって言うわね。でも、猫をベランダに出すのは危ないわよ」

　ウチのリビングの窓、鍵かかってなかったかな。

　七階だけど、窓の施錠も気をつけないと。

「……あ、そういうことか。もしかしなくても、美み春はるが帰ってきてるの？」

　かごめが、こくこくと頷うなずいたような気がした。

「あ、危なかったわ……こんなところで声を出してたら、美春さんに気づかれてたかも」

「……ですね」

　いいところで邪魔された──と思いきや、かごめのナイスプレーだったのか。

　この猫、美春のソシャゲ課金阻止といい、カンが研ぎ澄まされすぎてる。

　まさか、猫又じゃないよね？　尻尾しつぽは二つに分かれてないよね？

　真ま香か先生は、いそいそと身繕いをしてる。ああ、おっぱいが隠された……。

「じゃあ……続きは、また今度ね♡」

　ちゅっ、と真香先生は僕の頬ほおにキスして恥ずかしそうに言った。

　続きがあるんだ……これ以上先だと、もう行くところまで行くしか……。

　そこまで行くと、カノジョ先生なんて曖昧な関係でごまかしきれないかも。







　我が家の玄関に入ると、美春のスニーカーが適当に脱ぎ散らかしてあった。

　やっぱり、帰ってたのか。

　もちろんかごめは僕が抱いて連れ帰っている。ベランダを通るのは危ない。

「おーい、美春、ちゃんと晩ご飯は食べ──って、あれ？」

　定位置のソファに妹の姿はあった。

　いつもどおり制服姿のまま──上はパーカーだけど──で、スカートの裾は乱れてる。

　美春は、お腹なかにノートＰＣを載せたまま、すーすーと寝息を立てている。

「寝てるのか……」

　僕がかごめを床に下ろすと、白猫は床に転がっているクッションの上で丸くなった。

「美み春はる、寝るならちゃんとお風呂に入って、ベッドで寝なさい」

「ん、んん……めんどくさ……」

「あっ!?」

　美春がソファの上でごろんと寝返りを打つ。

　はずみでノートＰＣが床に落ち、ついでに美春も落っこちそうになる。

「…………っと、セーフ……！」

　僕らしからぬ素早い動きでソファのそばに滑り込み、妹の小さな身体からだを支えて落下阻止に成功した。

　体育祭でトレーニングを受けたのが功を奏したかな……我ながらいい動きだった。

「お兄ちゃん……ＰＣ、大丈夫……？」

「ん？　ああ、大丈夫みたいだよ。でも、あとでちゃんと確認したほうがいいかも」

　目を覚ましたらしい美春が、床に落ちたノートＰＣをぼーっと眺めている。

　いくつか開いているウィンドウを見た感じ、特に異常はなさそうだ。

　ＳＳＤは衝撃に強いしね。テクノロジーバンザイ。

「よかったー……ＳＮＳとよーつべに載せる動画の編集が終わったばっかなのに壊れちゃ困る……」

「大変そうだね。だったら、なおさらソファで寝ちゃダメだよ。お風呂に入って──」

「んーっ、ちゅう……」

「…………っ！」

　なにを思ったのか、美春がいきなりキスしてきた。

　し、しまった……このところイベント続きでＳＩＤシドの猛攻は止まってたけど、新メンバーの詩し夜やちゃん含めてみんなとキス済みだったんだ！

「み、美春！　きょ、兄妹きようだいでそういうことをしてはいけません！」

「あ、普通のツッコミだ」

「創意工夫に富んだツッコミを期待されても！」

　いくら仲良し彩さい木ぎ兄妹でも、マウス・トゥ・マウスのキスはヤバい。

　それに、僕は一応真ま香か先生とお付き合いしてる身なんだから、妹じゃなくても他の女の子とのキスは──

「頑張ってる妹にご褒美くらいいいじゃん。ふぁー……もう一踏ん張りしなくちゃ。お風呂入って、目を覚ましてくるかー」

「……お風呂で寝ないようにね」

　誰かさんがおっしゃるには、自宅で亡くなる人の多くは風呂場で死んじゃうらしいし。

「あ、ちょっと考え事したいから、今日は一緒に入れないや。ごめんね、お兄ちゃん。大好きな妹おっぱいを洗うのはまた今度ね」

「僕が好きで洗ってるんじゃないよ!?」

「へへー、そうなん？」

　美み春はるは不敵に笑って、ふわふわした足取りで風呂場のほうへ歩いて行く。

　大丈夫かな、あいつ……こまめに声をかけにいったほうがいいか。

　いや、風呂場にカメラを仕掛けて──って、変態だー！

「冷静になろう、僕。お家うちデートのせいでまだ舞い上がってるのかもしれない」

　ソファに座り、膝の上に載ってきたかごめを撫なでてやる。

　真ま香か先生との関係も大事だけど、今は妹の選挙活動だよなあ……。

　美春は勝てるのか、勝てたとしても生徒会長になることが美春の目的なのか？

　わからないことばかりだな、いつものことながら。
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　聖せい華か台だい学院高等部、昼休みの本校舎はどこも騒がしい。

　お昼を縫ぬいと天てん華かさんと一緒に学食で食べ、周りからヘイトを集めつつもしっかり完食してきたところだ。

　僕も図太くなったなー。

「なにを耽ふけってる、物思い？」

「ある意味、成長したかなと思って」

　隣を歩く天華さんに答える。

　縫は他の友達とおしゃべりしていたので、学食に放置してきた。

「確かに成長、人の姉にドレスを着せて高級料理をデリバリーさせるなんて。できない、並の高校生には」

「なんで知ってるの!?」

　相変わらず、僕の行動は筒抜けすぎる！

　舞い上がった真香先生が、天華さんの迷惑も顧かえりみずに電話でもしたんだろうけど。

「もう大人、お姉ちゃん。文句をつけることじゃない、なにをしても。でも──」

「で、でも？」

「提供してもらいたい、美お味いしいネタ。せめて元は取らないと癒やせない、姉を取られた悲しみ」

「ネタって！　お姉さんを取ったわけじゃ──ん？」

　ツッコミと弁解を始めようとしたところで、異変に気づいた。

　本校舎一階の廊下に、なにやら人だかりができている。

　定期テストの上位五十名の名前が貼り出されたときはみんな集まってくるけど、二学期の中間テストはまだ先だ。先ですとも。

「なにを集まってるんだろう？　天てん華かさん、わかる？」

「売ってる、ケンカ？　背が低い、天華」

「そんな韻を踏まなくても……残念ながら、僕らにはよく見えないね」

　廊下になにか貼り出されてるみたいだけど、ちびっ子コンビの僕らでは確認しようがない……って、誰がちびっ子コンビやねん。

「おおっと」

　情けなく、人だかりの後ろでぴょんぴょん跳ねてるとポケットの中でスマホが振動した。

「なんだ、美み春はるか……」

「ミー？　ああ、そうか。ごめん、ちょっと。ハイ、どいて。セクハラ、私に触ったら。アウト、同性だろうと」

　天華さんが小さな身体からだに似合わないパワフルさで、人だかりを強引に押しのけていく。

　ちっちゃいけれどおっぱい大きい天華さんの口から出た〝セクハラ〟という言葉が効果的だったらしい。

「彩さい木ぎ、こっちこっち」

「あ、うん。美春、ちょっと待ってて」

　天華さんが開いた道を使わせてもらい、僕は人だかりの一番前へと到着した。

「あー、そうか。今日だった」

　もっと早くに気づいてもよかったな。

　そこには、〝聖せい華か台だい学院高等部ニュース号外〟が貼り出されている。

　ウチの学校新聞は本物の新聞っぽい、なかなか凝ったデザインだ。

「へぇ……」

　学校新聞とはいえ、いい加減な内容では廊下に貼り出せない。

　いい加減だったり、表で出せない話題は〝裏学校新聞〟としてスマホで配信する。

　教師と生徒の怪しい噂うわさとかね！

「あ、美春。ちょっとうるさいけど、聞こえる？」

『お兄ちゃん、今一階の廊下だよね？　新聞が貼り出されてるトコロだよね？」

「ＯＰＳの精度はどうなってんの？」

　僕がいる位置だけじゃなくて、高低差まで判別できるの？

『お兄ちゃんのスマホのカメラ、カメラ向けて。それで美み春はるにも見えるから』

「ビデオ通話でもないのに見えちゃ困るんだけどね……」

　今さらすぎることなので、あきらめてスマホのカメラを号外に向ける。

「ほら、凄すごいよ」

　新聞部の中間調査によると──彩さい木ぎ美春の予想得票率は61パーセント。

　一方で、新しん望ぼう縁えん里りの予想得票率は33パーセントとほとんどダブルスコアに近い数字だ。

「縁里には悪いけど、美春が圧倒的大差をつけてるね」

「まだ決めてない生徒もいる、投票先。でも、これなら揺るがない、ミーの勝ち」

「投票先を変える人もいるだろうけど、そこを考えてもこれだけ差があるとね」

　この調査は全校生徒にアンケートをとったわけじゃないだろうけど、そこそこ信頼がおけるはず。

「美春の読みどおり、ＳＮＳでの選挙活動が効果的なのかもね。来年から、マネする人も出てくるかも」

『……………………』

　あれ、その美春はさっきからノーリアクション？

　美春は縫ぬいみたいにきゃっほーきゃっほーと奇声を上げて大喜びするタイプじゃないか。

「まだ選挙期間も最後の追い込みが残ってるから、一応油断はできない……かな？」

　去年のカレン会長の選挙では、中間調査では僅差で負けていたけど、そこからの猛もう追ついで勝利を収めた。

　あの頃のカレン会長を高等部からの入学生──〝ヨソ者〟と考える生徒も多かった。

　それでも、校内で演説を続けるカレン会長の凛り々りしさが話題になって追いついたんだと思う。

　黒髪巨乳美人というアドバンテージも大きかっただろうしなあ。

「はっ……!?　でも、美春のおっぱいはごらんの有様だ……!?」

『お兄ちゃんがなに考えてたのか知らないけど、状況はわかったよ。それより、もっかい、カメラを新聞に向けて』

「え？　ああ、いいよ」

　新聞が見やすいように、スマホを構え直しつつレンズを向けた。

　調査結果は棒グラフで見やすいように掲載されている。

　あらためて見るまでもなく、美春の圧倒的優位は一目瞭然だ。

『……お兄ちゃんは、美春が勝つと思う？』

「そりゃそうでしょ。縁里が気の毒になってきたね。二年生なのに、入学して半年も経たたない一年生にボコボコにやられたら、あの高飛車お嬢様がどんな顔になるのか」

「彩さい木ぎ、彩木」

　くいくいと天てん華かさんが僕の制服の袖を引っ張ってる。

　横を見ると──天華さんのすぐ隣に、その縁えん里りの姿があった。

　僕を睨にらんでると思いきや、にっこりと微笑ほほえんできた。こ、怖こわい……いつも厳しい顔つきの縁里が笑ってるのが逆に怖い。

「さすが、慎まことさんの妹さんですわね。元々、有名人さんですからなかなか知名度ではかないませんわ」

「そ、そうなのかな。僕の妹だからって、あまり関係ないと思うけど」

　むしろ、僕の妹というのは悪名になるのでは？

「ですが、わたくしもこれであきらめるわけではありませんので。ゆめゆめ、ご油断なさらないように……慎さん、選挙が終わったら結果はどうあれ、お話がありますからね？」

「なんで僕!?」

　まだなにも暗躍すらしてないのに！

「ものを言う、こういうときは日頃の行動」

「……ぐうの音ねも出ないね」

　ただでさえ縁里には嫌われてるのに、余計に彼女のお怒りを買ってしまったらしい。

「まあ、美み春はるが恨まれるよりはずっといいけど……」

「そういうところがズルい、彩木。たまにいい奴やつになるところがあくどい」

「あくどい!?　ただ素直に言っただけなのに──って、あれ？」

　いつの間にか、美春との通話が切れてる。

　見せるものは見せたから、切れててもいいんだけど……なにか言ってから切るべきだね。

　妹には礼儀を教えておかないと。

　生徒会長になるなら、それなりの振る舞いってものも必要になるだろうから。







「美春は生徒会長選挙を辞退することにしました」

「なに言ってんの!?」

　その日、家に帰ってみると──

　いつもどおり、美春がソファに寝転がってダラダラと堕落の限りを尽くしていた。

　片手にスマホ、もう片方の手にはコーラのグラス、太ももには丸くなったかごめ。

　一ミリも生きる気力を感じない妹は、いきなりとんでもないことを口走った。

「じ、辞退ってどういうこと!?　もう選挙期間も半分過ぎたんだし、今さら辞められるわけが──」

「あー、理由があれば辞退はいつでもできるみたいよ？　ちゃんと規約に書いてあるとか。へー、アタシも副会長選挙に出たのに知らんかったー」

「知らんかったー、じゃないよ！　詩し夜やちゃん、なにを落ち着き払ってんの!?」

　ついでに詩夜ちゃんもなぜか彩さい木ぎ家にいて、カーペットの上でゴロゴロしてる。

「アレ詩夜！　この難しいお年頃の妹から話を聞き出して！」

「いや、アタシはアレ●サじゃないから……いいから、マコ、落ち着きなさい」

「だ、だって……」

　美み春はるの生徒会長選挙出馬というだけで、驚くには充分すぎたのに。

　今度は、いきなり辞退する!?　中間調査でほぼ勝ち確が見えてるのに。

「どういうことなの、美春！　手伝ってくれてるスタッフもいるんでしょ!?　急に辞めたら、その人たちにも迷惑だよ！」

「あ、お兄ちゃんが珍しくマジ説教だ」

「マジにもなるよ！　ちゃんとした理由があるなら、僕も納得するから。スタッフたちに謝るなら一緒に頭を下げるから。きちんと説明して」

「怒ってるくせに、甘いなー。マコ、普通は兄貴が一緒になって頭なんか下げないよ。幼女じゃないんだよ、ハルは」

「そうだよ、幼女じゃないんだよ。くーなら〝ごめんなさい〟で許されることだって、美春はもう高校生なんだからそれじゃ許されない……って、スタッフには説明したんだろうね？」

「したよ。ほら」

　美春は、スマホの画面を向けてくる。

　ＬＩＮＥのメッセージ画面に、〝選挙は辞退することにした〟と簡潔に書かれてる。

　選挙スタッフのみなさんの反応は──もちろん、〝なんでやねん〟的なツッコミだらけだ。

　中には〝そうなると思った〟〝美春ちゃん意表つきすぎｗ〟とか面白がってる意見もあるけど、ほとんどが戸惑いや説明を求めるメッセージばかりだ。

「スタッフの子たち、友達なんでしょ！　巻き込んだんだから、せめて説明くらいは！」

「するよ、するってば。でも、美春もまだ決めたばかりだから。明日、学校行ったら、みんなに説明するよ」

　美春は、パーカーのフードをかぶり、ソファの背もたれのほうを向いてしまう。

　かごめが迷惑そうに太ももの上からソファの下へと飛び降りる。

「……マコ」

「…………」

　詩夜ちゃんが無言で首を横に振る。

　今はなに言ってもダメだよ、とその目が語ってる。

　美み春はるはふわふわしてるように見えて、けっこう頑固だからな……。

　何度注意してもだらしないスタイルをあらためないのも、自分の考えを簡単には変えないからだ。

「いやいや、ダメダメ！　こうやってすぐにあきらめるから問題がややこしくなるんだよ。美春、寝転んでないで座りなさい！　話してくれるまで引き下がらないからね！」

　にゃん、とかごめが鳴いて僕の前でちょこんと座る。

　この猫、言葉が通じてるんだか、いないんだか……。

　とにかく、今日の僕はひと味違うぞ──！







「じゃあ、美春はお風呂行ってくるから」

「たまにはアタシも一緒に入ろっと」

　ひと味違う彩さい木ぎくん、あえなく撃沈。

　長々とお説教してみたものの、美春は口を割りませんでした。

「あ、マコ。数年ぶりに一緒に入ってみる？　詩し夜やお姉ちゃんは、この数年でだいぶおっぱい大きくなったよん？」

「それは水着とかお風呂上がりとかいろいろ既に見て──って、余計なこと言わなくていいから！」

「へっへっへー、行こ行こ、ハル」

「お兄ちゃ──まあ、いいや」

「…………」

　クスクス笑う詩夜ちゃんに、なにか言いたげにしつつも去って行く美春。

　詩夜ちゃんが、美春を風呂でリラックスさせて話を聞き出してくれたら──って、他人任せじゃダメか。

「うわ、もう十時回ってるじゃん」

　途中で夕食を挟んだとはいえ、けっこう時間経たっちゃってる。

　今日はこれ以上の話は無理だな。明日に響いちゃうし──

「ああ、そうか。ちょっと行ってみよう」

　僕は立ち上がり、玄関から歩いて三秒のお隣のドア前でチャイムを鳴らす。

　この時間なら、さすがに帰ってるよね。

「……ん？　ＬＩＮＥ来てる」

　インターホンじゃなくて、スマホが反応した。

　スマホを確認してみると、真ま香か先生からメッセージが届いていた。

〝どうぞ〟とのこと。

「…………鍵くらいかけようよ」

　ドアを開けて、念のために声をかけてから室内に入る。

「こんばんは、真ま香か先生。こんな時間にすみません、もしお疲れでしたら──」

「ぜんぜんつかれてないも～ん」

「せ、先生!?」

　なにやら見慣れないものが藤ふじ城き家リビングに転がっていた。

「ふにゃ～……彩さい木ぎくん、まだ制服なの？」

「ええ、帰ったとたんに家族会議があったもので……先生のほうこそ、なんなんです？」

　酔っ払ってるみたいに、動きも口調もふにゃふにゃしてる。

「あう～、とうとう見られちゃった～。真香先生コスプレシリーズの最終形態を～」

「いつの間にそんなシリーズが……」

　リビングの床に寝転んでいる真香先生は、ジャージ姿だ。

　それも、体育祭のトレーニングのときに着ていたオシャレジャージじゃなくて、薄いグリーンで袖やズボンに白いラインが入ったデザイン。

　いわゆる芋ジャージの一種だろうか？

　ついでに、鮮やかな茶髪もかなり適当に束ねてある。

「そのジャージはいったい……？」

「うっふっふ、わたしが高等部の頃は、学校指定のジャージはこのデザインだったの～。何十年も変更されてなかったの～。わたしが卒業してすぐ、今のデザインに変わったんだって。もぉ、ズルイな～」

「へ、へぇ……」

　言われてみれば、ジャージの胸元には〝藤城〟と名札が縫ぬいい付けられている。

　聖せい華か台だいのジャージは、ほんの数年前までこんな前時代的なデザインだったのか……。

「このダサいジャージじゃ、彩木くんも興奮しないよね～。だから封印してたの～」

「……今、その封印を解いたのはなんでです？」

「もち、楽だから♡　ふ～、落ち着く。ほえぇぇ……」

　ダサいジャージで部屋の床に転がり、グダグダしてる真香先生。

　美み春はるもびっくりの気の抜けっぷりだ。

「夏休み明けのドタバタと、体育祭の準備と後始末……やっとね～、終わってね～、気がついたら真っ逆さまに落ちるみたいに力が抜けちゃって～」

「そ、そういうものなんですか」

「ま、君も寝転んで寝転んで～。わたしもう二度と立ち上がりたくないし～」

「はぁ……」

　僕は先生の隣に、ごろりと転がってみる。

　もう慣れた藤ふじ城き家でも、さすがに人ひとん家ちでくつろぐのはちょっと無理が……。

「あれ、なんか落ち着く……？」

「でしょでしょ～。このカーペットふかふかだし、アロマも焚たいてるも～ん。あ、クッションもどぞ～」

　同じクッションが二つあり、一つを受け取って頭にあてがう。

　おお、これは……このまま自宅でも使いたいくらい頭にフィットする……！

「やっぱり、社会人は家では癒やされないとね～。我が家のリビング、実は徹底した癒やし仕様になってるのよ～」

「全然気づきませんでしたよ……」

「ここまで気を抜いた姿を見せちゃうなんて、わたしったら悪い子♡　でも、わたしはもう君のカノジョ先生だからね～。すべてを見せなきゃ～」

「…………なんていうか、真ま香か先生も人間だったんですね」

「なんとでも言って～。はふぅ、ジャージとアロマとクッションと、彩さい木ぎくん。すべてが満たされてるわ～」

　あの常軌を逸した努力の痕跡だらけの自室といい、学校での立ち振る舞いといい、真香先生は完璧すぎた。
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　でも、先生だって人間なんだからいつも完璧ではいられない。

　あれだけ仕事中毒、勉強中毒の人が気を抜いたらこんな有様になるってわけか。

「この前のドレス姿との落差がすっごいですね」

「いつもながら言いたい放題だわ～、この子ったら。芋ジャー姿は、天てん華かにだって見せたことないのよね～。幻滅されちゃうかなぁ？」

「どうですかね……」

　詩し夜やちゃんや縁えん里りほど態度に出さないけど、天華さんも真ま香か先生への憧れは相当なものだからなあ。

「で、相談はなに～？」

「…………」

　こんなふにゃふにゃ状態でも、真香先生の頭は回っているらしい。

　僕が突然訪ねてきた目的を察してくれたようだ。

「すみません、お仕事から帰ったばかりでこんなこと……」

「いいってことよ～。どうせ、家にいても仕事のメールがガンガン来るもん……ふふふ、教頭先生ったらいつ寝てるの？」

「ブラックですね!?」

　若手だけじゃなくて管理職にすら心身が休まる時はないのか！

「美み春はるさんのことでしょ～？　生徒会長選挙を辞退すると言ってるって～？」

「あ、知ってたんですか……って選挙スタッフに伝えてるから、もう話が広がってるのか。ええ、そうです」

「んー……生徒会選挙で辞退はたま～にあるしね～。ノリで立候補したら当選しそうになって怖おじ気けづいたりとか～。逆に中間調査で大差つけられちゃうと、落選して恥をかきたくないって、辞退する子もいるのよね～。困った子たちだわ～」

「あっ。だから、この前〝アタフタするのはまだ早い〟みたいなこと言ってたんですか」

　さすがに人生経験が違う。

　僕が美春の立候補で慌ててたときに、真香先生は辞退の可能性も考えてたのか。

「ふふ～、美春さんにしては無理がある行動だも～ん。どう転ぶかわかんな～いって思ってたの」

「……でも、怖じ気づくとか、恥をかきたくないとか、美春の場合は考えにくいですね」

「あー、でしょうね～。ふふ、だぁ～れにも予想できない理由でしょうね～」

「……兄の僕は想像できなきゃいけないんですけどね。美春が選挙に出た理由も、辞退する理由も」

　情けないけれど、今のところ手がかりすら掴つかめてない。

　そもそも、美春が僕を好きだとか言い出したのもまだ呑のみ込こめてないのに。

「はぁ……仕方ないわね～。よいしょっ」

　真ま香か先生はゴロゴロと床を転がって、リビングのドア前へ。

　そこで面倒くさそうに立ち上がると──

「ごめんね～、ちょっと待ってて、ダーリン♡」

「は、はぁ」

　真香先生が、ふらふらと例の自室に戻っていく。

　スマホをいじって、ウチの生徒のＳＮＳを巡回したりして待つことしばし。

「お待たせ。じゃあ、行きましょうか」

「えっ、あれ？」

　自室から出てきた真香先生は、なぜかスーツ姿だった。

　最近は校内でもずっとカジュアルな服装だったので、逆に新鮮ですらある。

「コスプレシリーズですか……？」

「コスプレじゃないわよ！　気合いを入れる仕事のときはスーツなの！」

「仕事って……今からですか？」

「もちろん。ほら、ぼさっとしてないで行くわよ」

　しかも、いつもどおりの凛りんとした口調に戻ってる。

「時間がないわ。生徒会の選挙期間は短いのよ。グダグダやってる暇はないの。それに、教師は生徒に問題が起きればいつでも対応しなくちゃいけないの。二十四時間営業なの」

　そこまでストイックに働くのは真香先生だけじゃないだろうか……。

　とはいえ、先生は髪も直してわざわざメイクまでしてくれている。

　もう十時を過ぎているけど美み春はるは宵よいっ張ぱりだし、まだまだ余裕で起きていられるだろう。

　とりあえず、お風呂から妹を引っ張り出してこよう。







「い、いいのかなあ……」

「気にしない、気にしない。マコだって、いざとなれば手段選ばないくせに」

　僕はまだ、藤ふじ城き家のリビングにいる。

　テーブルの上には、真香先生の私物ノートＰＣ。

　モニタでは、ビデオ通話のウィンドウが開いている。

　そして、ウィンドウに映っているのは彩さい木ぎ家のリビング。

　そこで、スーツ姿の真香先生と一緒にＴＶテレビに向かって座っているのは、パーカーだけで下をはいてない、だらしない格好の美春。

「それにしてもたまんなーい。すーはーすーはー、いい匂いするー！　これがマカ様のご自宅かー。ここを第三の自宅にしたい！」

「詩し夜やちゃん、クンカクンカしないように」

　幼なじみのお姉さんは、リビングにあったクッションに顔を埋うずめてハァハァ荒い息をしてる。

　信者から変態へと順調にランクアップしつつある……。

　詩夜ちゃんが、ふにゃふにゃ真ま香か先生を見たらどう思うかマジで興味あるな。

　あ、詩夜ちゃんの第二の自宅はもちろん彩さい木ぎ家です。

「まあ、真香先生が好きにくつろいでいいって言ってたけど……」

　真香先生と美み春はるを二人きりで話させるために、僕らは藤ふじ城き家に移動してきたわけだ。

　そして、真香先生は巧妙に彩木家リビングにカメラを仕掛けたらしい。

「マコだってＯＰＳでずっと見張られてるんだから。たまには、ハルが見張られる側に回るのもいいっしょ」

「う、うーん……ほとんど盗撮なんだけど……」

　真香先生はどこにカメラを仕込んでいるのか、美春は撮られていることに気づいていないようだ。

　映像も音声も、彩木家リビングのすべては筒抜けだ。

　たまには僕も筒抜けの恩恵にあずかってもいいんだろうか。

『おっと、またわたしの負けね』

『いえーい、美春のぶっちぎり。次は一周遅れにしてやろうかな』

　真香先生と美春はリビングのＴＶテレビでレースゲームの対戦中だ。

　誰でも知ってる、カートで赤甲羅のアレだ。

『美春さんはソシャゲ派で、この手のゲームはやらないかと思ってたわ』

『ゲームならなんでもやるよ。けど、藤城先生も思ってたよりやるね』

『学生時代は付き合いでゲームくらいしてたわよ。勝ち負けは気にしたことないけどね』

　まあ、友達とのゲームは一人が勝ちすぎるとしらけるからね。

『じゃ、次行こっか。先生、まだいけるよね？』

『もちろん。美春さんとこうして二人きりで会うのは、引っ越しの挨拶に来たとき以来かしら？』

『あのときのチョコクッキー、めっちゃ美お味いしかった。もうくれないのはなぜ？』

『引越祝いって二度も三度も渡すものじゃないのよ。メインの目的は彩木くんに食べさせることだったのに、美春さんが独り占めしたんだったわね』

『末っ子気き質しつのせいだね。つーか、お兄ちゃんへの貢ぎ物は妹を通してくれないと』

『通ってないでしょう！　あなたのところでストップしてるじゃない！　あのクッキー、三四五六円もしたのよ！』

「……マカ様、けっこう細かいのね」

「まあ、お金に細かいのは悪いことじゃないよね……」

　真ま香か先生、僕らが聞いてるのわかってるよね？

　美み春はるにはこの前の温泉でもかなり正体見せちゃったけど、詩し夜やちゃんにバレても大丈夫なのかなあ？

　あと、三四五六円のチョコクッキー、僕も食べたかった。

『……お兄ちゃんはさあ』

　ぐいーんとカートを走らせつつ、美春がぼそっと言った。

『え？　なに？』

『ウチのお兄ちゃんってちびっこいし、高二にもなって一人称が〝僕〟だし、見た目はマジ弱っちいよね』

「唐突に僕のディス始まった!?」

「ハルってば、なんか不満たまってんの？」

「も、もしかして僕、キモいとか思われてる？　お兄ちゃんのパンツと一緒に洗濯しないでとか言われちゃうの!?」

「落ち着いて、マコ！　親父おやじと娘じゃないんだから！」

　でも、父が密輸に励んでいる我が家なんだから、少女の反抗期のはけ口が兄に向かってもおかしくない──な、なんてことだ。
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『ウチは両親ズが西洋かぶれだから、美み春はるたちもちっさい頃から海外に連れて行かれてるんだよね』

『いいことね、小さいときから世界を回って見聞を広めておくのは。もうとっくにこの国でもグローバルな人材が求められているのだし』

『美春は３ＬＤＫのローカルなワールドで充分なのに』

『それは狭すぎるでしょう……それで？　わたしのほうから話があったのだけど、そっちも言いたいことがあるのね？』

　本当に、この話の展開はいったいなに？

『美春はさ、何度もパスポートを八つ裂きにしようとしてお兄ちゃんに阻止されてるくらい、海外とかクソ面倒くさいんだけどさー』

　クソとかそういう言葉遣いをするんじゃありません。

『お兄ちゃんのほうは、海外でも一人でふらふらどこか行っちゃうんだよね』

『英語もできないのに？』

『英語もできないのに。電車とかバスもよくわかってないだろうに、ちゃんと乗り継いで目的地まで行っちゃうんだよ』

『ある種の才能ではあるわね……わたしだって、アメリカに短期留学したときは、なかなか一人で外出できなかったのに』

　モニタに映る二人の顔つきは、真剣そのものだ。

　二人とも話をしながらも、コントローラーを操作する指は動き続けてる。

『でもまあ、そういうことなんだよ』

『つまり、彩さい木ぎくんは頼りになるということね？』

「え、会話通じてる!?」

「さすがマカ様、ハルの謎会話もあっさりまとめちゃったよ！　好きーっ！」

　信者の妄言はともかく……え、そういう話なの？

『そのとーり。海外だろうが堂々と一人で外出できる度胸は凄すごいよね。お兄ちゃんのクソ度胸は、教師に逆らうときだけ発動するわけじゃないんだよ』

　別にたいしたことでもない……よね？

　せっかくの海外なんだから、少しは自由行動もしたいってだけだったような。

『ウチのお父さんは昔から海外で仕事してたんだけど、お兄ちゃんが中等部に上がったあたりから、お母さんもお父さんと一緒に仕事するようになったんだよ。元々、お兄ちゃんが生まれる前はウチの両親、同じ職場で同じ仕事してたらしいけど』

『もちろん、わたしは彩木くんの担任だから、ご両親のお仕事は把握してるわ。共働きは珍しくないけど、両親が二人とも海外にいるパターンは多くないわね』

『仕事なのはわかってる。でも、美春はめっちゃ不安だった』

「…………」

　美み春はるが……不安だった？　そんな素振り、見せたこともないのに。

『不安なのは当然ね。その頃は、美春さんはまだ小学生だものね』

『中一の兄と小六の妹で二人暮らし。そんなん、不安にならないほうがどうかしてるよ。でも、お兄ちゃんはぜーんぜん平気な顔。〝生まれたときから兄妹きようだい二人で慎つつましく暮らしてきましたけどなにか？〟みたいな顔してたよ』

「……僕、そんな顔してたかな？」

「めっちゃしてたよ。正直、アタシも不安だったけど、マコは拍子抜けするくらいフツーだったって」

　詩し夜やちゃんにまで心配されてたのか。

　僕だって、あの頃はまだ中学生だった。

　美春たちの目にどう見えてたとしても、不安がなかったわけじゃないんだけど──

『あの頃はお兄ちゃんのご飯もあんま美お味いしくなかったし、掃除してもホコリ残ってたし、美春が汚した服も綺き麗れいにシミ抜きできてなかったし』

「またディス始まった……」

『けど、お兄ちゃんが美春の面倒を全部見てくれたから、全然不安じゃなくなった。ていうか、安心してた』

『あなたの兄への依存はその頃から始まっていたのね……』

『たっぷり甘やかされたから、そりゃ依存もするよ。なにしろ、寝て起きる以外のことはお兄ちゃんが全部やってくれたんだから。靴下まではかせてくれてたよ』

『それはやりすぎじゃないかしら』

「それはやりすぎだね」

「今度は、年上二人が同時にディスってきた!?」

　だって美春、放っておくと着替えもしないんだもん。

　制服を着せて学校に送り出す、というだけのことがどれだけ大変だったか！

『そうだよ、やりすぎなくらい。でもね、それはお兄ちゃんが〝妹に甘い兄〟だったから。そうなんだよね、美春がお兄ちゃんに甘えてる限りは私は妹でしかない』

『妹でいることをやめるために、彩さい木ぎくんへの甘えから抜け出すために、その第一歩として──生徒会長選挙に出たのね？』

『さすが、藤ふじ城きセンセー。生徒の心はお見通しなんだね』

　えっ……それが美春が生徒会長選挙に出馬した理由？

　思ってたよりずっとまとも──いや、美春をよく知っている人ほど信じられない理由だ。

　美春が、あの中三まで毎日僕と一緒に風呂に入って身体からだを洗わせていた美春が、甘えることをやめる……？

『センセー？　褒めてる割に、呼び方がぞんざいね。まあ、いいけれど。確かに、あなたが意外すぎる行動に出たせいで、彩さい木ぎくんは戸惑ってるわ』

『お兄ちゃんが最近いっつもオロオロしてるの、藤ふじ城きセンセーのせいじゃない？』

『そ、そんな……わたしの色気で彩木くんがメロメロだなんて……ダメよ、ＪＫがそんなはしたないこと言っては』

「……メロメロって。今日の真ま香か先生、化けの皮が剥はがれてきてるなあ」

「無駄に舞い上がってるマカ様もステキ！　他の信者たちはこんなマカ様見たことないだろうからね、アタシ大勝利！」

　化けの皮が剥がれても大たい過かないと、隣の信者が証明してくれました。

『ま、藤城センセーの妄想はともかく。美み春はるはお兄ちゃんに甘やかされて甘やかされまくって、それだけじゃいつまでもお兄ちゃんの中では小さい妹でしかないってことだよ』

『それなら、なおさら選挙を辞退する理由がわからないわ』

『そりゃそうだ。藤城センセーが超能力者でもない限り、理由なんてわかんないよ』

　美春は、じっと真香先生の目を見つめながら言った。

『つまり、わたしにこれ以上説明するつもりはないのね？』

『美春が立候補する理由を聞き出せただけでも上出来じゃない？　ね、お兄ちゃん』

　ふいっ、と美春が突然こっちを──カメラのほうを向いた。

『というわけで、美春はまたお兄ちゃんに甘えて生涯養ってもらうダメ妹に戻りました。末永くよろしくお願いいたします』

「…………盗撮、バレてたのか」

　ところで、僕もさすがに妹を死ぬまで養うつもりはないんですけど。

『なるほど、辞退する意思に変わりがないことはわかったわ。生徒会役員選挙は、出るも出ないも生徒の自主判断で決めればいいのよ。ただ──』

『なに、藤城センセー？』

『Ｄｏｎ[image: ]ｔ　ｂｅ　ｔｏｏ　ｓｕｒｅ　ｏｆ　ｙｏｕｒｓｅｌｆ！』

『あっ、ウッソ!?　ぶっちぎってたはずなのに！』

　いつの間にか、真香先生のカートが美春のカートに肉薄して、コーナーでアウトから強引に抜き去っていく。

　おお、現実のドライビングテクニックを思い出させるような抜きっぷりだ……。

『し、しまった……最終コーナーで抜かれるなんて……！』

『ふふ、〝油断大敵〟と言ったでしょう。じわじわ距離を詰めていたのよ』

　真香先生のカートがそのままゴール。

　美春は、コントローラーを叩たたきつけんばかりに悔しそうにしてる。

『ねえ、美春さん』

『……なに、勝利のドヤ顔したいの？』

『生徒会長選挙はこのまま続けなさい。美み春はるさんがダメな妹だというなら、選挙に出てピント外れな演説でもして、新しん望ぼうさんにボロ負けして恥をかいてきなさい。それで、お兄さんに泣きついて慰めてもらえばいいわ』

『…………っ！』

　あ、まずい。

　美春がマジギレしてる……妹は腹を立てるのも面倒くさがるような子だけど、もちろん怒りの感情を忘れたわけじゃない。

『藤ふじ城きセンセー、意外と普通の手を使うね。美春をキレさせて、選挙に出させようってわけ？』

『別に。わたしには、美春さんが選挙に出ようが出まいが損も得もないわ。ただ、あなたの望みを叶かなえる最良の方法を教えてあげただけ』

『……ふん』

『わたしも生徒会長選挙に出馬経験があるのよ。言っておくけれど、辞退するにも書類を何枚も書かなきゃいけないのよ？　選挙管理委員せんかんと面談して、口頭で理由も詳しく説明しなきゃいけないわ。辞退にペナルティがないと、冷やかしで出馬する人が出ないとも限らないでしょう？』

『……それは面倒くさいね』

　美春は、パーカーのフードをかぶってうつむいてしまう。

「マカ様、なにを考えてるんだろ？」

「少なくとも、説教で辞退をやめさせようとした僕よりはるかにものを考えてるね」

　面倒くさがりの美春の痛いところをピンポイントで突いてる。

　ただ、上う手まく辞退を止められたところで、このままいくと美春は選挙に勝ってしまう。

　当選したあとで辞退されたら、余計に面倒くさいことになるんだけど……。

「マカ様がとりあえず先送りにしてくれたんだから、あとはマコの仕事だね」

「……わかってるよ」

　お姉さんに言われるまでもなく、真ま香か先生に丸投げにするつもりはない。

　美春が僕から独立するために、生徒会長に立候補した──でも、勝ちが見えてきたここに来て、唐突な辞退。

　わけのわからない展開だけど──意外なことにもう落ち着いてる。

　残念ながら、僕がわけのわからない展開に慣れてしまっているせいだろうな。







　そして、運命の生徒会長選挙当日──

　幸か不幸か、彩さい木ぎ美み春はるは辞退することなく、この日を迎えた。

「う、うーん……」

　昨日の夜、新聞部は〝超緊急！〟と称して電子版のみで号外を発行した。

　内容はもちろん生徒会長選挙の状況報告で、最終事前調査を行ったらしい。

　全生徒にアンケートをとったわけではなくても、充分に参考になる数字だとか。

「これは……微妙だな。かなり際どい気がする」

「ですよね……」

　昼休みの生徒会室。

　午後からは体育館で全校集会があり、生徒会長候補の最終演説と投票が待ってる。

　そんな運命の時を前に、僕はカレン会長と二人で、スマホを覗のぞき込こんでいる。

　カレン会長がこの生徒会室を私物化できるのも今日までだ。

　そう思うと、ちょっと寂しい。

　この部屋での吊つるし上あげ、お隣の倉庫での雪崩なだれ地獄……あれ、ろくな思い出がないぞ？

「っと、そうじゃない。思い出に浸ってる場合じゃない」

「なにを思い出してたんだ？　まあ、確かにそれどころではないな……」

　スマホに表示されたのは、新聞部作成の棒グラフ。

　並んだ二本の棒の長さは、ほぼ互角──わずかに、美春が勝っているくらいだ。

「あっという間に追いつかれちゃいましたね……さすが縁えん里り」

「新しん望ぼうは熱心に校内を回っていたからな。昼休みは各教室を回って挨拶、朝と放課後は校門でビラ配りと演説。やはり生徒に顔と名前を叩たたき込こむには、泥臭い宣伝活動が一番効果的なんだな」

「……しかも、例のエキシビションで着てた甘ロリ衣装まで着てましたからね」

　縁里は、徹底して真ま香か先生との対決を利用してきた。

　なにがなんでも勝とうとする姿勢に、心を動かされた生徒だっているだろうな。。

「押しつけがましいくらい、鬱陶しいくらい宣伝しないと効果が出ないもんなんですね」

「うるさすぎると逆効果になることもあるだろうが、投票が二択ならよく聞いた名前のほうを書くだろうな」

「……美春は、終盤はなにも選挙活動しませんでしたからね」

　辞退こそしなかったものの、美春は例のＳＮＳでの活動すらなにもやっていない。

　それこそ、美春のアカウントをチェックしてる人は辞退したかと思っているかも。

　最終事前調査でかろうじて美春が勝っているのは、前半戦のリードのおかげだろう。

　このあとの演説次第で、簡単にひっくり返る程度の差しかない。

「ところで、彩木美春はちゃんと演説に出てくるのか？」

「少なくとも学校にはいますよ。出てくるかどうかは……微妙ですね」

　真ま香か先生の挑発が功を奏して、辞退こそしなかったものの、演説なんて面倒くさいことの最たるもんだろう。

「できれば、首に縄をつけてでも引っ張り出したいですけど……」

「一応、おまえから説明は受けたが、そんな甘やかしは彩さい木ぎ美み春はるの思うつぼだな」

「自分の意思で出ないと、意味がないですね。当選したあとで辞退されたら最悪ですし」

「ふむ……彩木慎まこと、相変わらず苦悩にまみれた学校生活だな」

「お言葉ですが、カレン会長も僕に苦悩を背負わせた一人なんですけど」

　僕が反撃すると、カレン会長はハハハと軽く笑った。

「選挙が終われば次は文化祭で、ようやくフリーになった私が猛攻を再開できるからそっちのほうが重要だな」

「猛攻!?　文化祭でなにをやらかすつもりですか!?」

「心配するな、金髪事件のようなことはやらない。だが、ＳＩＤシドは彩木慎と藤ふじ城き先生の偽装恋愛が明らかになった以上、攻撃をためらう理由はない。この九月はおとなしかったのは、体育祭もあったし、詩し夜や先輩も大学が始まったからだ」

「今後が怖こわいですね……もう遠い未来へタイムリープしたい……」

「おい、現実逃避するな。未来が来る前に、彩木美春が演説でさらし者にならなければいいがな。出ないならまだいい、ノープランで壇上に出ようものなら恥をかくぞ。私だって、スピーチをするときは原稿くらいつくるんだ」

「……たぶん、美春は原稿なんてつくってませんね」

　昨夜ゆうべも、美春はかごめを警戒しつつスマホをいじって遊んでるだけだった。

「彩木慎、とりあえずステージ袖に入れるように話は通しておく。私ができる特別扱いはそれくらいだ」

「え、会長……」

「彩木美春が演説するなら特等席で見たいだろう。演説をするかどうかは……彩木慎次第なのかもな」

「…………」

　カレン会長の気遣いはありがたい。

　でも、肝心の美春が唐突に心変わりして、そのままだからなあ……。

　もうすぐ全校集会が始まる。迷ってる時間はない。







「あら？　慎さん、どうしてこんなところに？」

「あ、ああ縁えん里り。生徒会のお手伝いというか……」

　美春への連絡は繋つながらなかったので、体育館のステージ袖に来てみた。

　既に選挙管理委員や、縁えん里りとそのスタッフは集合済みだった。

　ただし、肝心の美み春はるの姿は見当たらない。美春のスタッフはいるみたいなのに。

「ふーん。そういえば、あなたは陣じん所しよ会長の選挙活動も手伝っていましたわね。慎まことさんにしては殊勝な心がけですわ」

「……でしょ」

　一番うるさそうな縁里の許可は出たみたいだ。

　これで、堂々とステージ袖にいられる……けど、美春がいないんじゃ意味ないな。

「彩さい木ぎくん、ちょっといらっしゃい」

「え？　ああ、真ま香か先生」

　ステージ袖の隅にいた真香先生が手招きしている。

　真香先生のお呼びとなれば逆らえない。僕はトコトコと近づいていく。

「どうしたんです、真香先生？」

「若手は常に雑用に駆り出されるの。機材トラブルで開始が遅れるみたいよ。おあつらえ向きね。まだ美春さんを連れてくる余裕はありそうよ」

「美春を連れてこられても、本人にやる気がないと……さすがに、今から演説の原稿をつくるのも難しいでしょう」

「話のネタならあるわよ」

「ネタ……？」

　真香先生は、なにやら書類みたいなものをぱらぱらとめくり出す。

「エスカレーター式の利点ね。その気になれば、生徒の経歴を簡単に調べられるんだもの。職員室でも美春さんが突然選挙運動をやめた理由が話題になってて、わたしが調査したいって言ったら、すぐに情報開示の許可が出たわ」

「ちょ、ちょっと。真香先生、美春の個人情報を見たんですか？」

「ちゃんと正規の手続きを踏んだから問題ナッシングよ。初等部からの細かいデータがすぐに見られるのは便利ね」

「……美春の経歴、なにか問題がありました？」

　僕の知る限り、美春は大きな問題を起こしたことはない。

　学年は一つ違いで、初等部から高等部までずっと同じ学校なんだから、なにかトラブルがあれば僕の耳にも入ってるはず。

「地味で目立たなかった縫ぬいとか、中学まで別の学校だったカレン会長とは違いますよね。くーの初等部一年のときの登校拒否は知ってましたし……」

「そうね、問題があれば彩木くんも知っていたでしょう。でも、君にとっては当たり前のことすぎて問題を問題と認識してないケースもあるみたいよ？」

「えっ？　やっぱりなにか問題が起きてたんですか……？」

　縫ぬいのグラドルデビュー、くーの登校拒否、カレン会長の荒れてた中学時代──同じような問題が美み春はるにも？

「まあ、いくら身内といってもこの情報を君に見せるわけにはいかないけどね」

「じゃあ、思わせぶりなこと言わないでくださいよ！」

　ネタを振るだけ振って、生殺しなの!?

「過去に問題がある、というのは悪いばかりでもないわ。それを解決すれば現在の問題の解決にも繋つながる可能性があるから」

「その過去の問題がなにかもわからないと、どうしようもないんですけど……」

「だいたいわかるよ。美春はお兄ちゃんと違って、週イチで指導室に呼び出される問題児じゃないから、心当たりはそうないもんね」

「週イチじゃないよ、せいぜい月二回くらいで──って、美春!?」

　ふらふらと近づいてきたのは、まぎれもなく我が妹。

　いつもの適当なポニーテールに、おなじみのパーカーという格好だ。

　生徒会長選挙の演説に出て行く服装じゃない。

「み、美春、来たんだね！」

「見てのとおりだよ。来ることは来るよ、来ないとそのほうが面倒くさそうだもん」

「面倒の回避以外に動機はないんだね……そんなことより、美春の問題ってなに!?　例によって僕は忘れてるから教えて！　本人の許可があればいいですよね、真ま香か先生!?」

「だいぶがっついてくるわね、彩さい木ぎくん。もっとわたしにがっつけばいいのに……」

「それはまた今度で！　機材トラブルが解決する前に、こっちを解決しないと！」

「んー、藤ふじ城きセンセー、別にいいよ、言っても」

　美春はパーカーのポケットに手を突っ込んで、近くの壁にもたれた。立ってるのも面倒くさそうだ。

「本人の許可があって身内ならもちろん問題ないわ。といっても、それほど大きな問題でもないのだけど」

「大きくないんですか!?」

　よほどのことがあったのかと思ったよ。

「彩木くんも前々から疑ってたようだけど、美春さんは元々成績優秀──いえ、優秀すぎるほどだったらしいわね。初等部時代の成績は、抜きんでてる。もっとも、高等部みたいにテスト結果が貼り出されるわけじゃないから、お兄さんでも知らなかったみたいね」

「成績表もお兄ちゃんには見せてなかったしね。初等部なんて成績悪くても落第するわけじゃないし」

「そ、それは……うん、あまり気にしたこともなかったね」

　昔から美春の頭の良さを感じることは多かったけど、初等部時代の成績は知らない。

　中等部になれば成績が進路にも影響するから、保護者代理として知らないわけにもいかなかったけど。

「ぶっちゃけ、あの頃はろくに勉強しなくてもすげーいい成績取れてたよ。友達は、美み春はるがマジで授業聞かずにノートにゲームの立ち回り研究とか書いてたのも知ってるし」

「そんなのでいい成績取られたら、友達はびっくりだろうね……」

　ウチは初等部でも勉強熱心な子は多いから。

「資料によると、クラスメイトは美春さんの成績を知ってたみたいね。当時の担任が、テストのトップを公表する方針だったようだから」

　真ま香か先生が、手元の書類を見つつ説明。

　そういえば、僕の初等部時代もテスト返却のたびに教師が「誰々が一番」とか発表してたっけ。

「あの頃の先生は、よく言ってたよ。〝彩さい木ぎさんを見習って、みんな勉強頑張ろう〟って。割と熱血な先生で」

「ええ、評判のいい先生だったみたいね。今は学習塾に転職されてるようだけど、そこでも名物熱血講師として有名みたいだわ」

　それは、僕が嫌いなタイプの教師だなあ。

　熱血って体裁で自分の理想を生徒に押しつける手合いじゃないだろうか。

「美春さんのクラスは、全体に成績もよかったようね。クラスの子たちが美春さんに触発されて学習意欲が高い傾向があったと記録にあるわ」

「でも、美春はそんなこと望んでなかった」

　美春は、そっぽを向きながらぼそりと言った。

「ぶっちゃけ、美春はみんなとゲームでもして遊んでるほうがよかったのに。みんな、美春を見習って勉強するとか言って──なんか美春は、仲間はずれにされてる気分だったよ。少なくとも、周りから浮いちゃってたね」

「……あった。そういえば、そんな時期があった」

　ウチの妹は普段からやる気がないから、わかりにくかったけど──

　母親も仕事を再開したあとだったか。美春が異様に元気をなくしてた時期があった。

「そうだよ、お兄ちゃんは気づいてくれた。それで、『もう勉強なんかしなくていい』って言ってくれて、友達の代わりにゲームで遊んでくれて。いつ勉強せぇっちゅーねんっていうくらい遊びまくってたよね」

「親の目もないもんだから、遊び放題だったしね……」

「わたしが担任だったら見逃せないひどい環境ね」

　真香先生が、じろっと僕ら兄妹きようだいを睨にらんできた。

　でもあの頃、美春はマジで元気なかったから。

　ゲームで元気を出してくれるなら、好きなだけ遊ばせるのは当たり前だ。

　ただ、美み春はるを甘やかして遊ばせるのはよくあることだったから、あまり記憶に残ってなかったのかも。

「なるほど、その遊び放題の環境はずいぶん長く続いたみたいね。美春さん、中等部に入学したあとは成績が急降下してるわ。初等部と違って、勉強せずにいい成績が取れるほど聖せい華か台だいの中等部は甘くないものね」

「お兄ちゃんはずっと甘かったけどね」

「ちょ、ちょっと待って！　これってなんの話!?　美春が選挙をいきなり辞退した理由はなんなのかって話をしてたんじゃなかったっけ!?」

　なんとなく聞き入っちゃったけど、全然関係なくない!?

「関係はあるよ。お兄ちゃんがあの頃の美春を見てられなくなって、ドロドロに甘やかすようになって──でも、それは妹に優しくしてたってだけ。美春は妹でいたくなかったから、選挙に出たってわけ」

「そ、それなら辞退する必要ないでしょ!?」

「あるよ。だって──たとえ美春が妹じゃなくたって、もうお兄ちゃんは美春のものにはならないから。そうでしょ？」

　美春が見たのは僕じゃなくて──真ま香か先生だった。

　……そうか、美春は僕と真香先生の関係が変わったことを見抜いていたのか。

　美春は真香先生との関わりは深くなかったのに、先生の正体をほぼ見抜いてた。

　僕と真香先生の新しい関係に気づいたって、少しもおかしくない。

「美春が変わっても、お兄ちゃんはもう戻ってこない。だったら、妹として甘やかされる関係のままのほうがまだマシだってことだよ」

「……でも、美春は甘やかされるだけの妹なのが嫌で、選挙に出たんでしょ？　その決意を翻ひるがえしたらなにも変わらないよ」

「選挙の中間結果、見たときに急に怖こわくなった。お兄ちゃんに好きになってもらえない上に、生徒会長になって〝怠惰な妹〟を卒業したら、美春はなにもかも失っちゃうような気がしたんだよ」

「……………………」

　美春は変化よりも現状維持を選んだ、ということ……？

　いや、そもそも僕が美春を甘やかしすぎたのが今回のドタバタの原因──

「……僕が甘やかすから、美春は……その、僕を好きに……？」

「違う、違う。お兄ちゃんを好きになった理由？　そんなもん、わかんないよ」

「わからないって……」

「会長さんや縫ぬいちゃん先輩、くーちゃんはきっかけがあるみたいだけどね。美春は、お兄ちゃんと積み上げてきた歴史が違うんだよ。『これ！』って言い切れる一つなんてないよ。まあ、強いて言えば──このパーカーかな」

　美み春はるは、なぜかパーカーのフードを持ち上げて頭からかぶった。

　ふと──一つの情景がよみがえってくる。




「美春のお気に入りのセーター、どうしてもシミが落とせなかったんだよ。ごめん。なにかほしい服があるなら、好きなの選んできていいよ」

「……別に、なんでもいい。お兄ちゃんが選んで」

「僕が？　女子のファッションなんて全然わかんないよ」

「いいよ。美春、オシャレなんて気にしないし。なんでもいいんだよ、もう」

「……じゃあ、あのパーカーにしようか。前に美春、みんながキラキラした目で見てくるのがウザいとか言ってたよね。フードをかぶっちゃえば視線も気にならなくなるよ」

「物理的に遮断すんの？　つーか、パーカーのフードってあんまかぶらないよね」

「い、いいんだよ。いや、美春の好きにすればいいんだけど」

「……うん。美春の好きにする。お兄ちゃんが選んだパーカー、好きに着るよ」




　いつだったか、兄妹きようだい二人で買い物に出かけた日のこと。

　たぶん、美春をもっとも甘やかしていたあの時期の出来事。

　美春はいい成績を取って、みんなに注目されて持ち上げられるのが嫌で──

　みんなから憧れの目を向けられるのを拒絶してた。

　美春には、みんなの目を拒絶できる象徴的ななにかが必要だった。

　それがたぶん、パーカーのフードで。

　最近はさすがにフードこそかぶらなくなったものの、あのパーカーは美春が自分を守る鎧よろいだったんだ。

　そして、それを選んだのは僕で──

「ああ、しつこくパーカーを着続けるようになったのは、あのときからか……」

「思い出したみたいだね、お兄ちゃん。ほら、藤ふじ城きセンセー。お兄ちゃんってこうなんだよ。肝心なことをぽろっと忘れちゃうから困るよね」

「ええ、まったく困るわね……」

　美春と真ま香か先生が苦笑を向け合ってる……。

「でも、これは別に忘れててもいいことだね。美春がお兄ちゃんを好きになった直接の理由ってほどでもないから」

「えっ？　ちょっと、美春、どこ行くの!?」

　美春はフードをかぶったまま、ふらふらとステージ袖から出て行ってしまう。

　慌てて追いかけようとして──

「待った、彩さい木ぎくん。闇雲に追いかけても無駄よ」

「無駄って……もう時間はないですよ。甘やかすのがダメなら、もう無理にでも引っ張ってこないと！」

「甘やかすのがダメなんて美み春はるさんも言ってないわ。わたしもダメとは思わないしね。ただ、このままでいいのか、これからどうしたいのか？　彩木くん、君はどうなの？」

「…………」

　考え込んでる暇はない。そんなことをしている間にも、美春は遠ざかってしまう。

「……このままでいいわけないです。僕は、いつまでも美春を甘やかしていられない」

「だったら、彩木くんは美春さんにどんな女の子になってほしいの？」

「どんな女の子……」

「美春さんにそれを話してあげればいいのよ。あとはどうなるかは、美春さん次第。でも、時間は必要ね。新しん望ぼうさん！　機材トラブルは解決したのかしら！」

「えっ？　あ、ああ、はい。スピーカーが調子悪かったようですが、別のスピーカーに繋つなぎ直して、あとはテストするだけみたいですわ」

「だったら、そのテストはわたしがやっておくわ。もう生徒も集まってるし、場をあたためてきましょう」

　真ま香か先生はそう言うと、すたすたとステージへと出ていく。

　既に体育館には、ほとんどの生徒が集まってるみたいだ。

　真香先生が突然ステージに登場しても、驚いた様子はない。

　これからの全校集会の司会でもやると思ってるんだろう。

「英語担当の藤ふじ城きです。お待たせしてごめんなさい。機材トラブルも解決したようなので、マイクとスピーカーのテストも兼ねてわたしから軽く注意事項なんかを」

　真香先生が、ぺらぺらと演説のときにはスマホをマナーモードにしろとか、映画の上映前みたいな注意をしてる。

「ついでに、こちらもテストしておきましょう。このスマホ、プロジェクターに繋げるかしら？」

　真香先生が近くの選挙管理委員を呼んで、スマホを手渡す。

　その委員はなにやら驚いたようだけど、慌ててステージ袖に戻ってきた。

　ステージには巨大なスクリーンが下ろされている。

　どうやら、縁えん里りが演説でこのスクリーンを使うらしい。

　そこに──偉そうに胸を張って立っている女子高生の姿が映し出された。

「あっ、あれって……」

　前に、真香先生に見せてもらった〝生徒会長に当選したときの記念写真〟だ。

　要するに、現役時代のＪＫ真ま香かちゃんだ。

「実はわたしは、聖せい華か台だい高等部時代は、生徒会長を務めていました。先日のエキシビションに続いて、恥をさらすようでごめんなさい。その頃の話を、ちょっとしましょうか」

　うおーっ！　と生徒たちから歓声が上がる。

　男子はもちろん、女子たちまで大騒ぎだ。この人たち、真香先生好きすぎ。

「……って、見てる場合じゃない！」

　真香先生がなにをしゃべるのかとても気になるけど、せっかく時間を稼いでくれてるんだから。

　今すぐ、美み春はるを追いかけないと──







「ちょっとお待ちを、慎まことさん」

「ん……？」

　と、体育館を出ようとしたところで、意外な人物が僕の前に立った。

　いや、さっきからそこにいたんだから意外もなにもないけど。

「どうしたの、縁えん里り？」

「少しだけ、お話よろしいでしょうか？　もちろん断る権利はございませんけど」

「縫ぬいの実況解説どおり、本当に高飛車だよね……」

　縁里は偉そうに腕組みして、体育館の扉前に陣取ってる。

　これだけ腕組みが似合うタカビーお嬢様もそうはいないだろう。

「あなたの妹さんになにがあったのかは知りませんが……藤ふじ城き先生は、あなたたちのために恥をさらしてまで時間を稼いでくれてるんですわね？」

「……縁里も不戦勝じゃ面白くないでしょ？」

　真香先生が、僕ら兄妹きようだいを贔ひい屓きしてると思われたら困る。

「いえ、藤城先生に文句があるわけではありませんわ。むしろ、あの女子高生時代の藤城先生のお写真をいただきたいくらいで。ああ、あれがあればしばらく捗はかどりますわ」

「なにが捗るの……？」

　ツッコミつつも、これ以上訊きいてはいけないと本能が警告している。

「失礼、それはこちらの夜の事情で。それより」

「…………」

　よし、聞き流そう。

「春頃に慎さんが藤城先生のご指導を受けることになったと聞いて、心配していたんですの。あなたが、また先生に無用の反抗をなさるのではないかと」

「……心配するのはもっともだけど、僕の先生嫌いもだいぶ緩和されたんだよ」

「そうみたいですわね。体育祭のエキシビション──教師が参加するイベントを慎まことさんが手伝うなんて信じられない話ですわ。初等部の頃から、教師と見れば噛かみつき、先生方は委員長をやっていたわたくしに慎さんの教育を丸投げするほどでした」

「そ、そんなことあったかな……」

　縁えん里りって初等部の頃に委員長をやってたっけ。僕の恐るべき忘却力、未いまだ健在。

「わたくしの教育は一ミリも実を結ばず、慎さんの教師嫌いは中等部時代にはさらに悪化して、保ほ科しな先生にケンカを売ったり、他校の先生と揉もめたこともあったそうですわね」

「なかなか僕に詳しいね、縁里……」

　意外と、縫ぬいとカレン会長との事件がしつこく過去から追いかけてくる。

「藤ふじ城き先生は教師としても優秀な方とは聞いていましたが、慎さんの性根を治せるとは思っていませんでしたわ。ですが、先ほどの藤城先生と妹さんとのお話──話の内容までは聞こえませんでしたが、様子を見た限りでは、先生とは良好な関係のようですわね」

「ま、まあ教師嫌いが緩和されたのは真ま香か先生のおかげではあるね。あの人は……うん、本気で生徒のことを考えてくれてる人だから」

「そうですか……ちょっと失敗したかもしれませんわね」

　縁里は、なぜか唐突に苦笑した。

「わたくし、カレン政権の継承を目指していますの」

「……ん？　それは別に失敗でもなんでもないでしょ？」

「必要とあらば、教師とも戦う──もちろん、カレン政権の重要政策は引き継がなければ、後継者とは言えませんわね」

「縁里は、教師には常に敬意を払うってタイプでしょ？」

「初等部からのお友達が無駄に教師に反抗的なので。わたくしまで彼にならったら、いざというとき彼をかばうことも難しくなるでしょう？」

「…………」

　それって誰のこと、なんて聞き返すほど僕は馬鹿でもなかった。

「誤解なさらないでください。友達だから無条件でかばうわけではありません。ですが、そのお友達の反抗には筋が通っていることも多いのです。しなくてもいい反抗も多いので、しょっちゅう叱しかりつけていましたが」

　縁里は、うーんと腕組みしたまま少し唸うなって。

「少し、憧れてはいましたの。目上の方にも堂々と逆らえる姿に。あ、別に好意とかではありませんわよ、本当に！　あくまで友人としての敬意ですわ！」

「そ、そうなんだ……」

　ツンデレっぽい物言いだけど、本当に友情以上のものはなさそう。

「まあ、そういう姿を守ろうとカレン政権の継承を目指したのですが──余計なお世話だったかもしれませんわね」

「いや……その友達は喜んでるんじゃないかな」

　初等部からの、数少ない下の名前で呼び合う仲だしね。

　縁えん里りに嫌われてるって、ずっと誤解しててごめん──それと、ありがとう。

「そういえば、エキシビションもあんな衣装揃そろえて、真ま香か先生にも全力で立ち向かって。ずいぶん本気だったね。縁里はいつも本気だけど、体育祭のやる気は凄すごかった」

「あそこで充分に目立てば、選挙でのわたくしの勝率は二割は上がると読みましたわ」

　なるほど、お遊びのエキシビションとはいえ、ちょっとやる気ありすぎだったけど。

　そのお友達のため……とやらもあったのかな。嬉うれしい。

「どっちみち、勝つのはウチの美み春はるだしね。縁里の思惑はあまり関係ないよ」

「このままでは不戦勝ですわね。わたくし、納得できなくても結果は受け入れますわ」

「…………ちょっと妹を追いかけたいんだけど、行っていいかな？」

「ええ、納得して勝利するのが最上ですわ」

　縁里は優雅に一礼して、扉の前から離れてくれた。

　古い馴な染じみの友達の本気に応えるには、ウチの妹にも本気になってもらわないと。

　美春を、追いかけよう。今度こそ。







　美春はまだ、体育館のすぐ近くにいた。

　体育館のそばに設置されたベンチに座っていて、なぜかその周りに猫が集まってる。

「おっかしいなあ。くーちゃんじゃあるまいし、猫に好かれるタチでもないのに。かごめの匂いがついてるのかな？」

「最近、家ではずっとかごめと一緒だもんね」

　かごめのほうは、美春の面倒を見てやってるつもりなのかも。

「……大丈夫、ちゃんと演説は出るよ」

「え、出るの!?」

「美春もそこまで無責任じゃないよ。辞退できればよかったんだけど、藤ふじ城きセンセーの挑発に見事に乗せられたからね。あの女、なかなかデキるぜ」

「縫ぬいみたいな口調はやめなさい。それで、演説の内容は考えてあるの？」

「お兄ちゃんには特別に教えてあげるけど、一行も考えてないよ」

「ダメじゃん！」

「ダメキャラでいくと決めたんだから、オッケーだよ。毒にも薬にもならないつまんない演説を、詰まりながらしゃべるハメになるだろうね。ああ、彩さい木ぎの妹はダメな子だ……兄が兄なら妹もこれか……みたいな？」

「批判の的が僕になってない!?」

「ま、有名税だと思ってあきらめようよ、お兄ちゃん。一緒に堕おちようよ」

「恐ろしい誘惑をしてくるなあ、この妹は……」

　僕は苦笑しつつ、スマホを取り出す。

「今はなにより、演説が重要だよ。もう時間もないし、箇条書きでいいから話す内容を決めておこう。軸を決めておくだけでも、話の精度が変わってくるよ」

「なんか、手慣れてる感じだね、お兄ちゃん？」

「教師に呼び出しをくらったときは、その先生が言いそうなことを予想して、反撃用の台本をつくっておくんだよ」

　昔から、僕がよくやってた手法。呼び出しをくらったからって、教師のサンドバッグになる趣味はない。

「さすがお兄ちゃん、小こ賢ざかしい。しかも、また美み春はるを甘やかしてるね」

「兄や姉の利用できるところは利用すればいいんだよ。お下がりをもらったりするのは、甘えってほどじゃないでしょ」

　僕が美春を甘やかすかどうかはともかく、演説で恥をかかせたくない。

「美春──僕の本音を言うよ。美春は僕にとって可愛かわいい妹だよ。親がめったに帰ってこなくなって、美春には僕が平然としてるように見えたとしても、不安がなかったわけじゃない。でも、妹がいるんだから──オタオタしてるところは見せられないでしょ」

「……お兄ちゃんは見み栄えを張ってたってこと？」

「妹が甘えるみたいに、兄貴は見栄を張りたくなるんだよ。兄貴の特権……じゃないな。義務かな」

「甘えと違ってメリットはなさそうだけど」

「そうでもないよ」

　僕は、ぽんと美春の頭に手を置く。

「普段から見栄を張ってれば、妹に偉そうにマウント取れるでしょ。僕がマウント取れる相手なんて他にいないし」

「……妹にしか威張れないなんて情けないね、お兄ちゃん」

「まったくだね。で、僕の本音の続き──美春は妹なんだから、甘えていいんだよ」

「え？　いいの？　もう甘えんなって突き放しに来たんじゃないの？」

「それでもいいけど……あ、演説を考える前に」

　僕はスマホをしまってベンチの後ろに回り、美春のポニーテールをほどく。

　ブラシもないから上う手まくできないだろうけど、美春が適当に結ぶよりは素手の僕のほうがテクは上だ。

「今日はひときわ雑だね。ボサボサ髪で、だらしなさをアピールするつもりだった？　でも、美み春はるは髪が乱れてても縁えん里りより可愛かわいいからね」

「うわぁ……シスコンだ。知ってたけどシスコンだ」

「そうだよ、僕はシスコンだ。妹が好きで好きでしょうがない。でもね、好きで好きでしょうがないのは……妹なんだ」

「……………………」

　美春はされるがままに、髪を結ばれてる。

　手て櫛ぐしで整えただけじゃ、妹のくせっ毛は落ち着いてくれない。なんとか押さえつけながら、髪ゴムで結ぶ。

「……あ、なんか落ち着く。高すぎず、低すぎず、絶妙の位置だね。さすがお兄ちゃん」

「何年結んでると思ってるの？　普通はこの年頃なら妹は兄に髪を触らせもしないもんらしいね」

「なんてもったいない。お兄ちゃんとギスギスしても得はないのに。だって、お兄ちゃんと仲良くしていれば、ガチャの課金だって天井知らずなんだよ？」

「天井はあるから。割と低いから」

　お兄ちゃんカードの件だけは、甘えとか関係ないとか言い出さないだろうね？

「ねえ、美春。僕は──美春を甘やかしすぎたかもしれない。ごめん」

「……お兄ちゃんが謝ることじゃないよ」
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「じゃあ、謝らない。僕が美み春はるを甘やかしたことは間違いじゃないと思う。でも、甘やかしも度を過ぎてたのは別。美春がダメだったのは、僕がダメだったからだよ」

「そう正面からダメとか言われると、さすがにキツいものがあるけど」

「事実は認めよう、美春。ただね──」

　最後に、さっさっと軽く髪全体を整えて終了。

　よし、可愛かわいい。ウチの妹は世界で一番ポニテが似合う。

「僕は、美春が凄すごいことを知ってた。もう初等部時代の神童ぶりはみんな忘れてるだろうけど──僕は、美春の凄さをみんなにも知ってほしい」

「……それがお兄ちゃんの願い？」

「僕は甘やかすことで美春を守ろうとした。その判断は間違ってなかったと思う。僕だって誰かに守られてるんだろうしね──けど、僕が間違っていたのは甘やかしをずっと続けてたこと。もうあれから四年かな。四年前の正解が、今の正解とは限らない」

「お兄ちゃん。じゃあ、これからはどうする？」

「今までもこれからも、美春は可愛い妹だよ。でも、君は妹ってだけじゃなくて、一人の女の子になってほしい。彩さい木ぎ美春は──誰よりも可愛くて賢い女の子でしょ。それを、みんなにも知ってもらいたい」

「そっか……そうかあ……！」

　美春は、うつむきながらつぶやいて──

　ぴょん、と勢いをつけてベンチから立ち上がる。結んだ髪の尻尾しつぽがその動きに遅れてついてくる。

「やっと、お兄ちゃんが本当のことを言ったね。お兄ちゃん、『妹とは付き合えない』なんて当たり前のことすぎて、それは答えになってないんだよ」

「そうだね……ごめん。それもちゃんと謝っておくよ」

「お兄ちゃんは、ちびで一人称が〝僕〟で全然頼りになりそうにないけど……美春が自分でもわかってなかった、本当にほしかった言葉をくれた──世界一のお兄ちゃんだよ」

　美春は、こちらを振り向いてにっこりと笑い──

「さて、んじゃお兄ちゃんのお望みどおり、美春の凄いところ、みんなに見せつけてくるとしようか！　そろそろしんぼー先輩の演説が終わる頃だろうしね！」

「……美春、原稿なしで演説できるの？」

「お兄ちゃんの自慢の妹が面倒がらずに頭を使えば、できないことはないよ。妹だって、お兄ちゃんの前で見み栄えを張りたいんだよ！」

　そう言うと──美春は、たたたっと駆け出してしまう。

　僕に背中を向ける直前に見えた妹の顔。

　その大きな瞳が、少しだけ濡ぬれてたように見えた。

「ごめん……ごめんね、美み春はる」

　僕はぎゅっと拳を握り、ゆっくり歩いて美春が入っていった体育館の扉へ向かう。

　ステージ袖に直行すると、ちょうど縁えん里りの演説が終わったようで、頬ほおを紅潮させてスタッフと話している姿が見えた。

　友達なんだから、縁里の演説も聞いてやりたかったな。縁里にもごめんなさいだ。

「彩さい木ぎくん、終わったの？」

「……いいえ、これからですよ」

　ふっと音もなく忍び寄ってきた真ま香か先生に、驚かずに答える。

「えー、美春さんのお当番回がようやく終わったんじゃないの？」

「だから、美少女アニメじゃないんですよ。それより真香先生、時間稼ぎをありがとうございました。自爆覚悟でＪＫ真香ちゃんの写真まで公開するなんて」

「自爆したわけじゃないわよ!?　だいたい、この歳としで制服姿をお披ひ露ろ目めしたんだから、現役ＪＫの写真くらいなんともないわよ」

「もう僕以外の生徒も高たか嶺ねの花はなのイメージが木こっ端ぱ微み塵じんになっていそうですね」

「それでも、最初に高嶺の花じゃない本物のわたしを見つけたのは君よ。わたしは、戻ってきたこの学校で君と青春……なんてものを楽しんでるのよ」

「妹にも、自分なりの青春とやらを見つけてほしいですね。あいつ、演説でなにを言うつもりでしょう？　立候補のときみたいな校則の話ですかね」

「生徒にはウケのいい話ではあるけど、どうかしら……？　あ、始まるわよ」

　選挙管理委員となにやら話していた美春が、すたすたとステージへ出て行く。

　足取りはしっかりしていて、少なくとも緊張しているわけじゃなさそうだ。

　まあ、僕ですら緊張してる美春なんて生涯で一度たりとも見たことないけど。

　それでも、そわそわしてしまうのは抑えられない。

　美春がステージの真ん中、マイクがセットされた演台の前に立った。

　そして──

「待たせたな、おまえら！」

「…………っ!?」

　おおおおおいっ、開口一番なに言ってんの!?

　お兄ちゃんはそんな言葉遣いを教えた覚えはないよ！

「生徒会長に立候補した、彩木美春です！　部活は帰宅部、生徒会役員の経験ゼロ！　ただし、おまえらとは頭のデキが違う！　オリジナルでアプリとかつくれちゃうし、一年生の何人かは美春が──私が初等部の頃、アッタマよかったの覚えてるよね！」

「なっ、なななななっ……！」

「み、美春さん……なに言ってるの!?」

　僕は真ま香か先生と揃そろって、口をぽかんと開けてしまう。

「今でも頭脳は衰えてないけど、頭良すぎてドン引きされちゃうからずっとおとなしくしてたんだよ！　証拠に、次の中間テストはトップ獲とらせてもらうね！　上位の連中、震えて眠れ！」

「こ、こらこらこら──」

「待ちなさい、彩さい木ぎくん。気持ちはわかるけど、途中で止めるわけにはいかないわ！」

　思わずステージに飛び出しかけたところで、真香先生に羽交い締めにされてしまう。

　いや、でもこれ以上美み春はるにしゃべらせるとまずくない!?

「なにコイツ、こんなキャラだったん？　って思ってる人も多いでしょうけど、私は例の彩木慎まことの妹です。美人教師と怪しげな噂うわさが出回ったり、グラドルと仲良くご飯食べたり、幼女と事案ギリギリのイチャコラしたり、先代生徒会長の金髪事件の黒幕だったり、ろくでもない男の妹なので、普通じゃないのは許してください！」

「自分のキャラを僕のせいにしてる!?　ていうか、なにをバラしてんの！」

　縫ぬいやくーとのことなんて、知らない人のほうが多いだろうに！

「私は、そのろくでもない兄貴に甘やかされて、堕落の限りを尽くしてきたけれど、そろそろそれも終わりにするつもりなので、生徒会長に立候補しました！」

　美春は、身を乗り出して──

「もう甘えるのはやめるついでに、みんなにもビシビシ勉強させて運動させて、学校からダラけた空気を一掃します！　私の更生にみんなも付き合ってください！　生徒会長は生徒の手本、かつての私のように勉強もスポーツも頑張れない生徒は容赦なく締め上げてやるから！」

「なにその恐怖政治!?」

　ちなみに、僕のツッコミは生徒には聞こえてないでしょう。

　めっちゃ生徒のみなさん、ざわざわしてるから。

「あ、ウチの兄はちびっこくて一人称が〝僕〟で全然頼りにならなそうだけど──最高の兄です！　私が生徒会長になった暁には、お兄ちゃんだけは特別扱いするので！　ダラけても先生に逆らっても、好きにして良し！　生徒会長にさえなっちゃえば、もうこの学校は私のもんだから！」

「……楽しそうね、美春さん」

「もう好きにさせますよ……」

　僕は、真香先生に羽交い締めにされたまま、だらりと力を抜く。

　こりゃダメだ。

　うん、選挙はダメだろうけど……ちょっとスカッとした。

　こんなにイキイキとした美春を見たのは、もしかすると初めてかもしれない。

　イキイキしてりゃいいってものじゃないけど、美み春はるは殻を破ったというか──先に進んだみたいだ。

　我が妹の前途に幸あれ。

　たとえ生徒会長になれなくても、甘やかされるだけの妹から脱した美春は、もうこれまでのあの子とは違う。

　ああ──実の妹じゃなかったら、美春を好きになっていたかもしれないな。

　そんなことは、僕を羽交い締めにしてる人には言えないけれど。
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　生徒会室の隣には、書類棚でドアを隠すようにした物置がある。

　古い書類や使わなくなった備品が所狭しと置かれ、ゴミ屋敷のような様相を呈してる。

　一般の生徒には見せられない有様なので、隠されているわけだ。

「……この前、カレン会長と片付けたのにさらに物が増えてるような？」

「当然よ。引き継ぎのこの時期にいらない物を物置に移動させるんだから」

　僕は備品や書類が詰まった段ボールの中身をチェック中。

　部屋の隅にいる真ま香か先生は、僕が書いた書類のチェック中。

「引き継ぎのときに、いらない物は捨てればいいのに……」

「もう二度と使わないとわかってる書類や備品も、学校の物だから簡単に捨てるわけにはいかないのよ。捨てるにしても、分別したり業者に連絡したりで面倒だしね」

「後者が本音ですよね……こうして、生徒会の歴史が物置に無駄に堆積していくわけか。カレン政権の負の遺産はどれかな？」

「おいこら、負の遺産などないぞ！　黙って片づけをしろ！」

　ひょいっと顔を出してきたカレン会長に叱しかられてしまう。

　負の遺産、あると思うけどなあ。

　カレン会長が選挙のときにスタッフに騙だまされて撮ったコスプレ写真とか。

「そうですわ。慎まことさん、先代政権は聖せい華か台だいの歴史でもクリーンさがウリだったのですから。むろん、わたくしもクリーン路線を引き継ぎますわ」

「生徒会にはワイロも献金もないんだから、ダーティ路線にしようがないだろうけどね」

　カレン会長の後ろから顔を出したのは、高飛車お嬢様の縁えん里りだった。

　そう──生徒会長選挙は、縁里の勝利に終わり、彼女が新たな生徒会長に就任した。

　今は旧政権の最後の後始末と、新政権発足の準備の真っ最中だ。

　そして、カレン会長と縁里の後ろにはもう一人──

「美み春はるは、ワイロはウェルカムだよ。お菓子とジュースが効果的」

「彩さい木ぎさん！　わたくしの目の黒いうちは不正は許しませんわよ！　副会長の自覚を持つように！」

「ほぁーい」

「……………………」

　大丈夫なんだろうか、この妹がトップではないとはいえ生徒会副会長だなんて。

　今さらながら不安になってきた。

　美春は縁里に敗れたけれど、その差はごくごくわずかではあった。

　前半のリードを選挙戦後半のサボタージュで失い、最後の演説は──意外とウケはよかったものの、生徒会の私物化は真面目な生徒には受け入れられなかったらしい。

　それでも接戦まで持ち込んだ美春に縁里が目をつけ、副会長に任命したわけだ。

　縁里は美春の人気を上う手まく利用しようと計算してるんだろう。

　でもまさか、美春が引き受けるとは思わなかった。

　ただ、生徒会長ほど責任は重くないし、美春が変わるにはいいきっかけになるかも。

　昨日は、同じく副会長だった詩し夜やちゃんのトコにお泊まりして話を聞いてきたらしい。意外とやる気になっているみたいだ。

　それと、人事といえばもう一つ──

「わたしのファンを自称する計算高い生徒会長に、ナマケモノ副会長か……こんなクセのある生徒会の副顧問に任命されるとは夢にも思わなかったわ」

「元生徒会長とか公言するからですよ」

　真ま香か先生は十月から新体制の生徒会で副顧問を務めることになった。

　生徒会の顧問は、真香先生がかつて元生徒会長だったと知らなかったらしい。

　そういうことなら、と空席だった副顧問に嬉き々きとして任命してきたとか。

「生徒会室はずいぶん騒がしくなりそうね。わたしの時代なんて、静かなものだったわ」

「藤ふじ城き会長によるファシズムが吹き荒れてたからですか？」

「前もわたしを独裁者扱いしてたわね！　他の役員がみんな、わたしの威厳に屈していたというだけよ！」

「それもどうなんでしょうね……」

　楽しくやろうよ、国会じゃなくて学校の生徒会なんだから。

「さすがに、わたしの威厳も衰えたのかしら。彩さい木ぎくんは相変わらず生意気だし、もっと屈してほしい子たちも──」

　真ま香か先生はスマホを取り出して、不意に顔をしかめた。

　なんだろう、どうも最近はスマホは不吉な連絡を呼び込むツールになってるんだよね。

「彩木くん、これちょっと──」

「藤ふじ城き先生、よろしいでしょうか？　手続きでわからないところがありますの」

「え？　ああ、いいわ。彩木くん、話はあとね。サボらずにしっかりやるように」

　縁えん里りに呼ばれて、真香先生が物置を出て行く。

　サボらずにと言われても。僕はボランティアで手伝ってるだけなのに。

　段ボールの山は絶望的なほどの高さだ。

　どの段ボールにも、マジックで〝第●●期生徒会〟と書かれてる。古いのもあるなー。

　ふと、奥のほうにある段ボールの一つに目が留とまった。

　カレン会長の生徒会が第何期なのかは知ってる。

　そこから逆算すると、あの段ボールの中身はＪＫ生徒会長時代の──

「しゃーない、藤城センセーの代わりに美み春はるがこっちを手伝いますか」

「……生徒会室は縁里とカレン会長のダブルで見張りがいるからでしょ」

　監視の目が緩い倉庫の作業のほうがまだマシなんだろう。

　いきなり甘えをなくすのは、美春には難しそうだ。

　残念ながら、今は余計なことに気を取られている暇はないか。

「さあ、副会長がヒラ生徒のお兄ちゃんに命令するから、テキパキ片付けるように」

「ヒラ!?　兄の威厳は!?」

「妹は身分において兄を追い抜いたんだよ。さ、きびきび動いて」

「くっ……！」

　まさか、怠惰の限りを尽くしてきた妹に、きびきび動けと命じられる日が来るとは。

「あ、そうだ、お兄ちゃん、これ見てみて」

「うん？」

　入り口近くに積まれた段ボールを持ち上げようとしていたところで、邪魔が入った。

「ん？　ＬＩＮＥのグループトーク？　〝彩木美春はＳＩＤシドを抜けます。お世話になりました〟……へぇー、美春、ＳＩＤを抜けたんだ」

「うん、抜けちった」

「……って、えぇぇっ!?　ＳＩＤシド脱退!?　なっ、なんで!?」

「死んでもいいわと思わなくなったから」

「そりゃ生きてほしいけどね……いやいや、それ理由になってないでしょ！」

　さっき真ま香か先生がスマホを見て、言いかけたのもこれか！

「ハイお兄ちゃん、しゃべってないで手も動かす」

「……働くよ。ああ、重いなこの段ボール！　働くけど、理由を教えてもらえない？」

　美み春はるは、近くの段ボール箱に偉そうに座ってる。

　なにこの、ホワイトカラーとブルーカラーの差は。

「美春は、温泉でお兄ちゃんにはきっぱりフラれてたからね。もうとっくに抜けてるべきだったんだよ」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

「しーちゃんも加入したし、あとはウチのお姉ちゃんの勝利でも祈ってるよ」

「…………」

　ＳＩＤメンバーの中でも、美春はもっとも僕と距離が近くて、もっとも僕と付き合う可能性が低かった──ゼロだった子だ。

　抜けるというなら止める理由は一つもないんだけど……。

「にやにや～。そういうことなのね。ああ、ライバルがいなくなるのは残念だけど、そういうことなら仕方ないわ！」

「……真香先生、縁えん里りの書類はもういいんですか？」

「事務作業は、たくさんあるわたしの特技の一つよ。造作もないわ」

　満面の笑み……残念さのかけらも見当たらないなあ。

「あ、ただしこれからはライバルじゃなくて、小こ姑じゆうととして堂々と藤ふじ城きセンセーの邪魔をするから」

「それ、今までとなにが違うのよ!?」

「ちゅーはしないってことだよ。お兄ちゃんとお風呂は一緒に入るし、おっぱいの成長はきちんと確かめてもらうし、妹の特権は全開で有効利用させてもらうね」

「前から言ってるけど、あなたたち兄妹きようだいの関係、常軌を逸してるから！」

「いいじゃん、センセーには美春たちが兄妹でいるほうが安心でしょ？」

「美春さんの抜け目のなさを知っていると、逆に罠わななんじゃないかと疑うわね……」

「お兄ちゃんじゃあるまいし、そんなに疑わなくても」

　悪かったね、疑うたぐり深ぶかい兄で。

　でも、美春がＳＩＤを抜けるっていうのはマジだろうなあ。

　と、そこにＬＩＮＥが来た。詩し夜やちゃんからだ。

〝ハル、昨日の夜はずっと泣いてたよ。でもこれ、聞かなかったことにして〟

「…………」

　美み春はるは、副会長の心得を聞きに行っただけじゃなかったんだな。

　全部ぶちまけて、泣かせてくれるお姉さんに会いに行ってたんだ。

　僕は美春にもう〝ごめん〟とは言わないし、この話は聞かなかったことにする。

　でも、決して忘れない。美春が泣いた夜があったことを──

「おい、そこの二人！　仕事をしてくれ、仕事を！　藤ふじ城き先生もお願いしますよ！」

「っと、すみません、カレン会長……！」

　さっきから怒られてばかりだ。真面目に働かないと。

「あ、ちょっと待て、彩さい木ぎ慎まこと。これからは〝会長〟じゃないぞ」

「ああ、そうでしたね、カレン」

「呼び捨てにするな、呼び捨てに！　先輩くらいつけろ！」

「冗談ですよ、カレン──先輩。変な感じですね、一年前はこう呼んでたはずなのに」

「そ、そうだな……なんか照れる。会長より先輩のほうが親密感あるな……」

　どうだろう……会長から先輩だと、降格した感があるような。

「妹に先輩……この変化、吉と出るのかしら凶と出るのかしら？」

　真ま香か先生が、ぶつぶつつぶやいてる。

　うーむ、カレン会長の引退は前からわかってたことだけど、そこに美春のＳＩＤシド脱退も重なってくるとは思わなかったな。

「あ、お兄ちゃん。ＳＩＤのみんなから返信きてるよ。見る？」

「え……」

　あまり見たくないけど、見ておいたほうがいいのかな。立場的に。

　僕は、美春が差し出してきたスマホを覗のぞき込こむ。

　グループトークだから、真香先生とカレン先輩も自分のスマホで見られるはずなのに、一緒に画面を覗いてくる。

〝みはるん、おっつー！　あとはあたしに任せろ！　文化祭こそお祭り女のあたしの独壇場！　彩さいくんの命は風前の灯ともし火びだ！〟

〝美春おねーちゃん、私は幼女ですけどあきらめませんよ？　ぶんかさい、初等部からも参加できますから〟

〝ハルと入れ替わりになったね。文化祭は、アタシももちろんＯＧとして参加するよん〟

「三人とも文化祭に照準を合わせてきてる……」

「三人？　全国模試は不本意な結果だったが目的は果たしたし、生徒会長の激務からも解放された私が黙っているとでも？」

「そうでしたねー」

　こいつはやべぇぜ。思わず、縫ぬいみたいな口調になるほどまずい。

「ふっ……」

「先生？」

　真ま香か先生がなぜかパタンと物置のドアを閉めてから、腕組みして壁にもたれかかった。

「文化祭は学校最大のイベントだものね。ええ、わかっていたわ、ＳＩＤシドの子たちがこの機に乗じて攻勢に出ることくらい」

　そして、先生は両腕を翼のように広げる。

「いつでもかかってくるがいいわ、小娘たち。せいぜい、全力で挑んできなさい。このわたしが、全力で叩たたき潰つぶしてあげるわ！」

「わー、大人げないですね、真香先生」

　決戦は文化祭？

　僕のカノジョ先生がラスボスと化しています。

　ＳＩＤの四人パーティは、大魔王に全滅させられないかな……？

　ていうか、その決戦で一番の被害者になりそうなのは僕なんですけど。

　早くも波乱の予感しかしない文化祭──僕は、真香先生を楽しませられるんだろうか。





あとがき




　どうもこんにちは、鏡かがみ遊ゆうです。

　あとがきは、作者のどうでもいいような日常も少しは書くべきかと思うのですが、びっくりするくらい何事もない日々です。ほとんど人とも話さないので、寂しさを埋めるべく動画配信でも始めようかと思ったほどです。誰得なので、思いとどまりましたけど。




　さて、そんな切なく辛気くさい話は置いといて、いつの間にやら６巻です。

『カノジョ先生』が、このご時世にここまで長く続く作品になってくれたのは、読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　前巻で第一部完！的な区切りがあったわけでもないのですが、６巻は新章スタート感をそこはかとなく出してみました。

　真香先生との新しい関係はいかがだったでしょうか？　まあ、先生は序盤からグイグイ来てたのであんま変わらねーだろ、などのツッコミもありそうですが、確かに変化はあったと思ってます。ポンコツ化が進行した気もしますけど。

　そして、今巻は妹の美み春はるのお当番回でもあります。

　妹といえば、昔ほどの勢いはないにしても人気のある属性ですね。

　特に意識してなかったんですが、美み春はるって以前からサービスシーンがやたらと多かったような気も……わたくし、妹萌え（死語）だったんだろうか。

　いえ、個人的にはパーカー女子というところがお気に入りで、そこについて語り出すと、あとがきが10ページあっても足りません。『カノジョ先生』グッズで美春パーカーを作ってもらえないかなー。作者も自腹で買いますよ！




　孟倫モンリン・星ホ河シ蟹ガニ両先生によるコミカライズも好調、前巻と同時発売だったコミックス１巻は即重版がかかりました！　こちらもありがとうございます！

　コミックウォーカー様、ニコニコ静画様での連載も是非読んでいただければと！




　おりょう先生、今巻は意表をつく表紙、ありがとうございました！　この作品の表紙は、メインヒロイン縛りなので大変なことも多いかと思います。しかも真ま香か先生は、衣装のバリエーションもやたらと豊富ですしね。毎回、楽しませていただいてます。

　担当様、この本の制作・販売にかかわってくださった皆様、ありがとうございます！

　そして、読者の皆様に最大限の感謝を！


２０２０年冬　鏡かがみ遊ゆう







電子書籍特典　書き下ろし短編

『エースをねらわない！』





「このテニスウェア、なんだか恥ずかしいわね……変じゃないかしら？」

「いつもの真香先生のコスプレに比べれば、全然恥ずかしくないでしょ」

「彩木くん、最近容赦ないわね！」

　僕が通う聖華台高等部には、立派な屋外テニスコートがある。

　本日の〝教育〟は、このコートで軽くテニス。表向きの理由としては〝スポーツを通して問題児を更生させる〟だとか。誰が問題児なの。

　僕は体育のときと同じ運動着だけど、真香先生はしっかりテニスウェアを着てきた。

　立派なお胸が目立つ白い半袖シャツに、紺色のスコート。

　スコートの丈はもちろん短く、太ももがかなりきわどい。

「にやにや。生意気なこと言いながら、ガン見してるわね」

「ち、違います！　〝教育〟で真香先生が普通の格好をしてるのが珍しいというか！」

「人を痴女みたいに言わないでくれる？」

　真香先生は、僕をじろっと睨むとコートの反対側へ移動した。

「ま、いいわ。始めましょう。軽く打つから返してみて」

　ぽん、と明らかに手加減されたサーブが飛んできて、なんとか返す。

「はい、なかなかのリターンよ。どんどんいきましょう」

「意外と褒めて伸ばしてきますね」

　真香先生のことだから、容赦なく打ち込んでくるかと思ったら。

　僕が返しやすい位置に打ってきて、こっちのどんなボールもきっちり返してくれる。

　うっ……簡単にラリーが続く分、つい真香先生の姿に意識を持って行かれてしまう。

　踏み込み、身体をひねってショットを打つ瞬間、ぷるんと重力に逆らって大きく跳ね上がる88センチのおっぱい。

　バックハンドで軽やかに返すたびに、スコートがひらりと舞って、その下からちらりと魅惑の白い布が覗く。

　おかしい、テニスってこんなエッチな球技だっけ……？

「いい顔してるわ、彩木くん。わたしも、新たなテニスの面白さを見つけられたわね」

「やっぱり、僕に見せるために計算してますね！」

　普通なら無理だろうけど、真香先生ならできる！

　僕をドキドキさせるために、わざと胸を揺らし、絶妙のヒラヒラ加減でスコートの下をチラ見させるくらいは！

「なるほど、ただコスするだけじゃなくて動きで魅せることも有効なようね」

「恐るべき知恵を身につけ始めてる……」

　しかもこのラリー、僕がミスしない限り終わらないようにコントロールされている。

　真香先生の〝教育〟は狭い準備室を出て、外の世界まで羽ばたいていくみたいだ……。
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